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藍湯浅) そろそろ時間 で す の で 鴇 第 3回工学部教育シンポジ タムを始 めたい と思います｡私

をま司会を担当も満たします 馬 新 工 学 教 育プログラム実施専門委員会の委員長も湯浅 と申 します｡

よ≡∴-"/,/二定置ItJY/た.了./ま 十 C

今回は第3回というこ と で 句 例 年 と同 じよ うな形で行いたい と思ってお ります｡ まず西本先

生にご挨拶いただいてか ら も 調 査 報 告 とい うことでも高等教育研究開発推進セ ンタ-か らも授

業アンケ- 巨と卒業研究 調 査 に つ い て ご報告も満ただきます｡その後も教育改善に向けて とも滝う

ことで淘｢私の授業｣と題 し て 淘 工 学 部の 6学科か ら 且名ずつ馬授業についてい るもヽるな磯度か

らご報告いただきます｡ そ の 後 馬 私 の寿か ら ｢東 リキ認ラム改善の課題｣ とい うテ-守で簡単

にf::L;,;/･窪-=LT./_貴::嚢にIT､I.i.-一･デ -:､J､ナ 二:I.I､/≡:/違-:i･::･!:;I三二ゴ安 中 こ､∴(71･:盲'了ますC

例年ですとも望暗闇で 終 わ る の で す けれ どもも今回は卒業研究調査が加わっていますので､

そ':･=;､圭･J∴/:.::_il･:,J::-ll-..7･章 子 主主意 千 言さ::_I.-､て､′､ただこ′､て∴室､ミニま す､｡

一つお願も頂ですけれど も 淘 報 告 書 を搾戚す る必要があ ります.録音 とビデオ緩影 を行Wます

ので%発言され革労はお 鶴 前 と学 科 名 をお願も頂いた しますOそれか ら今回発表 され る方は､支

障がなければプ汐ゼン資 料 を ご 提 供 も満ただきたも馬と思います｡ これは報告書に も掲戟 され ます

し馬今b全学の肝EB研究 検 討 委 戯 会 のホ-滋ペ-汐にも掲哉 して馬広 (広報 に役立て よ うと恩

I:千一､1モデ.:言':十o=-::_三~!..∴ i ..≡::-:､∴-.-･,､七 二ま -C/.-､｡

それではまず馬西本 先 生 か ら ご 挨 拶 をお願も鴨します｡

(西本∋工学部慶の立 場 で 一 言 ご 挨 拶 を申 し上げます. このシンポジ夢ムはも今年で第 3回 因

を迎えましても会場を 経 費 ヤ ンパ ス にさせていただきま した｡実は私個人的にはも工学部は吉

田で教育をしてお堕ま す L も そ れ か ら工学部に責任 を持つ部局 としま して馬工学研究科だけで

な竜馬エネルギ-科学 研 究 科 b 情 報 学研究科も地球環境学堂が ござも滝ます｡そ うい う関係 か ら

主萎∴､;-1亨三三二I-+-I-･:,㍉′∴､二 ､卜÷ ､tc-㍉′､十 ,と責 二て:､′､･ご:IlT.･III.7千十 ･,軒･f:,ども､-･-11貴 重ま-lLヤンノ､㌔′:･='で･守こう

うということになった の ほ も 桂 に お られ る工学研究科の先生潜の出席率が高まるのではなもヽか

とも掬う期待があったか ら で す ｡ 見 渡 しまず とb牽は り期待 した効果があったよ うに恩もちます｡

とWうことは馬桂キャ ンパ ス の 先 生 寿はち ょっ とずぼ らでも吉 田の先生方は熱心にここまで足

を二菩･-.′｢主了二王∵′､た､二 か-皇 CT".:/tう･i--･干上も.幸二′､ま 軒,J

それはさておきまして 淘 第 3回 の シンポブタム開催 になったのは非常に大きな意味を持 克て
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東藩 雄傍 (高等教育研究開発推進健S#夢-)

(大塚) こんにちは｡ まず､私

の方か ら授業 ア ンケ一 日 こつい

て報告 させ ていただ きます｡そ

の後b 卒 業 研 究 調 査 について､

酒井の 方 か ら 報 告 さ せ て いただ

きます ｡

資料 を 配 付 し て お り ま す が､

スライ ドの配付資料版 と､参考

資料 として ｢授業アンケー トの

結果と分析｣という 息息枚ほどの

資料がnっていると思いますの

で勺それらをご参照いただけれ

ばと思います｡

こ登善幸■†=-∴ 十 一~-;=='-i-I,I-pIlI.二､誓言

まず､工学部の授 業 ア ンケ-

トの ｢実施の背景｣ につWて簡

単 にご紹介nた します｡

工学部 の授業 ア ンケー トに関

しま しては句私 どものセ ンター

で､20⑬轟年度 に始 ま りました特

色 GP ｢相互研修型 FDの組織

化による教育改善｣ というプロ

ジェク トの一環で開始 されたも

のです｡｢相互研 修 型 ｣ という言

葉は､あまり開 き 慣 れ な いかも

しれませんけれ ど も ､ こ れ は､

われわれ大学 数 眉 と い い ますの

~~~丁手芸三 二 号 キ

I-∵二､二∴{:.117i･:責:-iX こ-::.キ 三享:

:::'Il.::三 '.-fv-てこ芋三千:--:･･二手亨 ミ′:I:∴二六重責tT:亨 三二:-iI:-:I-_::
(高等教育研究開発臆遮牽S櫓-)

三三千手宝玉 (領域ざます･･′~､諜雷三宅甘言 ∵ニ:嵩 三二･:I,,

･:;'I:.三号十_:7,:･(穀亨:I.:1ま".='･こ∴‥音;i:I::/;:.香,i::-:･.註:I.-:{++主･=:I;.:==.慮=･'=j≡貢･｢
-般的教育理論から◎示唆亀有済)

->二軍‡二.三言等;;I:::･こ烹7:T･琵:室･::5t震 撼::;l'-!'.'I,一二:̂.･::-:-二つデ;-㌫iI･

･:i:.■三ご議rI:If--:::I,::㌍ 書 喪主主音ここ?i-.嵩 三',I.･
第や四条鈎三 乗学院憶旬当該衆学院騎授業盈び研究
指導◎内容及び霜法◎改善を図るため鈎鰻線的恕研修
盈び研究を実施するも⑳藍ずる.

1

は､それぞれ 固 有 の 専 門 領域 を持 ってお りまして頂学習指導要領などで教育の一般的な中身が

定められて い る わ け で はあ りません し､その領域固有の教育的課題を取 り上げて､教員相互 に

教え食い ､ 学 び 合 う とい うことが教育改善の基本になるという考え方に基づくものです｡ただ勺
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展会にセンターが協力させていただくとWう形で進めてお ります｡実務的には工学部の教務課

が動も-てくだきってお ります｡ですから､時櫓私 どものところに､授業アンケー トの対象 とな

った先 生 方 か ら ｢事情があって今年は授業アンケ- トが で き な 測 すれ ど一も勺それ で も構 わ な O

か｣｢実 は 実施するのを忘れてしまったのだけれ ど も ､ 後 で 学 生 に配布 した方が o もーだろう

か｣ という問い合わせがあるのですけれども勺 ど う も3う 科 田 を対 象 に授業アンケー トを実施す

るかとWうことはわれわれが決められることではを i て 勺 む しろ工学部の方で決めて毎もただく

べ きことになりますので､そうなもったお閑もも合わせには泡 わ れわれの方ではお答えしょうがな

ももとubう部分が実はあります｡

ただ勺授業アンケー トとnうのは鴨やはり個Å情報を含む淘非常に微妙な部分 もありますの

で､工学部だけで実施されるのではなくてbある穫第三者的をセンタ-などがサボ- 恥すると

いう体制が組めるとWうのは､また非常に意味のあることではなWかと恩nます｡また､アン

ケ- トの内容などに関しましてもb私 どもの方で箇もろkbろな情報 も持ってお りますので､そう

なもった点に関 して情 報 提 供 できるともうう余地 もあると恩kBます｡ということでbアンケ一 缶の

原 案を私 どもで提 案 させ て い た だ ももて鴇新工学教育プ闇グラム実施専門委展会で十分にご検討

n た だ き勺 最 終 的 な ア ン ケ - 缶が bそんな連携を通 してできあがってお ります し句結果の分析

につ き ま して も､ ま た 後 で 触 れ ますが鴇成績 とのマ-ジ作業などの学生の個Å情報を必要とす

る部 分 は セ ン タ ー で 担 当 させ て 魁もただ魁もて泡マ-ジ後頂直接個鬼を同定できるような情報はカ

ッ トして 鴨 工 学 部 の 方 に ブ イ - ドバッタさせていただ魁もております｡

ニ-三≒ I:∴ ･.~~･-一･∴ 亘 .Ill::･I:/:I-･.-:;:I=t葦

そんな連 携 に 基 づ き ま して鴇

工学部の授業ア ン ケ 一 缶 は う 平

成 且6年度 (望榊魂 年 度 ) の 後 鯛

から始まってお り ま す ｡ 最 初 の

.I:･.':二､十:I:--:t≡r::笑等､･::/I.授 業-1ア :/ ;--t一･

匹は句建築学科淘地 球 工 学 科 頂

電気電子工学科の 3 学 科 の 全 て

の授業を対象に実 施 し ま し た ｡

翌 2榊5年度から頂先ほ ど 西 本 先

生からもお話がありましたけ れ

ど､,-.i-II-:鰭.II≡こ:了三,L･.･･二■i,:-,こi!∵きざす-ヾt.

平成 且冒年度入学の学生を対象と

する金授業科 胃につWて追跡調
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登をして魁もこうと魁もう計画で進め等きてお ります｡
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すが､その理由は2学年分を対

象にしたということであります｡

今年の 2007年度の授業アンケ

ー トにつきましても､昨年度の

新入生には現役ばか りではなく

浪人生 も少なくないだろうとい

うことで､今年度の学生の方が､

いわゆる新学習指導要領による

学生の純粋なコホ一 日こなるの

ではないかということで､ 且回

生 と3回生を対象の全科 目で調

査 を行 ってきてお ります｡2007

年度後期は､来年の 且月 ぐらい
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に実施する科目が多いと思いますけれども､もう間もなくマ-クシー トが皆さんのお手元 に 行

くか､あるいは､もう届いた先生もおられるかもしれません｡

漬菜十二一三l=･▲､一巨'i了:i:,-:jH三…J･-;;t･=

それから､授業アンケー トを何故実施するのかという点勺授業アンケ- トの目的についても

確認 しておきたいと思います｡

まず､言うまでもなく､これは個考の授業を改嘗 していくために役立てていただきたいとい

うことが第一義であるわけですけれども､ご承知のとお り､大学評価ですとか､JABE藍で

すとか､そういった第三者による評価が行われる時代でもありbどのようを教育が行われ句ど

のような教育の成果があったのかについて勺アカウンタビリティという形で社会に示すという

要請も大きくなっています｡最近の ｢評価｣では､このアカウンタビリティ､説明責任を果た

すためにも利用 してい くということが､一つの目的として取 り上げられるようになっておりま

す｡ですから､この授業アンケー トの結果なども勺工学部の自己蕉検 ◎自己評価の報告書など

にも掲載されていくということも出てくるだろうと思います｡

もう一つは､これはほかの大学ではあまり意識されていないと思うのですけれども､これは

われわれセンタ-のこだわりでもあるわけですけれども､授業アンケートというのは授業時間

を割いて実施 しますので､それであれば学生自身にも何か役に立つ勺 且学期間の授業を振 り返

る､リフレクションという言葉をわれわれはよく使いますけれども､そういう機会は学生のそ

の後の学習に非常につながっていったりということも知られていますので､そんな学習の振 り

返 りにも役立つような授業アンケ- トにしたいという思いを､具体的に授業アンケ- トの内容

に反映させていただいてお ります｡

讃叢予､三･･::-:--一一ト亡ギ守̀:i享串

授業アンケ- トの内容につきましては句皆さんのお手元に配布した資料の3-4枚目にその

コピーを念のために入れてありますので､それをご覧下さい｡
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その特徴 を､い くつか整理 し

ておきたいと思います｡

まず､これ も京大工学部の授

業アンケー トならではの特徴で

すけれども､｢記名式｣で行って

いるということが挙げられます｡

これは成績のデータとマージす

るということを狙ってお ります｡

ほとんどの大学では､忌憧ない

意見 を吸い上げたいという理康

で無記名式で行 っていると思い

ますけれども､逆に､無記名式

ではいい加減な回答 も増えた り

二 _二二享 三二≡ ≒ ::7-I::_∴ :--二ニー∴二

二 二 手 :,TF_:--;:I-:-周一TT二 -一二 =-I:_:一一･二-=T:I?,i-:千

(∋言己童まく等挙･･,I_=A重吉=競落三･二二マ-I-づ'1-i::.

(∋童吾 等貴-･lTI･学習祭式等il'=二､･''./TTIJ

(∋菩崇こて:/tt::''li7率｢誉軍事に二十二

G)葦≒き:I:･:I,:二窪モチ.1二華L･T=豆~士票菜等二･二7,-て

⑤学科雷教義等 由疲設定項田

①=p--'･,-:j十 ご

⑦授業⑬理解に役立竃た授業

⑧学習者≡盛宴起恩勧観る授業華内容

⑨ 鴎由記述

ということもあ りまして､記名式にすることで回答の責任を持ってもらおうという趣旨もあり

ます｡

それから評定項 目としましては､｢学生 自身の学習状況｣について報告 してもらうという部

分が､最初にあ ります｡ それから､｢授業の内容や方法､教室環境など｣についての項冒があ

ります｡それから ｢授 業 全体を通 して得 られた成果工 ｢総合的に自分にとって意味があった｣

かどうかなどという項目が代表的ですけれども､そういった項目が評定式の項目の最後の方に

並んでお ります｡それから､これも工学部の調査に特徴的なことと言ってい い と思いますが､

学科､あるいは教員個人個人が自由に設定できるという項目があ ります ｡ そ れ か ら､先程触れ

ました学習者の授業の振 り返 りの機会にとnう趣旨で､｢重要 と思 った キ ー ワー ド｣ を書いて

くださいという､自由記入の項目があ ります｡それから､輝年のこの工 学 教 育 シ ンポジウムの

際に､西本先生がご提案 して ください ま し た､｢その授業の理解に役立った授 業｣を具体的に

書いて くださいという項目を今年か ら 入 れ ま した｡それと同時に､役に立った授業という情報

のみならず､今後､その授業に関連 し て こ ん な 授業があったらいいとか､こんなところが分か

らなかったのでこういう内容の授業を入 れ て は し いという希望があったら記入する項目を新た

に入れました｡そして､最後に自由記述 ､ 自 由 に 感 想を書いていただくという項目で､一つの

授業アンケー トを構成 してお ります｡

謹責-:;'ニ/十一一トr:l':烹達 と･::I:'･マ-,､11'.･:':･.洋美

授業アンケー トの全体的な結果につきましては､参考資料に､詳細な結果を掲載 しています

ので､そちらを参照 していただければと思うのですが､数字ばか り並んでいまして勺見るのも

辛い部分があろうかと思います｡そこでとりあえず､時間的な制約 もあ りますので､十分には

できませんが､部分的にい くつか取 り出して､授業アンケー ト結果の概略を報告させていただ

きます｡

まず､成績 とのマージについて触れておきたいと思います｡その際にキーとなるのほ､授業

アンケー トの学生番号の記入欄です｡で､この記入欄のマークが きちんとできていないと､成

-2･.I/-



韻 とのマ-ジもで きな くなるわ

けですが､･例年､､やは り_､マ 一･･

ジで きないマークシ- 日豊結構

出て くるわけです｡50/Oまでほ

いかない と思いますが句3%前

後はマ-ジ不能 とな ります｡こ

の内b半数近 くは､他学部の学

生であ りまして勺個人情報の保

護 とい う制約があって満成績情

報につ きましては､工学部の学

生のみ､センタ-にご提供いた

だいて処理 させていただいてお

りまして､他学部の学生のマ-
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タシー トデ-夕は､成績 とのマ-ジが不能になります｡ しか し滝そのような理由があれば致し

方あ りませんが馬学生番号のマ-タミスは洩意図的なものも含めてかなり発生 してkもます｡

しか し､今年われわれがマージ作業を行っていまして非常にうれしかったのは､それがかな

り減ったということであ ります｡マ-ジ作業はb基本的に淘コンビュ-夕がやっ等 iれるのぞ

すが､マ-ジできないマ-タシ- 吊こついては勺毎回､その科目番号と識別番号を出力 し鴨そ

れをマ-クシ- トの束の中から勺一枚一枚抜 き出して勺マ-タシ- 机こ書かれて魁もる名前句学

生番号 をチェックして､追跡調査 ということでもあ り鴇少 しでも多 くのデ-夕を復活させ て n

ます｡例えば､マークの欄が ｢且｣～ ｢⑬｣の順に縦に並んでいますがb一番上を ｢息｣ではな

くて ｢0｣ と思ってしまう人がいるようで洩一桁ずれてマ-夕するケ-属などが多魁もよう晋す｡

この確認作業が とても大変なのですが馬今年は滝最初にマ-ジできなかったマ-夕を- 恥の耽

数は 360枚で､これも例年より比率は減 りましたが鴨明らかに飽学部であるマ-夕を- 缶を覗

きまして滝74枚回復できて､マ-ジできをnものを 塾2枚までに抑えることが等きました｡こ

れは句実施するときに先生方がその辺を注意 して (ださっているの等しょうか淘いずれにしま

しても､マージできなかった枚数のパ-センテ-ジを見て魁もただももてもわかると恩魁もますが掬

去年までに比べて約半分に減 りま した｡追跡調査では鴇それでを(でも鴨デ-夕がどんどんこ

ぼれていきますのでbす く え る デ - 夕 を革 できるだけす くも吐 げたももと魁もう気持ちがあ ります｡

小 さなことではあ りますが 勺 こ の辺 の徹 底 は 勺今後 もぜひご協力をよろしiお願魁包します｡

撃墜鈎学習状況等を三関ず る濁困評定平均値鈎推移

さてb授業アンケ- トの評定項目の平均健につむもての特徴 を鴇か魁もつまん管ご説明 します｡

参考資料の表2-表6に勺全体鴇及びbWくつかの下 位 集 団 ご と に 馬実施学期ごと碍平均値等

をまとめてあ ります｡そのなかで鴨平成 息冒年度入学生 を 追 跡 対 象 と してお りますのぞ泡そgB

且回生前期から3回生前期まで滝今まで実施した5回の調査 結 果 の 変塚藍を追っぞみた転もと恩魁包

まず｡

このグラフは､｢講義科目｣の学生の学習状況に関する項 田の平均値 を句授業ア討ケ- 缶の

1一一二:I---



実施学期順 に並べ てみた もので

す｡一番息 に出席率 に関する項

田があ ります｡ これは 5段階評

定です｡出席率 に関す る選択肢

は馬一番最初のときにはb｢鍼 %

腿上｣出席 を ｢5｣ として転満たの

車十十_二･二､工,:I.∴ ::-:,‥‡:_LJt三主

を対象 とした望固持の調査 か ら､

一番上の ｢5｣ を ｢且⑳⑬ %出席｣

工tl′:lt:慕:I:-,I.:::烹~㌦こし_ 手一㌦工∴yっ

て勺一段階ずつ選択肢の割合を

上げてみたのですが頂選択肢を

少 し上方に変えたにもかかわら
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一品一予復習の励行

-X-摸薬への集中

一恥罷魔への取組
･+ 閑適文献観む
-t一友人に聞いた
車 敏魔への露閤
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ず頂出席率ほお臨軽的高魁も健を准移して魁もます｡そ卵なかで勺当然 か も じ れ ま せ ん が 勺 且 回生の

見学当初は高 宅て淘且回生後期から2回盤に中だるみがあ りま し て ､ 3 回 生 の 前 期にまた復帰

して魁bるとなbう傾向を示してWます｡これはほかの部分でも勺 3 回 生 の 前 期 に評定平均値が上

がると魁もう傾向が全体的に見られるますが句それぞれの時期の学 生 の 学習への取り組み姿勢の

一端を窺わせ苦塩bるのではなkbかと恩魁もます｡

学習状況殿中では勺｢課題にきちんと取 り組んで魁もる｣ とももう項団が£ヒ敦的高Wところを准

移 して転もますが､それにひきかえ鴨｢閑適文献 を読む｣ とか淘｢予習復習をする｣とか､先ほど

西本先生 もご由身の授業アS/ケ- 缶結果で触れてお られましたけれど鴨｢教師に質問をする｣

とkbうのは勺西本先生だけでほを宅淘全体的に低箇忘とubう傾向があるようです｡また勺学生の

粛からは頂尊えられた課題はきちんとやるけれども馬由主的な学習と魁もう商で は や や 心 許 な n

:.:::.:し:,::工 .,三十十､二･7､､十 二､､′＼二三‥キて.:こ 二:--:蛍苧÷音‥:-1㍉工 .こ二'･:｢:=l=:羊 ≡軍 ｣ と､′トラ草色にき って
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次は勺成績の推移 を示 してみ

たものです｡成績は鴇評定のみ

で出されてkbる科 田もあ ります

が泡得点に換算 して平均 を求め
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やはり勺平成 風習年度入学生の平
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盤のときが全体的にち ょっと下

がっ千十喜'r:ナ予ざ､ 三∵ご:･∴て'::､ま上

持ち直 して魁もる感 じです｡ この
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辺 もちょっと面白いところかなと思しもました｡

それか ら泡授業内容に関して ｢わかりやすかった｣ とか句｢重要をボイン 缶が示 されて魁も

た｣ とか勺｢体系的に整理されて魁もた｣とu匂う項田の評定平均の推移を囲示してお ります｡工

学部の授業の特徴 として句｢体系的｣とu 竜 う 平 均健が£監軽的高nとなもうことが三のグラフ晋も

王:::･･;lt.II;.i/∵U7二:一十 E:i:､弓 .十′､き●7,:-｡､き亘-.､ ･二 ･了十 ､.ラ::I:I:三I.'!'･∵手∵i:A-i:I+(,∴:.､十止:fI:･阜Tr.I:濾 .I,i(I.t･′∴

-::JT(工.I?.I-.(,:'.::!':,::-ナ77:-:I-き-/'∴いt:三､,1I叩(:二､㍉.,寸 て~-｡

I.i:-'::.業.:_､､∴.∴言 ∴ ~'1.㍉二_Hir:･..～;･十'-:-:､十二工 .∴十 ､･

それか らこのスライ ドは洩授

業の方法 に関する項目滝例えば

｢考えさせる工夫 をして魁もる｣

とか滝先ほども出て参 りました

がJ質問を促 してkもるかどうか｣

といった項 田の評定平均傍の推

移を示 したも卵です｡ 先 口滝｢公

開授業｣ とももうことで参観 させ

7i!.7'/7'/:きテi://仁 ∴豆∵:=:｣

･ニー:-I.F'~--:-::'7:I.;I､二三ご㍉∴7了7∴丁

学部の水谷先生は掬学生の意見

を随分引 き出そうとされてnま

したけれ ど句この結果を見 ます

,:㍉ ,i∴∴∴ -:'･二圭 ,.;.I･:十 十 ･7∴ こr･･;J''1-JitIJ;,:It::I::IL:It!.㍉三一:;I,I:′‥十=-::i-∴∵∴一巧 ∴7~∴LIL.<.:∴ 71t･す-｡ f∵二l':∴:､17･.

£ヒ酸的高覧､の は ｢授 業に対する熱意｣等す｡授業に対する熱意はそれな机三学生に怯わっ若い

ると思わ れ ま す が 鴨 これは大切な点ですね｡

∵.:.:-:･.一二一∵ ∴ ∴ ∴ ･∴ ∴∴ ､･二 .ここr ∴∴一･･･十∴ .∴:､

T:･二十 十 ㌧ Lこ● I:,て 言 う /∴ ド (.三･.､I.t･:

室 環 境 淘 教 材 に 関 わ る 項 目 の評

定 平 均 の 推 移 を 示 し た も の で す｡

教 室 環 境 に 関 し て は b 4 段 階 評

i-:I-I7∴ ∴ い !､モニニー:,::.･･T."llI-I､ !･す､

ま ず 高 もも♭ ベ ル だ ろ う と 恩 W ま

で 十 ㌦.と､､tt::､ ･-;' ･::･∴ l/::;.:,I .′､J-..: ;-..lt

准 移 し て W ま す の で 概 ね 閑 題 は

な W の か も じ れ ま せ ん ｡ た だ 頂

個 別 的 に 見 て み ま す と 頂 私 は こ

こ が ど の 教 室 で あ る か ば 同 定 で

き ま せ ん け れ ど も 鴇 ｢ 工 学 部 共 同

-一三●～--



2｣というのが一貫 して低い評定になっていた りしてお りました｡先生方はだいたいどの教室

であるかおわか りになると思います｡ひょっとして､去年のこ の工学教育シンポジウムをやっ

た大きな部屋でしょうか｡その辺は定かではなWのですが勺教室が問題 ということでしたら､

工学部全体 として何 とか工夫ーして測 する部分かもしれなWなと恩kbます｡アンケー トの回答学

生数が 息榊 Å くらOの中規模 ◎大規模クラスの評定が比較的低kもところに集まっていたかなと

いう気 もしますが､その辺 も原因を探る一つの手掛か りになるかと思います｡

それに比べ まして頂全体的に低nところにあ りますのは､例えば､｢ノ- トが取りやすい｣

かどうかという項 目などはb評定平均はあまり高 くないです｡授業は体系的に行われていると

いう評定傾向があるのですが､ノー 吊こ関しては､何で比較的低 くなっても､るのか､この辺は

少 し詳 しく見てい く必要がある点かもしれません｡このアンケー ト結果だけからでは勺その辺

までほ把接 しきれませんが｡

:I-:..A:･-3p･-:室圭 ÷:I-:::東で1-:'1,雫十pi:ヌ三号T:竿=Tl.::二‡淳二.:p･.:藍･l字.i

総合的な印象 に関する項 目に

つ きましては鴇なぜか ｢専攻領

域 に関係 してnるか どうか｣ と

♭ううあた りがちょっと横ばいに

なってWますすけれ どもbこれ

も先ほど ｢授業内容｣の項 冒平

均の推移などで見ましたとお り､

3回生の前期 に少 し上がってき

てk3ます｡ この辺は頂単 に推測

の域 を出ませんが満たぶん満最

初の 且回生の頃にはb専門基礎

科 田などが どう役 に立ってn く

のか実感のなkもまま学習 してい
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05前期 05後期 06前期 06後期 07前期
学期

傘 授薬に参廟感覚

ふ カリキュラム位置づけ

療 静聴儲域に盈蚤

-×一再乗の進路に有用

一難-わくわくする感覚

一点一一必要な知酸･技能

十 一興味.関心の深まり

-x一総合的自分(=意味

る学生 も満3回生 ぐらWになるとかなり見通 しがつむもてきて､学習へのモチベ-ションも上が

ってくるのかもしれません｡この辺の推移は勺 もう少 し追跡 してWってみたWと思わせる点で

すね｡

'一三二:二号㌻三∴享等:;:i/::Ill.串∴芳書L::ltlI:;-∵革まf=--雫.I-:;:.:I;･竿 圭ミニ∴主上:-三溝三上:･書ミ

ニ の ス ラ イ ドは 勺 且回生前期の結果だけをbnわゆる 2鍼6年間題を検討する意味で､息7年

度 入 学 ､ 且8 年 度 入 学 勺 且9 年 度入学の現役学生だけを取 り出 して£ヒ乾 したものです｡現役学 生

は b 全 体 の 2/3 ぐ ら い を 責 め るので､全体の傾向とあまり変わって態､ないのですけれど も､ こ

れ を 見 て み ま す と 滝 い わ ゆ る 20鵬 年間題の顕著な傾向とkbうのはb今のところあまり見受 け

ら れ な n か な と い う 感 じが します｡ただb｢真南 旨さ｣が強 調 さ れ つつあるかなと感 じられる

部 分 が あ り ま し て ､ ｢課 題にきちんと取 り組む｣ とWう項 目の 平 均 値が少 し上がっていた りし

ま す ｡ そ の 他 ､ 出 席 率 もちょっと上がった り､これはほとんど意 味がない くらもーの差ではない
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こ れ は ､ 総合的な印象に関する項 田の評定平均健を 且回生前期時点で比較したものですが､

こ れ も 且 9年 度 入 学生が高 くなって転､ます｡醇年度の 且8年度入学生でやや落ち込んで魁､るとな3

う ことかもし れ ま せ ん ｡ しか し､kbずれにしても頂こう魁もった傾向が頂魁bわゆる ｢望⑳鵬 年問

題｣とどう関わ っ て い る か とももうことは､まだ何一とも掴めをむもところであ ります し 滝 ま た b 帝

に取 り立てて言 う 差 が あ る の かかどうかも微妙かをとももう印象がありますので b と りあ え ず は b

あまりその♭ッテ]机 こ惑 わ さ れ をも､方が魁もむうのかもしれなももと思ったりしてお り ま す ｡

I:p-;'･il誓●∴A.::.:--",-5-Ii;-I::.言葦へI･"､:::Jl':-I:享子-? :'L::.二 三 :'T i-､王 寺∴∴二ミニ葦竿~空二手;雫:-:‥‥二幸'･:-

次にbこのスライ ドは､成績

とマージした結果､成績の評定

段階別にb講義科目の各項田の

評定平均値を見てみたものです｡

一番上のグラフは､｢出席率｣ に

関 す る評定平均値ですがb当然

の こ と だ ろ う と 思 いますが勺成

績 評 定 の 高 n 学 生 ほど出席率が

高 い と n う b か な り顕著な傾向

が 見 ら れ ま す ｡ こ れ は句講義科

三 に ･･= し∵て'ブ ラ-､T ,:-I::し7t::も√で

す か ら 鴇 成 績 に 出 席 点のような

も の が 太 き く影 響 し て nるとは

::I-:'~て1--I-:工′二:::i･".:{:I:三二~号､二=･:TLIR
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静 菌 A 静 菌 B 評 菌 C 静菌D

静 定 段 階

一中一出席率
-血･シラバス参考
-点し･･･予復習の励行
-X一捜某への集中
-X一賢愚への取組
一命一関遁文献陳む
+友人に聞いた

I:/･Tr･'̂'~､./~､.
脅礎閑適真
二∴丁こ,:''1/-:千･:
I.:_:::I:h.lI'Ii::賢一ニー-
二Ti:-テ~i:!.::∴I

言 え な 魁もと恩 魁､ま す が 鴇 にもかかわらず淘これだけ顕 著 な 傾 向 が 見 られ る と言 うことは勺一般

的 に 言 え ば 勺 朝 よ り､ きちんと授業に出席する学生の 潜 が 高 魁も成 績 を 得 ら れ る傾向があると魁も

う こ と に な る の か と恩kbます｡

そ れ か ら淘ほかの学習状況に関する評定項 田も勺太 体 頂 評 定 段 階 が 高 もb方が高 くなっていま

すがb恐らく成績 と関係を魁もだろうをと思 う評定項 団の 平 均 健 は 馬 牽 は り横ばいになって魁包ま

す｡例えば ｢シラバスを参考 に

するかどうか｣という項 田の評

定平均健などは頂どの成績 ♭ベ

ルでもほとんど差がありません｡

字≒二･:.:-'_::､÷I::::二圭､J.;:･!=･章二~㌻Ll-::-:fl.

二字-;-:.-:-I._p'r-:iI:･∵:=I∵ I:-:::葦iL蔓.i:i-‥-:_:,:-辛.字

∵∴~.二二守一'

三郎グラフはb給食的な印象

に関する評定平均健を勺成績評

定段階別にプロツ斡したもので

すが鴇全体的に勺このように顕

∴
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車線薬に参旗感覚
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琳将来の進路に有用
一式-わくわくする感覚
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-×一総合的自分に意味
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著な右下が りのグラフになってお ります､なお勺評価の ｢@｣というのは 90点以上であるこ

とを示 します｡成績評定段階は､それに続いて､｢A｣が 80点以上､｢B｣が 70点以上､

｢C｣が 60点以上､そして､｢D｣が 60点より下ということになります｡その成績評定段階

の上位から下位に向けて､直線的に､平均値は下降しているという傾向が見 られると思います｡

項目の評定値と成績得点の科目芝との相関係数 の 分 布

しか し､実は成績得点 と項 目

評定 との関係は微妙で して､そ

れを具体的に浮 き彫 りにしたの

がこのグラフです｡例えば ｢総

合的にみて､自分にとって意味

のある授業だった｣ ということ

を､われわれの総合的な印象の

中で も代表的な項 目の一つ と位

置づけているのですけれども､

その総合的な項 目と成績得点 と

の相関係数を､今年の前期の202

科 目につ きまして勺各科 目ごと

に算出 したものを､この一番上

の数直線上にプロットしてみたものです｡相関係数は勺一 息｡0 か ら + 且｡0 の値域をとりますが泡

この右端が最大値で+ 0｡69です｡これはかなり高い相関で す が ､ こ の 右側の方の正の相関を

示す科目は､成績得点が高いほど項目評定 も商いという関係が あ る ことを意味 します｡ところ

が､左側の方にあるのほ負の相関となりますが､最朴健 としてほ滝相関係数が- O｡33などと

いう科目がありまして､逆に､これは成績が高いほど評定が低いということです｡

ここには､他の項目評定と成績得点 との相関係数を頂同じようにプロットして並べてお りま

すが､この二番目の ｢授業にわくわくする感覚をもった｣という項目と成績得点との相関係数

の最/3､億は-O｡55となってお りまして､かなり強い負の相関にある科目も結構あります｡

もっとも､相関がかなり高い科目の中には洩調べてみますと受講生の数が少ない科目もあり

まして勺そのような場合は､ちょっと特異な回答をしているような学生が 且～●2人いるだけで､

かなり極端な相関係数になったりしますので､その辺は気を付けて相関係数の健を解釈する必

要はあ ります｡ しかし､その上で､授業によっては､成績が高い人がやや物足 りなく感 じてい

るという状況 もあるかもしれませんので勺その辺は科目ごとに検討を深めてみるとよいと思い

ます｡例えば､その授業のターゲットを､高い成績がとれないレベルの学生に置いていてb彼

らの動機づけを高めることが目標になっている授業であれば､｢負の相関｣であっても問題は

ないということになるでしょうが､成績の高い人をさらに引き上げたいというような目標をも

っているのであれば､負の相関が見 られるような場合は､授業のどこかに問題点はないか探 っ

てみるべ きかもしれません｡このように､それぞれの科目の特徴に応 じて句授業ア ンケ- 机 こ

関わる統計量がどのような意味をもっているのかを勺自らの授業実践に対応付 け なが ら考 えて

-34-



い くことが肝要であろうと思います｡

総会的項目の評定と成績得点が正に相関する科因の散布 図 例

このスライ ドは､ある科 目の

総合的評定､先ほどの ｢自分 に

とって意味がある｣の項 目評定

と成績得点 とを具体的にプロッ

トしてみたものです｡このよう

に全体的には正の高い相関関係

にあるように見えますが､この

南端に評定 した数人の学生がそ

の相関係数に影響 して くるとい

うことです｡この右端にある人

は､この科 目のこの項 目を4段

階評定の ｢4｣ と評定 していま

すが､全体で 8科 目の授業アン

総合的評定と成績 得 意 と 釣 機 関 側

(正釣相関 =a 568)

成
績
得
意

総合的評定

ン総合的評定 (Q30'):Iff･均檎-逮.OO(8柳 ;･;-i)

成績得F,ij:''担う櫨-9i,?(9科目)

総合自覇王定 (Q30)平均値-3.96(銅 斗冒)

成緯得点平均値-乳8(9科目;A

総合的評定 (Q301平均値-3.i7(6科を封

成緒得点平均値-St/1.7(7科i:I:1)

ァ総合的評定 ('Q30)平均値-2.43(ア科即
成綾得点平均値-66.7(23科目.)

r総合的評定 (Q30)平均値-2.7日 丁寧は日

成観得点平均 値-71.ti(16綱目.)

>総合的評定 (Q30)平均値-1.80(5鞘 が

成鰭得点平均値-49.9(.16幸三はD

評定ごとの総合的評定平均値

A:3.22(9.) B:2.25(4)

C:2.88 D:2.09(ll

ケ一 日こ回答 して くれていて､その平均値も ｢4｣となっていますので､高い評定をしやすい

学生なのかもしれません｡縦軸の成績得点の方を見ます と､ほとんど滴点に近い点を取ってい

ますが､ 9科目において成績評定が得 られてお り､その平均値は 鋼｡7点 というとても高い成

績 となっています｡ですから､こういう学生は､単に､授業アンケ- 吊こは ｢4｣という骨定

的な回答をLやすいということで片づけられない部分があって､ しっか り勉強 もしていて､そ

れぞれの授業がその学生のニーズにあった授業を提供 しているということなのかもしれません｡

逆に､この左端の方にプロットされた学生は､やはりどの科田もシビアといいますか､こう

いった学生は､どの授業 もきちんと受けとめずに勉強もいk､加減になることから低い評定にな

るのではと思いますけれども､回答科目の｢自分にとって意味がある｣項 目の平均値が 7科日

で 望｡塾3とかなり低 くなっています｡大体b｢2｣ とか ｢3｣に丸をしているということだと思

いますが､この科因に関しては ｢且｣に丸をつけたということだと思います｡ しか し､この学

生は､成績の平均値を見ると66｡7点と､全体的に学業のレベルが低いことが窺えます｡まあ､

そのような学生に ｢且｣と評定されたとしても､担当教員 としては､あまり気にする必要はな

いのかもしれません｡ もちろん､そういう学生をいかに引き上げるかが大事であるのであれば､

話はまた違って くると思いますが｡

総会的項困釣評定と成績得点が麹に薄目関する科目鈎散布 図 側

道に､このスライ ドは､総合的項目評定と成績得点の相関 が - O｡3 の科目の散布図です｡こ

のように､成績得点の高い人が ｢且｣と丸をつけていて､成績 得 点 の低い本が｢現 という骨

定 的 な評定をしている科田もあるということです｡

こ の 左上に位置する人は､総合的項目の評定は ｢且｣ですが､成績得点は 9⑬点を優に超え

ています｡成績は､全体的に8科目で 93点 くらいですから､かなり高い成績と言える人です

一一‡I-:I-



が､総合的項冒の評定は ヲ科目

で 望｡7且ですから､成績は高い割

に掬全体的に､シニカルと言い

ますか勺シビアに評定する傾向

をもった学生 と言えるか もしれ

ません｡

逆 に､右下にプロツ缶されて

いる人は､評定は ｢4｣ですが滝

成績的には単位 を落としてい ま

す｡ この学生は､5科目の授業

アンケ- 吊こ回答 して評定平均

も ｢4｣です｡成績の方は鴨息3

科目で63点で低いレベルと言 え

｣-～:.(.::･lJ!i:I･.,5151:.:.:､f:

総合的評定磨成績 得 意 藍 ◎ 相 関 例

:∴･+∴圭工

総合的評定

>総合嘩 三党 (Q30)平均値-2.7日 ア科目)

成塘得点平均値-92.9(8科目)

>総合的評発 くQ30)平均鰭-3.29(ア科目)

成績得点平均値-74.8(.12科目)

総合的評定 (Q30)平均値-,i.00(5魯緋

成瞭得点平均値-63.0(13科El:1)

&総合的評定 (Q30)平均値-≡.i3(ア科t･:･日

成鮫得点平均倦-593(i.S斜冒)

>紋令的評克 くQ30)平均鰭-2,知 も4科目)

成績得点平均値-56.逮(lil科目)

>総合的評定 (Q融)平均鰭-3.OO(2科目)

成繊得点平均値 -55.7損 料冒)

評定ごとの総合的評定平均値

A:芝｡56(18) B:豊.80(且0)

C:≡,86(冒) D:3.25(射

ます｡学業は十分ではないけれ ども勺ひょっとしたら鴇何 とか合 格 させてはしむうと魁もった願uも

でも込めているのでしょ うか､ 評定は一貫して高塩も傾向があるようです｡

このように､かなり偏 っ た 特 徴をもった学生が食まれてVもますと滝相関係数などもかなり動

くことになりますからちこれは相関係数に限ったことではな(淘平均健 も含めて淘統計量碍全

般に言えることですが句統計量の解釈は鴨科田ごとに何度か調査結果を収集して魁竜(中背頂鶴

削 こ深めてい く必要があるということだろうと恩kbます｡

ちなみに､ こ う して個府の学生の特徴を見てみますと句成績得点の平均健が 儀 魁も学 生 は 鴇 党

のスライドで見 た方 に､成績がついている科冒勺受験 した科目と言 う こ とに な るOBで ば な なもか

と思います が b な ん と 23科目と♭もう学生がいた り句全般的にb科 目数 が 多もものが気になりま

す｡私 自身 は､ キ ャ ップ制 というのは滝今碍日本の大学の実状にはあまり効果卵ある制度習は

なWと思ってお りますが勺基本的には勺適度を受講科冒数 というのは鴨それぞれ碍学生にある

んだるうなと思います｡ もっとも掬このような学生に勺登録単位数OB制限をしても句留年が増

える だ け だ っ た りという可能性 もあると恩毎もます し馬この種の結果 と制度を短絡的に結び付け

るのは避けるべ きだろうと思い

ます｡

L.i-:;::･-:::.:.:･i:･.:工:',::':.:i十7;.･:;:.._･I:∴∴..

評定項 目に関する統計量の解

釈 とその利用 について句簡単に

まとめてお きたWと思います｡

相関係数の科 目ごとの差で見

てきましたように句評定平均値

も句科 田ごとにその意味は異な

ってきます｡例えば勺｢わか りや

すかった｣ という項 目も滝その
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評 定 平 均値 は､一般的な意味での ｢わか りやすさ｣を反映 した健 と言うことではなく､せいぜ

u､､個 府 の科 目に固有のわか りやすさを反映 したものと言えるわけです｡つまり､授業の内容

とか ､ 受 講 している学生の層であるとか､授業の方法であるとか､そういったことに依存する

わ け で す か ら､それ らが異なる別の科 旨との比較 というのは､あまり意味がないということに

なります｡ですか ら､大事 なことはbこの種のアンケ- 吊ま､今は､追跡調査で毎年実施 して

いるわけではあ りませんが､アンケー ト調査 を積み重ねてW くなかで､具体的な授業実践 と照

らし合わせつつ､その評定平均健の意味するところを探 ってい くとnう姿勢であるという章と

が言えると恩nます｡教育測定の領域では､測定値が測ろうとしているものをどの程度反映 し

てnるかという程度を ｢妥当性｣ という術語で表 しますが馬私は勺このように､授業実践に基

づいて評定平均値の意味を同定 してい く過程 を､｢実践的妥当化｣ と呼んでいます｡

｢実践的妥当仔ヒ｣ とnうときに大切なことは､まず､実践があるというところであ りまして､

授業アンケ- トだけを実施 して､その結果がフィー ドバ ックされたとしても､ どこをどうした

らnいのかとnうことにつubてはなかなか見えてこなももところがあると思います｡ もちろんb

ベースラインとしての意味はあるのですが､まずは勺自分の科 目の中で項 目評定平均の健 を動

かせるのではと思われる工夫をある学期に取 り入れてみると､ もちろん､授業アンケー トの結

果を変化させることが冒的であっては因るのですが､そういった試みをやってみたときに､,そ

の結果頂授業アンケ-机こどう跳ね返ったかとn う ことを確認 していけるようであれば､授莱

アンケ- ト結果を具体的な授業改善にも結び 付 け や す く な っ てい くのではないかと思います｡

注:iI':::貫き.F':=芋 モ'-I:圭'丁:-:~

そうもbう意味でb この授業ア

ンケ-吊こはb｢由由設定項 冒 ｣

と魁もう部分があ りますか らb そ

うk匂うところにbそれぞれの 授

業 の個性や特徴 を表現する よ う

な 項田を入れてnってk､ただけ

れ ばnkもと思ってnます｡まだ鴇

あ ま り利周 されていないの で す

が ､ 是 非 ､ こ うoった項 冒欄 も

活 周 し て ､ 毎 分の授業の特 徴 を

把 援 す る 工 夫 をしていただけ れ

ば と 恩 n ま す ｡

こ こ に 挙 げたのはb今年度 の

三 三 三 -i-;::ij ≒ 三 三 ~ 二 号 -I-;:
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E3這 ⑳ 授 業 が 高 校 型 (柴田識 習 得)から東学型 (構造把握 )鶴
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･守:I芋三.;毒撃Sl●I､ラ音{IT/i'+,'手 ∴手玉∴∴ ;I:誉ミさ;.1で:::'i,.モ∴ -､f:言:-:p1..Il.S二J

i-'s:専平声二手二了':IC.
工等まま烹･二十T/∴千二㌦-芋蔓三った｡

烹誓言宝Pが.萱;--=Ti･.:.:..I;:-:;iI:I:.:i;.::::-:-:二王二.～,:≡.0

日射冨畜型翰濃霧 陶授 業gま理解度を確認する鈎に有効な霜

･?,-Ti;:守.?.rきった:o

･f:'･1-i:宰 ･幸 二/:∴一二 予f,章二 宝二J,:-I.~十㌻

轟,盈かった 3.まあ盈かった 2.あ奮ij盈≪なかった 巧.悪かった

; 喜 ~二薫flI:.I.:"響..;:::'･･ち･′二√:T:::I::--･I.l'tI十~薄 工 .ここ軒 こた.

前 期 ､ 及 び ､ 稚年度のアンケ- 吊 こあ っ た 自 由 設 定 項田の例を並べたものです｡この授業アン

ケ ー ト は 勺｢あてはまる～あてはまら な W ｣ の 4段階で評定してももただ くものになってUもます

が､4つの選択肢 とももうことを利周 して､ 教 科 書 の 良 し悪Lを評定 させる項冒などもあ りまし

て勺そういった工夫 も可能です｡たぶんb 教 科 書 を 新 し く作られたた先生でしょうか､あるい

は句教科書を変えてみたということかもし れ ま せ ん が ､ 少 な くとも､私たちが想定 した範囲の

-:･/7-



自由設定項 目ではなかったので､その工夫にとても感心 した次第です｡このように､いろいろ

な使 い方 を土美 しでいただければ満私 どもも参考になりますので､それこそ鴨由由にご酒糟い

ただければと思います｡

由由記述項日鋼結果概要

さ7､こ､･:I,･=/賛半7,､■･′,T- ト.(:I∴

ほ満 員由記述の項 目がかな り含

まれてお りますが､ これについ

ては頂簡単 にその概要に触れて

おきたWと思います｡

実は句 由由記述の部分 は勺最

近勺あまり記入率が芳 しくなか

ったのですが勺今年の前期 は璃

先生方が授業アンケ- 熊実施時

に随分徹底 して くださったので

I;.L㍗I/こ辛号 こし豆 す,:l-{t中 之.(.:-I.ill-..

最後 にある由由記述の感想欄 に
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約.∴ ･こ:-一･二…-.∴･･∴- ∴ニ ー∴･

L:､三:∴l∴ .I lil.I::~∴~十､.'･

し._∵:∴.1:,-:-.:言∴主了∴十工∴:∴∴∴
･:-∴/:-･::/.:､･了一工こ∴∴.:二∴-/∴‥･

卜十.~二●~一十 ･､･､_I｣~∴こ∴:･:二･･∴ ･∴∴∵∵∴＼二‥宣∴
･ 言.=-‥∴j言上了∴一.二∵∴

. ･:I.･/~･二二二二､-...I::.､‥: .∴: ･ 一･ ∴I.

lf告ぎ･7､､､,IJ. =蔓;∵､丁!?:Lltl†':.::I:::.=手∴巨::7..7､7t,､十･I,､I_-,∴ ･･､:十十し7､':.::-/:､ _:yC､.I/:,I/: I/.,幸い.,十.

ことで したが%今年の前期は 53%に急増 しました｡担当 して iださって魁もる先生方が ｢由由

記述に書 くように｣ と勧めて くだきっているのでほと思ってお ります｡

由由記述 とuもうのほ鴻先ほども触れましたが滝学生由身の学習の振 り返 りの機会にもなると

≡,-T十 .-,I,'"I,､十 十-,::こ.i-,;::-:--::三二才 〕子､甘手工71り十 ･7了･'!･∴∴(I;illと･;三､十:=:-∴T｡き･-,㍗.~･デ言-1=:;了 :',′∴-'.J･::

項 目は頂どちらかとWうと勺一般的鴨抽象的な表現の項 目が多魁もので鴇平均値が どうだから何

‡:･i...7'::･'l=.I..,I.I.ltt(l･lLL/一･二:/;:"こ●.とはキ̀:"::''1.iI二十工㍉iて●∴･7:･1-I;1･L-:巨′t:･;-;'l千y､:≡-I-=千十 了守 と∴ 三言~ナ学業

f･.三:::こ:i.･_TI,､つ;/'こ:･lJII,-1∴7●-＼上;,二さ､.:I-i.'∴;.--･､ユテ二を,i･tr･ltLL二･II:;::-L.17+:っ十王∵′＼Ut:･･:"Llt･･,･鉦.ど:.,:I-I:･I,トこ

ろがわからないのか とかちどういうところが面白かったのかとか鴨そういった点に関して具体

的をヒントがいろいろと得 られるとnうこともあ ります｡

今年の前期からちその授業の内容をさらに深めるためにあったらwbもと思われる授業 とか授

業内容 に関する自由記述項 目を入れた りもしていますが滝これの項 目は頂当然鴨授業ごとに書

かれている内容が違いますので十分分析 し切れてWませんけれども勺例えば句｢わか りやすか

った｣ という項 目の評定平均値が低い場合には頂｢もっとわかるように重さLw授業にしてほ

しい｣ といったメッセ-ジで しかないか と思いますがb自由記述項 田を見ると馬｢授業内容の

レベルを下げる｣ ことが学生の希望なのか滝内容的には必要だか らもっと ｢演習を入れて く

れ｣ ということなのか鴨 といった具体的な要望が読み取れた りします｡今回の調査ではbこの

｢希望の授業 ◎内容｣の項 目には鴻且6%ぐらいの学生 しか答えて くださっていませんけれど

も､ある程度は鴇そういった情報 も得 ら咋るのではなWかと恩ももまず｡

ただ､こういう自由記述の項 目は鴨みんなが書いてくれるわけではないです し勺また満網羅
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的にも書いてくれるわけではありませんので､偏 りがあるということを認識 してお く必要があ

ります｡特に､少数派に限って､インパクトの非常に強いコメントを出したりするということ

もありまして､そういうインパク トの強いコメントに左右されてしまうということもあるので

すが､案外､そういう意見 というのは､全体から見ると的が外れていたりということも少なく

ありませんので､評定項目結果と併せて､全体的に解釈 してい く姿勢が重要かと思います｡

いずれにしても､こういった自由記述の具体性は､｢こんなこと学生が書いていたんだけど

どう思う?｣などという感 じで､日常的を教育談義の素材になった りもしますので､そんな利

周 も心がけていただければと思います｡授業アンケー トは､自分自身の授業の改善のために利

周するということがあるわけですが､自分自身だけで抱え込んでしまうよりは､お互いに授業

アンケー トの情報を交換 し合い､それを一つの共通言語 として､交流を広げた り深めたりして

いっていただくことがむしろとても大事なことだろうと思ってお ります｡

授業改善は樺目量交流の促進か ら

相互の交流が大切 というのは

どういうことかと申します と､

私 自身も授業をいろいろと担当

してきているなかで､授業を ｢改

善｣するということはいったk､

どういうことなのか､その間題

は容易に答えが出るものではな

WとWう経験 をしてきていると

いうことに依 ります｡ 例 えば､

私 由身は勺文科系の学生 に 統計

などの授業をした経験 もあ りま

すが､授業アンケー トからは､

闘 三 ≒ -I:":≡ ---_::-_二 二q二三 一TL--ii-I-Iて1---こ-:
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三:-~3p:一二ノ､ナー･:-i::三号:--I:J'Iこ､~二千二

23

統計が難 しいという反応が多 く寄せられることになります｡では､わか りやすさが低Wとnう

ことが明らかであるので頂授業を易 しくすればよいかといいますと､それによって､内容が薄

ま っ た り しますと､必ず しも､卒業論文などの時に調査を利周するレベルにまで統計的知識が

身 に付 か な か ったりもするわけです｡むしろ､演習や実習などの併周を考慮 してnったらいい

とい う こ とか も しれません｡それは､一つの授業のをかだけではや りきれないので､が プキュ

ラ ム の な か で 工 夫 が求められることかもしれないわけです｡が )キュラムの改善ということに

なると､学科なり学部なりでの情報の共有であったり､意見の交換であったり､そういう相互

交流の場が必要になるということだろうと思います｡また､授業-の集中度が低ければ､集中

度が高められるように､例えばビデオを入れたり､PowerPoimtの映像 を増やせばいいのかと

いうとbそれも簡単には言えない部分 もあります｡瞬間的には勺視覚的情報は､学生を引きつ

ける一助にはなり得ても､それで､学生に学びの姿勢が身に付 くかどうか､また勺全体的に､

必要な学術的な基礎を固めることに結び付 くかどうかは何 とも言えないでしょう｡ とりわけ勺

数式などが多 く出てくる授業などでは､板書 という方法がb古典的であっても､俺に代え難い
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匿.参 考 資 綱 領題

二 手 幸三 ‡享≒三~:_･-十 一日-I--I--二 :I-i;--:三

三ごギア,3;eて‥‡

京都東学高等親衛研究開発緒達 磨 3#汐-

空 1 --: :: 壬票 巽 二子:'.::/:･':TT---一十 I･J夷 .I:･:?i:･･7･:i‥華 完 と誓 烹 誉 r:Ti:-:.

望00唾曝慶後期 2005辱魔前期

対象撃観 3学科 全学科

藍建築学観､鞄球霊学科も電気電子霊学科≫*各学科提供碍全学共通網田 電車閃基 宅建薬学科も鞄球三撃観も､電気電子霊撃観も三業化学観%物理霊学科も情報学科)*各学科提供碍全学薬通観 因 電車肝胃基

礎網 田)を食む 礎網田)を含む

対象撃辱 (注ー) 二.- +苦至三 確固盤

実施観因数 (弼答敷き 且20観 国 電5,764敏 ;軍機 48.0磯/約因) 且09隅田 (6′058換 ;平均 55○6聴/観 悶 )

機鋒濫学科 47網 田 電平均 50○3聴j網田) 5網田 且+4 6平均69.6磯/網 田 》 (注4)

建築学観 且8網 田 藍平均 36○9聴/網田) 3網田 且+2 将 均 23○0橡/網 野 ∋

物理濫学科 7網 田 2+5 (平均 52.3磯/網 田 ∋

電気電子霊学科 2且隅 田 藍平均 6且.7敏l網 田》 5網田 且+4 g平均 73.8襖/網田》

三業化学科 8科目 4+逮 (平均 5射 聴/科目∋

情報学科 5網田 3+2 g平均 64.趨聴/観闘う

全学共通網田 34隅田 電平均 趨望.趨磯/隅田》 76網 田 6且+85 g平均 5壕.6聴/網田∋

講義 ÷2ご耳葺 73網田 藍平均56○3橡/網田)

薬療申袈閤8演習 36網田 ,宅平均5損 壊/綱田∋

回収率 (注2) 5.6 - 96.2 % (平 均 舶 89%き 豊根 - 98.3% 宅平均 69○2%き

芝学部固答撃盤数 (注3) 且′329 名 且′323名

鞄雄三学科 580名 藍轟3.6%) 258鶴 宅且9○5%)

建築学科 lie与 十二㌦三幸ン 狙0名 電8.3%き

物理霊学科 55名 藍姐 %き 337名 藍25○5%∋

電気電子蓋撃観 嶺06名 藍30○5%き 且79名 組3.5%)

三業化学科 64名 鑑4.8%) 3且5賓表蛋23.8%き

情報学科 22名 藍且.7%き 且23名 藍9.3%き

モ↑烹 趨名 藍網 田等履修生》 且名 藍網 田等 履 修 生 き

在籍年数 て草 1二子∴亭 ∴ 圭ニ王寺 言3二宰＼ 千草 十 7∵∴ 草 十 手アこ蔓 守三言薄さ

∵羊 1二三∴半 ∵ 3墨 キ 言‡ニy1 ‡圭 1 十手∴寧 千 二5モモ 言‡3宰｢

千草 ∵丁∵∴草 ∴ ご誉 ÷ 宣子言字∴ 手ギ ;+ 干∴亭 ＼ 5㌢寺 1圭二三十

轟辱- 紅層3泉撃 き 且52名 組且.塵%き ÷キ - ｢-言∴宰 : 声量ギ 1ユニ喜ン

済予 二∴手王手 二二主立＼ 1,工ミキ 二二三雪＼
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寅 ト ･:･ 誓 華 栄 1.::F･'''1.:i;/専 ㍉ - 1ニト .:I:･:}f:,b'3菓 轟 経 線 道三 潮 憩 鮮 魚

2005毎 度 後 期 2006時慶 前 期

対 象 学 科 全 学 科 全 学科

( 建 築 学 科旬地球三学科 も 電 気 電 子 ≡学 科 ､ ∈建築学 科 % 地球蓋 学 科 も 電 気 電 子 蓋学 科 も

蓋 業 化 学科も物理≡学 科 も 情 報 学 糾う 三業化 学 科 旬 物理 蓋 学 科 も 情 報 学 科)

* 各 学科提供碍全学 共 通 科 目 6 専 野習基 *各学 科 提 供碍全 学共 通 科 目 電車 野習基

礎 科 目)を含む 礎科 目 さ を含 む

対 象 撃 韓 (注 1) 領 回 生 用回生及 び 望 回生

実 施 料 因 数 (因 等 敷 き 89科 目 (4′602聴 :平 均 5且 ○7 磯 /科 目 ∋ 218観 目 藍且2′且30枚 :平 均 55○6 槙/科 目 ∋

弛 緩 霊 学 科 6 科 目 望+趨 6平 均 54○7 橡/科 目 )(注 4 ) 12網 田 ア+5 g平均 且09○3枚 /科 目 ∋建築 学 科 4 科 目 3+1 宅平 均 36由8 枚/科 目 ) 損 科 目 8+3 藍平 均 54○8磯 /科 目 )物理三学 科 4 科 目 壕+0 藍平均 85◎0聴/観 田 ) 24観 因 且9+5 藍平均 47.2聴 /網 田 さ電気電子王学科 o 科 目 0+0 g平均 - 換/科 目∋ 且0科 目 5+5 ∈平均 83○3聴 /網 田 ∋三業化学科 6科 目 6+0 g平均7593換/科 目 ) 22観 因 且0+12 藍平均 5097磯 /観 困 )情報学科 2 網 田 2+0 g平均63◎5槙/科 目 ) 26観 冒 且9+7 g平 均 弧0換 /科 目 さ

全学共通科目 67科目60+7(平均4799槙/科目)且且3網田且03+106平均50○0磯/観因き
講義 77科目 藍平均 50.6磯/観因) 且7且約因 藍平均 5舶 聴/網田》実験也実習8演習 12観 国 電平均 58.6換/科目) 互′報土 1下溝 更.3茂i勘古さ

回収率 (注2)王学部回答学生数 (注3)5.9-95や6% 宅平均 56○4%)且′269名 且5.2-且22○7% ∈平均 62○且 % き く注5)2′352名

地球王学科 238名 組8.8%) 4趨8名…6且9○0% )

建築学科 且06名 ∈8.4%∋ 208名 宅8.7%)

物理量学科 335名 (26.4%) 543名 藍23.1%)

電気電子王学科 153名 組2○1%) 32趨名 宅且3.8%)

豊業化学科 325名 藍25.6%) 505名 宅2且○5%)

情報学 科 且且2名 宅8.8%) 3且7名 藍且395%)

そ汚聴 o名 藍科 目等履修生∋ 且0名 更科 因等履修生 ◎飽)

見学毎度 謂 辱 (層7見学 ∋ 9且6名 宅72.2%) 確率 藍周る見学 3 976名 藍射○5%∋

2 時 (確6見学 ) 230名 拍8.且%) 2年 (領7見学 3 893名 638.0%さ

3 蒔 く笥5嵐撃 》 72名 (5○7%) 3時 (周6見学 ラ 295名 藍且2○5%)

ヰ 牢 - ト掴耳学 j S一旦 でヰLつ黒さ 鵡療- 巨確5鼠響 き 且88名,∈8¢0%さ

男子 i,18且名 宅93.且%) 2′且94名 藍9383%∋

(注 且) F対象学年』とは旬科 目が配当審航監学毎をさすo

e注 空) 『回収率｣と昏濃も因等番数碍登録者数 に翻する割合をさすo

く浩 二主:;L 蔓､lI-yfl学部直答学生数.､;とは.,授業∴ ∴ケー-トに潤 筈と,;,{;喜学生豆:･i'.･･AIL.･:::.草･生事貴さ･:/L･.i･::::!悪漢享∴ :_:･J圭

照合習きた三学部学生の数をさすo

藍注 4) 2005辱度後期 由2006年度前期実施料 国昭 柏+2』怨だ碍内訳は旬臣講義∃+ 臣実験 ◎実習 ⑳演習ヨ

:I-i_:･喪心す...;

ミ注 t;j･t転機ミ挙がい:i腔';童諒え■~~も':.'t:l息t,:･-:烏∴ I:･Il:､誓l~1;,:音声貴誌 ,::.i.''藍串は 一一モー:-I+:罪.･iJt~､-:I:･:二童粟黙す音∴二二::･王圭子'･::-J･:-:;,:;I,.

も宅診藍恩わ観るO

14?,-･



轟 謂 - 3 授 業 欝 汐 廓 - 睦⑬ 衆 施 経 線 藍 開 窓 対 象

2006年度後期 2007毎度前期

討数学 全学 全学串ト

ミ建語学科､電撃工学科､悪寒電子工学科､ (建築学観も鞄球笠学科句電気電子三学科も

三業化学科､物理三学科も情報学糾う 芝翼化学科､物理三学科､情報学糾う

*各学科提供碍全学共通網田 を専野習基 *各学科提供碍全学薬通観田 電車『習基

礎観 招きを含む 礎観田さを含む

対象撃琴 (注l) 頂回生及 び 2回盤 周囲盤及び 3回盤

実施料目数 (回答数) 且84網 田 組07197磯 :平均 55.4聴/網田) 269網田 約3′458聴 :平均 50.0敏/観田∋

鞄雄三学科 13網 田 5+8 g平均 103.2枚/網田きく注4) 40隅 田 24+16 (平均 56.5換/観因)

建築学科 11科目 8+3 (平均 45.6聴/科目) 且5科 目 11+4 g平均 37.且磯/網田)

磯硬玉学科 23観田 23+0 6平均 61.4聴/網田》 64隅 田 34+30 g平均 35.且聴/網田)

霜寒電子工学科 且0網田 9+i (軍機 9射 磯/網田∋ 且7科目 16↓1 (平均 8且.唾聴/科目)

霊業化学科 29網田 23+6 宅平均 5叡5磯/科目∋ 32網田 28+4 宅平均 5乳2聴/網田∋

情報学科 25観因 2且+4 g平均 弧 5聴/網田) 25観因 20+5 膵 均 弧 2聴偶 因-~∋

全学共通糾.田 73網 田 68+5 将 絢 賂 3磯/観国語 76網 田 69+7 6平均 56.2聴/網田)

講義 且62網田 (平均 53.且敏/網田》 202観国 電平均 53.5磯/網 田∋

実験 .塞闇 や演習 22網田 宅平均 72.ア換/科目き 67隅田 (平均 弧 5聴/隅田)

回 収 率 (注 2)玉 学 部 回 答 学 生 数 (注 3) 6.i- 且00○0% (平均 55.3%)2′287鶴 且7○6- 9且.5% 藍平均 55.9%32′趨75鶴

地 球 芝 学 科 436名 組9.且%∋ 46 4名 618.7%ラ

建 築 学 科 且74名 宅7.6%) 且90名 宅7.7%∋

物 理 王 学 科 52且名 藍22.8%∋ 593名 (2乳0%)

言 責 等 千二芋軍 3且3名 約3.7%) 3 28 名 組3.3%》

三 業化学科 540名 電23○6%) 573 名 (23.-2%∋

三尊章学科 288名…約2.6%) 3且3 名 宅且2.6%》

そ〇七 且5名 藍網田等履修生 ◎他 学 部 等 》 且4 名 宅 網 田等履修生 匂飽学部等)

風撃辱慶 頂辱 6層愚見撃 ) 92且名 摘 0 ○3 % き 頂 辱 藍 頂 9 見 学 ) 999名 電唾0.壕%∋
2時 (層首鼠撃 3 889名 電38.9% ) 2 時 招 8 泉撃 ) 24且_鶴∈9.7%》
ごキ ミ二号∴学 ∴ 3ニ7年 章も三宅ン 3時 (層首鼠響 き 906名 藍36.6%)
ネギ- ト悠∴草 二 千5○キ ミ5.ミ喜∴ 轟辱- 藍一周6風撃 ) 329名 組3.3%∋

善子 21124名 藍92.9%∋ 2′296名 宅92.8%き

こ琶 7_:A; 言亘宗学卒:'::忘.積善が王当室;:I/7:.:-/.t学串を室で｡

宅注2》 訂回収率｣藍は､固答番数碍登録者数曹≡翻する割合をさすO

-:-;::.I_3さ ｢工学部:亘等挙主喜‡工蔓とさ=:i_.葦宗アン:::.-I-工こ;r=.lj等 ･:/三二学生草子宝､学:主賓きき.'-I..:.;:再,J∵f:::..観デー-/:-I:,･t

照合習きた霊学部学生碍敦をさすoF他学部｣臆も飽学部撃墜感官-部含ま観る這とを示す｡

藍淀凄さ2005辱度後期 ⑳2006時度前期袈施網田碍 『且+2A怨だ圏内訳者濃もE講義ヨ+ 臣実験 魯薬園 昏演習]

を表毎すO
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喪L,.;;i1.--∴-ii 寮轟観削ここ韓 斬 る評 麗 壌 転藩笹 崎壁 体 準 鴎 轟 よ 藍鍔観 東軍 鴫 健 碍鎗韓 ･;.Ir:鹿渡 守̀一--I:::;･,!･華 さ

-

･zt
J_iI･
･･･

額 田 2◎鋼年度後期 ･20◎5辱慶前期 2◎◎5毎度後期 I 項目

衛効 頂2◎科目平均値 %& 官3隅田平均値 有効 6冒網田平均 値
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団塊匂肉 審 穿芸 関 審 る 興 味 を 高めるため碍配慮があd9度 ご圭溝 三言至 頂○3周 38 官 2 389趨 2○磯2 周85◎ 3○領5 3ゴ聴 ∴ 上震G ミ 小 さ さ ド .

周58教 観 審 ◎参 考 番 も 謬闇汐睦怨だ感官学習の助酬 芸な慧た 5磯36 2¢92 机官5 34嘗 3 3S三打 モし轟 層66磯 3¢63 六 さ さ工 で_工 机9嘗 3¢5 ◎ 周 5 8
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磯 田 誹 舶守喜前端 2倍86時慶後期 判鋸守拝謝減 f項目
宣 薄 汗1閏昌平斡出 衛効 局?料月平均植 歯軸 望◎2隅田平均値

国 富 激 平 均 値 圭小柄 畳人相 固答数 平均値 最93も健 愚衆倦 困答敦 平均値 覇小樽 環衷

○ ぬ腐率 摘=相割 雛9割- 3=欄3- 2=5割- 摺≡-5割) 1 1 川 上 弓 宰 望 B 97 鵡せ官爵 8磯32 3やア8 上′摘 む7日 用523 上u 望ゆ6爵 磯ゆ95や､ ○

立l■■バ∴立立㌫工ト上 丁目 く㍊ 上 う 丁 机 65 望匂爵5 畠566 空中29 頂¢52 2.86 用776 とJ29 上と用 j.那 那.

甘胃㌫小芋告菅章寸㍉∴工∵古漬浩 黒 く宮 上 j う 上 謹 上ゴ‖ 爵572 2826 上購 H.捕 領◎776 20 36 胃.3◎ 3ゆ26 82.
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確3.撃墜感官鰻ぬ』た課題轡疑問g芸網』適切な応答感官恕凄艶盈 ミ持丁 う 十 fiS 上 月 3. ′ 柑 8 5 3 8 2 06魂 胃¢82 3.59 1詔根 上 朋 上 舶 3巾錯 13 .

周凱内容に関賓る興味を高めるため碍配慮感官あ慧藍 92盈 翌 夏 8 5 望 上 雨 3J 車 肺 研 2.描 胃甘62 3.5 5 確875領 空甘65 l q 朋 3,5 8 層適せ

廿蔦科祭れ声貴意､.プリント正吉が学習中鋤け仁蒼皇宮 92愚 5 望 旬 盈 3 周 .36 34 6 2 根 ∬ 賞 ご i 笥872 3d59 領8766 2○ 98 1.70 3M 7 日 jS.
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廿やウ∵サイ言く零封㍊薄)丹抽朝だ■舟 9299 3書◎ 周 司d87 3¢8 領 8 55冒 3 g◎ 望 2.服 3.7ヂ 川7甜 3 .描 2 8鋼 3也76 溜80

jj.苅㌫欝演に副費嵩丑か■藍 9295 3坪田鵡 望 匂98 3年 7堵 8553 34◎望 工9j 3.78 頂◎758 3.m 上 9鶏 3.83 描.

望凱坂寄畢視聴覚機番昭文寧 ◎閉塞者濃魔畢すかp9度 929◎ 2B8頂 1 .75 圭 8558 2.87 領.89 3.69 摺0756 2 由8 6 上 16 3.76 2乱

廿胃岩出香廿鮎基的上溝里芋れてい吾 9望93 2○85 1.77 上瑚 8559 2g9鵡 笥匂77 3¢77 川7嗣 2.9 4 上 関 3.鋼 2う.
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盟.言出摂㌫ 中 洞 燕 分 野 に 鞘 暁 や 摘 心 が 漂 託 っ た 9232 2 .8 1 上 6日 3.5j 8醐4 2q71 領.76 3.53 用720 ?V73 Ln 3J85 2 9 4

粧濁点柚に 串 7 : ､ 自 菅 に 立 つ r( 嘉 穂 の 流 量 陸 軍 だ っ た 9227 2 8畠 6 2○88 3462 8鵡96 2 ○9 3 24◎3 3.72 柑718 2.9ア 月中82 3.76 3凱

口 武轟 苦 慮 朝 日 平 均 涌 軍 (評 窪 式 - 冷 点 に 韻 駐 ) 9掴 3 72 .93 5凱 58 92.73 8号7◎ 72可7 5 d9. 3 6 96.網 l購う1 73.7ー 5 5 . 27 9凱29 罰
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i項 困 望◎◎磯噂魔後期 望◎◎ 5 辱 慶 前 期 望 ◎ ◎ 5 辱 慶 後 期 項目

衛 効 網田平均値 衛効 3 6 網 田 平 均 値 衛 効 周 望 隅 田 平 均 値

回 答 数 平均値 厳粛亀健 愚衆健 固答数 平均値 最か健 愚 衆 値 回 答 数 平 均 値 泰 阜 港 長 東 涯

○ 出 席 率 摘 =周◎割 雛 9割 - 3=雷割 - 望=5割 - 瞳 - 5割 》 周嘗周3 磯や65 L:+∴ ∴亘 i : ∴ 十 号 工 的 十 ミ汗 ○

ド .十 十 了 ∴ ∵ ■ ㍉ 工 ∵∴ ＼∵∴ ∵し圭 ＼守㍉ ∴､:; ミミ㍉ ∴ 十 ∴ ∴ 弓 十 ㌦ ミ∵ E) や ,

◎28授 業 碍 瀞 復 習 を ず る 豪 雪 雷這努 め 藍 膵5◎ 空母磯◎ ∴∴∴ ∴二二 巨シ ∴∵ ン 2 ○ 磯 5 3 母 2 9 ⑳ 2 ○

訂 ∴ ヤ ギ 塁 ■ 牛 革 斗 ∴十 十 十 十 十十 十 十 ㌫ 了 守 ∵ 十 十 ∴ ∴ + 辛 ∴∵∵ ∴十十 ＼∴∵ 十㌧∵ こ∴∴ ∴:㍗ 確 り 6 5 3 8 6 5 轟 つ

工 .鞍 岸 工率 煎 木 工 十 十甘 十 十 瑠嘗52 3旬望6 ∴∴∴ ∴i｢ ド十 十∴皇 3○⑳ ◎ 38 5 ◎ 豆 ト

◎5B関 連 あ る 真 髄 恕 abを 練 極 的 臆 読 鮎 だ 1∴l T∴｣ 工言; ∴∴｢ ∴一 ∴∴工 机畠9 2 可 爵 8 裾 p

卓上 葦 軍 鶏 ∴ ∴ 十 十 l∵辛 い 十 十十 二十 ∵ t:.+++∴ ＼∵∵一 ∵1∵∴ l+∴ ∴い 十㌦ ∴一ホ F.言言 こ守 す ㌫ ざ d

ト丁 糸 貫 寸 ∵ ∴ 十旦 ㌍ 二 十 ∵ 十 十 歳 章 十 王 ■ ∵ 十 十 十 十J■ + ∴ 膵十 ㌧.∵∴ 航嘗9 385磯 吉ご ∴∴ 望匂摺2 2893 二 十

裾 _烹 貴 上 古 予 十 や 十 来 観 殴 実 習 ⑳演習観田富濃 ;∴∵ ∴十二 ∴∵l 十十 言十 ∴●二 十二甘 工千 丁 ㌫ 定 ､

目上 摂 箪 t,+二 十 十 ∴ ∴ ∵ 十十∴ +十十 ∴∴ ∴∴ ∴∴ ご㌦二 十∴∴ 空中5周 38 6 磯 ◎ 9 母

十 十 ∵ J X ド 十 王 ∵ ∵ ∴二 言 + 十 十 十十 + 十 か ∵ + ∴十一 二十一 ∴∴㍉ ∴㍉. 55◎ 望¢爵9 工土 工 :ド 鳥 い

う十 単 車 Å十 十十 ∴ ∴ 二 十 ∵ 予 言 Lr, :r/ ∴ ∴ 十 +㍗ ＼∵∴ ∴∴ ∴∴l ＼∴ニ 言㍉ ド∴J ∴高 上 ご ㌻ 十 ∴

て∴ 轟 音 ∵工 等 ∴ 工 が 十 十 ∵ ∴ ∵ 十 十 二∵∵. ∴｣1 1二÷ ∴∴ ㌻昌言 ∴ ∴点 と ∴ 〕 周 2 由

用語匂撃 墜 感 官提 出 』 た 課 題 畢 鰹 閣 雷芸 尉 』 適 闇 恕 応 答 感 電恕 凄 艶 藍 十㌧∴ ∴.∴ 十.:∵ ∴∴ 十守 二十 望 d 望 5 3匂 冨 6 膏 ⊥

＼上 溝 牽 ∴ 昔 + ↓ 早 宮 十 手 十 十 ∴ ÷ ∴ 上 京 章 ∵ ∴ 十 ∴L. ＼∴一 ∴+∴ ∴二一 ∴し ∴シ; 2 中 空 ⑳ 38 ◎ ⑳ T 工

二王 了 ∵ ∴ ㍉ . ㍉ 工 事 √ 阜 キ 慈 十 二 十 十十 昔 ∵ 十 √ ㍉ ∴ ∴ ∵ 十 ＼∵:∵ ∴∴十 ∴十十 ∵t工 55◎ 38摺磯 ∴ 亘 ご 工 5 ? 持 し

吉 や 阜 十 十 ∴ ∴ 下 立 l∵ 阜 十 十 ㌫ 享 予 苦 ∵ ∴ 斗 ∵ ､十 ∵】 ∴∴ ∴∴∴ ∴+∴ ∴十十 :ド言 ∴∵ . 望 昏 3盈 3中 空 頂 確 6 匂

言 十弐 苦 等 轟 十 十 十 riJ憲 章 ヰ 了 十 十 十 ∴ ∵ ㍉ ∴ 十 +∴ ∴∵÷ ∴∴＼ ∴ ､_ ∴∵予 十∴ ∴∴ ｢ 空 母 鵡 5 38 摺 9 1 ∴

十 ㌦ 十 十 ∵ 十 ∵ 了 /木 器 宣 隼 ∴ 十 ∵ 十 - ∵ + ∵ ∴ ∴ 宣 立 ∵ ∵ ㍉ ∴∴ ∴11 ∴∵∵ ∴∵∴ J言÷ 十 ∴ ＼ 望 B 6 ◎ 3由 鋼 鳥 .

1十 昔 ミ蚤 鳶 吾 工 言 洋 ∴ ∴ ∴ ＼ - 守 ＼∵二 十､一 ∴＼∵ ∴∵㍉ ∴+ 十 二｢ 望 ℡ ◎ 嘗 3昏 3確 t で 1

1 十 重 葦 十 十 十 十 十 ■ 阜 十 字 ∴ 十 十 ∵ + ■ ∴ 周嘗磯9 望895 十.一㌻ 工1車 上ゾ ＼ ∴ う 工 ii 立 ‡ ∴ J 言 い

∴ ㌦ 重 賞 早 ∵ 十 十 十 十 エ ㌣ 二 十㌧ ㍉ + 十 十 + 辛 周嘗趨爵 3◎◎爵 ∴∵t. L+ ギ 十 二 ∴ 章 2 8 5 周 3 8 5 ◎ 三 ㌦

工 . 巨 了 - 十 十 ∵ ∵ 宣 ∴ 十 - 十 十 ∴ 十 誉 十 十 十 十 十 + ∴ ∵ 齢 + 十十.:: 十∵; ∴ 十 十 十 ∴ 十 昌 ★ ∴ 閃 2 8 頂 5 3 8 5 ◎ 2 2 申

㍗ :藻 草 ;∵ 亘 ∴ ト 十 十 十 十 ∴ ∵ ∴ ∴ 王 寺 が 十 ∴ ∴ i ∵ 十 十 ∴ ∴ 閑 ＼ + 一 さ ㌫ 工 ､∴ 二 言 こ 工 乱 望 3 8

工 ㌧ 十 王 - ㍉ 十 ∵ ∵ 宣 ∴ ∵ - 十 ∵ + 十 十 一 十十 ∴ 十 十 +㍗ 膵 磯 周 空 位 雷 3 十 ㌦ 十 ∴ ∴ . i t 鍼 5 . 2 ¢ 9 ◎ ∴ 点 上 ご 告 三 上

1 上 音 ÷ 十 ㌢ ∴ 二言 † ㍉ + 十 - 十 が ∵ ∴ ■ ㍉ ∴ 立 ∴ ∴ 頂 ¢ § ◎ 認 可 領 3 ご∵ 言 ∴ ∴ 2 ℡ ◎ ◎ 3 位 2 5 三 上

㍗ , 二 ÷ 言 合 千 十 宮 上 十 十 十 十 十 ㌧ 十 王 十∵ + + ∴ 1 ∴ 十 ㌧ ∴ ∴ ∴ ∴ ∴ ∴ ㌦ ■ ∴ ∴ ∴ 亘 上 T U ∴ 洋 2 6 q

: ∴ 昔 等 ∴ 十 ∴ 十 + ∵ ㍉ 十 十 言 語 十 十 十 + 十 ∴ ∴ 一 十十 ∵ ∴ ∴ ∴ 予 ∴ 十 十 1 ∴ ∴ ∴ 言 宣 ｢ ∴ ㌻ 1 十 甘 十 詫 言 ご ∴

√ 上 矩 草 ∴ ÷ 十 十 十 ㌦ リ 証 十 台 十 字 十 ∴ ∵ ∴ ∵㍉ ＼ / 十 ㌧ ∴ ÷ ∵ 同 町 9 3 冨 昏 翌 夏 5 磯 5 翌 や 9 9 十 誉 て 一 月 ± さ い

･十 二 十 半 量 ∴ 草 書 + 享 十 斗 十 十 ㍉ ∴ 了 :■ 十 ∵ ∴ / ∵ ∵ 1 ∴ . ∴ ∵ 1 . ㌧∴ 工 亘 立 J 工 ∵ 一 望 Q M 3 8 3 2 望 凱

守 .亙 主 上 ∴ 十 ∵ . ∵ ∴ 十十 十 ㌦ 十 五 十 十 ∴ 十 字 ㍗ 十 ㍉ 十 頂 雷 磯 3 _ 3 d 瑠 領 ∴ ∴ ∴ 工 二㌦ ご ∴ ∵ L : 翌 ◎ 5 5 3 . 5 官 鳥 1



響 ○ ● t ■ ■ ■ ■ ■千---N の 寸 uつ くよっ卜- CO の ⊂⊃ ▼-～ M 寸 LL?q⊃トーCO の ⊂⊃ ▼...一一 ～ ■ ■ ■● ● ■ t tぐつ 寸 LnLD 卜- CO の 喝⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ▼- ▼-▼- t-I- ▼- 一一一.▼- ▼.- ▼- ■ N N N ～ N N N 亡ヽJN N M

琵堤室 ミ&トー 空 理 ⊂⊃ トー トー トー ⊂⊃ トー L.L'>M ⊂⊃ ⊂⊃ u⊃ M LL?CO ⊂⊃⊂⊃CO CO ⊂⊃くつ一一一.MLL'> ⊂⊃ q LJI LL?▼一一■トー ⊂⊃ ⊂⊃ LCT>

雷 双鉢 鱗≡ 妻卜_ マ嘘 磯 ⊂⊃ く一⊃uつ く.D の u⊃ トー トー (.⊂> ⊂⊃ トー CO トー u⊃ LL?⊂⊃uつ の ⊂⊃⊂⊃トートーu⊃ ⊂⊃ Ln LD N tD W LL)⊂⊃ ▼-

■lJつ▼■■- ■ ■ ■ ■ ● ■M M M M M M MCO O M ⊂⊃の く⊃ ⊂⊃ M 寸 M M M M の 寸 M M 寸 寸 M MM～ l.n ⊂⊃ 卜- N ⊂ ⊃ u⊃LL'>Ln ⊂⊃ M LL?CO O N ■ ● ■ ■ ● ■ ●寸 M M M M M F つ 寸N t£> 寸 ー-- く上> t疏lC汚⊂⊃
糾 卜一 寸 ～ CO 寸 ⊂⊃ ⊂⊃ u⊃ トー Ln寸⊂⊃ N N r■つ M Ln u⊃ の q⊃ uつ M の の トー く.⊂I ⊂⊃ N I.∩

■㈹ ■ ■ ■ ■ ■ ● ■▼......- t.....- ▼........- ～ ▼.･......-～ N N N N N N N ～ N く＼J▼..- N N N N N ■ ■ ■ ● ● ● ■ tN ▼- ▼.I- ▼- N N ～ ～ ■⊂⊃く上 >

葦 雫㌢ 寸 M の トー ⊂⊃ uつ れ M ⊂⊃トー▼......- ～ CO M u⊃ の く⊃ の の l.n Ln CO LD 寸 ⊂ ⊃ Ln 寸 CO トー CO
⊂⊃⊂⊃ Sも トー● M q⊃ LLつM LL?▼- の● ● ■ ■ ● ■ ■ 一一.M ⊂⊃M ▼...- ⊂⊃ CO N ⊂⊃ ⊂⊃ M N t.- N CO LD ⊂n 卜 一 寸 の ⊂⊃ CO Mt t ■ ● ● ■ ■ ■ ⊂ ⊃●

酔一題琵ミ霊墨 酔雷 雲@ @ 句喝酔一~ N ～ N M ～ Fつ～▼一一の M N 一一一.寸 t..- M M M FつM FつN MrつM M M M M NLL?寸 ～ N CO M qつ の 卜_ Cn 卜_ '- ⊂⊃ ⊂⊃ CO M N N N N M N MCO の L.n トー q ⊃ トー Ln 寸 ℡】ー¢⑳卜-

劉 L.E?V LL?LL)LL)LLI LL? LL?LL?uつ Ln 寸 LL)寸 寸 寸 寸 寸 LL? UつLD 寸 寸 寸 寸 寸 寸 寸 寸 寸 昭
L∫つ q⊃ く上>U⊃ u⊃ uつ く王⊃(.⊂> u⊃ 仁一⊃ く王>く∫⊃く上>tD u⊃(.⊂=lく上>(一⊃ u⊃ u⊃ u⊃LD LD u⊃tD く上> く一⊃ uつ く上>(.D 雫軒

糾胃軒 ～ N ～ N N N NCO ⊂⊃ '- ⊂⊃ ⊂⊃ 寸 N N N ～ N ～ ～ N N N ～ N N N ～⊂⊃ ～ '- 卜一 寸 寸 寸 LL?の 寸 cO くJ⊃⊂⊃ トー ⊂⊃ N く＼一～ ～ 亡ヽJ N N でヽJ⊂⊃～ 寸 u⊃ uつ ⊂⊃ CO ehJLL?

雷 塞鉢 磯≡ 享糾 苛糾 鱗 郡 く.D l一つ トー Ln 寸 寸 の 寸 u⊃ 寸 トー Lt>LD LO -u⊃ LL? の く上⊃ 寸 寸 卜一 寸 ⊂⊃ 寸 寸 ▼- N 寸 寸 節

■胃雷電雲海 ■ ■ ■ ■ ●N ぐつ M M M M MM ⊂⊃⊂⊃ 寸 ⊂⊃ u⊃ LD M M M M M M M rr?M M rr7M M M Mu⊃ LL)⊂⊃ CO qつ の LL) の の か ～ ⊂ ⊃ CO▼.-一 寸 ■ ● ■ ■ ■ ● ■寸 M M M M M rr7円LL) の CO LL?LL?LD ○▼-疏く8時
▼- の T-CO の LL? u⊃ ⊂⊃ L∫つの u⊃ CO er'>寸 の トー N M ト ー LLI N LL? ▼..- トー ▼-⊂⊃ の M LD LL7CO 糾

tev? ■●■ ■ ● ● ■I...-～▼...-N t-....IN N ～ N N N N ～ N N N N N N N N N ■ t ■ t t ■ ■ ■～ lPヽJN t-- ～ N N N 1∈汚uつ

&く£> @ 駄塵 の CO⊂⊃ N 寸 トー ℡- N ⊂⊃ 寸 M u⊃ ▼- M ～ トー の M L∫ー LL ) LD CO LD tlつ のt.一 一 Ln Nトー CY?

⊂⊃ 茸観-三忌 豊 m M COLD N LD ⊂⊃ く工> ⊂⊃ N ⊂⊃ N CO ⊂⊃ トー ～ の ⊂⊃ ～ ⊂⊃ の ⊂⊃ CO N トー 卜一 寸 トー の CO▼- .- 胃軒

⊂⊃CもB冒顎 ●句喝野CO ■■■ ● ■ ■ ■～ NN で一つ N M N寸 NM N の LL?寸 M 叩 くYつ の ～ M N rII N M M M N rr? ～q⊃ LL?LD トー 甘 くヱ⊃ トー トー ～ くよっLL?u⊃ ▼.-. 寸 の ■ ■ ■ ■ t t ■ ■M N ～ N N ～ ～ のか の Cnu⊃CO CO の ●⑳診卜-糾

色感語 の かの の CO O の 功 の の か の の か の 功 の の か の 功 の トー 卜.- トー卜.- トー 卜.- トー トー 中心
uつ L∫つLr>Lr)uつ uつ uつuつ LL?Ln LL)u'>LL? Ln LL) LO LL)+uつ LL?L.∫つ LL) LL)LL? L.E7LD LD LL?LL)LL)LD Ln 喝昏

▼■■■■■■■■■■■■■■-廓 ー~■■▼-▼■■■■■■■■■■■■■■■一▼■'- ▼~■■一一一■▼■■】■■■の q⊃ ▼- ▼- ⊂⊃ 卜- の ⊂⊃ L∫つの Tr LL?卜一 寸 ⊂コ の ～ トー M M LL?トー ▼- ▼--▼- ▼■■l■■■■■■■■■-▼■■■~▼- I- ▼■■■■-iくJ⊃M L.n ⊂⊃ ▼- ⊂⊃ CO N ▼-■-貯ヽ遥

雷 塞鮮 磯≡ 幸" CO q⊃ 寸 Ln q⊃ L∫つq⊃ 勺ー トー W Ln くエ>LL?寸 ～ LD LL)LL?ド._u⊃ 寸 Ln M 卜_ 寸 LL?M 寸 LL)M q⊃ 鮎∋
■胃欝LLl> ■ ■ ■ ■ ■ ● ■N M M M M CY?M卜-の ～ N FつM ⊂⊃ M の M M M M M M M M ぐつ M M M M⊂コ の U'>ー- n Ln ⊂⊃ FつLL? LLつ の トー ▼-寸N ■ ■ ● ● ■ ■ ● ■rつ M Fつ M M M M rr?LL?～ M N M 寸 ■卜-訊卜-

LL) LL)の M LL?守 寸 ⊂⊃ 一一..-▼- uつ の N の CO t- ⊂⊃ u⊃ トー MN ⊂⊃ 寸 く上)の LD ⊂コ の ⊂⊃ N 雫欝

暖二守 トーヽ噂 鱗 ●㈹ ● t t ■ ■ ■ ■▼...-▼...-▼■- ～ ▼..- ～ ～ ～ ～ N Y......- ～ サー■- t...- ～ N N ～ ～ N N ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■N ー■-■t..........- ▼.- ～ ～ ～ ～ 胃欝u⊃
昭 鰯ま嘘 N ⊂⊃ 寸 M M N トー '- LL?の 寸 寸 Ln I N 卜一 寸 cO '......- I,,- N の の トー の ～ トー ⊂⊃ CO の 圏

⊂⊃⊂⊃糾 質午; 漂;【Ⅱl轡 喝欝 T.一一 uつ～ N ～ ▼- u⊃ の ⊂⊃ CO t- CO O u⊃ ⊂⊃心 の N N の ▼....- Lr>寸 N LL) の u⊃ ⊂⊃ トー

■喝雷酔胡 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■～ ～ N rつ N ぐつ Nt- の く⊃ く∫>LD 卜- 寸 N ぐつ N r一つ N ～ ～ M N N M M N M N▼- ⊂⊃ LL?CO 寸 uつ の トー の q LnLDLn t一つ u⊃ ■ ■ ● ■ ■ ■ ■ ■ぐ■つ N ～ N N N N M⊂⊃ ⊂⊃ の か の 卜- の の ■窃⑳p-の
LD ⊂⊃ ⊂⊃ ▼- ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ▼..- †一一. ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃⊂⊃⊂⊃⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ の か CO CO の CO COCO ⊂⊃
酔胡 rつの M M M M M rr?M M M M の M M M M くTつMM M ぐYつ ～ N N N N N N N ㈹

貯転B〆何句ゝ N N ～ N N ～ ぐヽJ凝㍉ ご王 ～ ～ N ～ N N ～ N N N ～N～ ～ N上 玉 N N N ～ ～ N N N凌望 昏相ノ内ヽ舞蕊亀3

ギ 寺 王 二 二

定 言 三 七 ㌔ ∵

管 モ 鰯 m 欝 蛋 ｢ 丈

uつa!‡ + :㍗ 題 題 璃 槻 主 ÷‡ 草一㌦ -∵ 王 等 王 ii 王 三 幸 ニ 寄 主

守zWa ÷÷ 宣 言 二 法 二 王 ニ y 草 二 鳥篭 ニ 葦 左 遷 藻 草 十 十 王 宣 言

葦 輔 認 匪 ÷ ニ 毒 等 言 竜 童 十 王 等 ij東 予 英 二 墨 一-lll■喝鰹?早伝整

uつ日 託 宣 暴 ∵ } 寺 領 評 霊 草 へ＼ 王 室 ㌍ 下 毛 iJ奇 ↑ ↑ 鴨 薫

駄』a 手 工 ∴工 二 言 葦 責 苦 竜 王 十 二 苓 幸 三 葦 昆 耳 鳥 篭 蔓凝 避 適 確匿監 笑 ∵ 二 言 ミ 守 モ 車 薫 に 言 竃 鎗 量 蟹 塵 薗 蔓 馨

票 禽 建 露 』 聾 ミ キ王京音量 居 ∵エ 十 本 定 ∴ 鞍 ∴ ｢ 冨 蕪 等 琵 鞘

トーH 駄 禽 建 紹 歴 専笑 二王凝賓葺書き 手 車 茸 ｢ 登 丁 筈 千 尊 宅 手 下
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講義科 目(1回生前期成新見生及び新学習指導要領経験学生) 描年度鼠響盤寧均 標準偏塞 有効回答数 相年度見学生半膏 標準偏差 千丁回答数 ト■五泉学生I+苓 標準偏差 有効回答数相卑見幸子台盤平均 標準偏差 有効回答数悠キ享課程盤平均 標準偏差 有効回答数
性 別 1十王 1∴∵!3堵2頂 頂.◎謬腰 田.26壬十十王手 頂.◎9 0.28 卑569 二∴∵ 十二慧 3070 十十 0.25 3075
* # ∴十十三 ∴㌻予 3堵60 頂8.65 立と㍉ 亮∴言上 二一｢ 田.83 iIi二二 1呈二㌻ 予十十 望996 十さ∴一 己了÷ 30田2
得点(評価換算) 謬5.瑠8 帽.磯9 35相 ㍗+.ト十 十王.∵1 ∵㍉二月 ∵二二÷ 頂6.◎1;章二1 ∴二二 頂6.33 ニ÷木て 一八三÷ 瑠6.26 塗り-}5
出席率 二十∴ ∴工 ㍉∵∵{ ∴∵ミ ∴午∵ 磯望67 工†∵ 二∴∵ I:S二二 上予∵ ◎.95 二㌢†∵ 手一号 王手∵ 喜了吾

予て㍉辛 て∴‡轟音工㍉∴ 工二∵ ∴工 十千日言 二一1 工++ ∵一∵∵ ∴＼∵ ∴了 卑563 1∴予 ∴言㍉ 十二三圭 ∴工 ◎｡88 30冒3
02授業の予復習をするようg≡努めた ∵∴∵ ∴十÷ 3536 二∵∵ 田,88 ∴ヾ∵十 ㍉.∴㍉ ∴∴㍉ ∵/㍗ ∴帽 ∴÷㍉ ÷予づ∵ 土工十 0.89 言上∵烏
03授業剰 孟授業に集中』竃むもた ㍗∴一 工手 3535 ∴∵㍉ 0.86 磯3冒7 ∵予十 十､-∵＼堵556 ∴㌻号 0.86 3065 -?,早 ㍉十告や 3◎68
鋼 尊 え られた課題にきちんと取母線鬼だ ∴一一 0.91 3530 ,..i: ∴㍉+. 了∵∵ ∴亘 田,82 堵56望 十1一,◎.85 一言.iT 字∴亘; 田.82 言草÷昌
05 関 連 あ る 文 献な藍を積極的に読みだ 二∵∵ ∴!∵ 3530 ∴十二 ∴吉 +了二 ∴7+ L:I+ ∴デ∵｢ト ∴斗 ◎.88 圭予主 工↑∵ ◎.88 ㍉戸∵コ
滞 菜 問 責 章 ご 二 十 言 寄い上端号∴ふ∵守∵㍉∴ †圭工 0.96 ∴十了∵ +.一十 0.92 4378 ∴∵一 田.9望 卑560 ∴†∵ 0.93 ÷十王言 盟.75 ◎.9頂 3069
07 教 員 に 疑 問 点 な 藍 を 積 極約g≡質問するよう官ニ努めた ∴一十 ∴㍉÷ ㌧;㍉∵ ∴二言 ∴二㌻ ∴∴∵∵ 頂.93 ･∴+ 堵563 十.豆1 二千㌻ 3065 ∴∴｢ ◎.86 二手宣誓
08 授 業 は 理 解 習 き た ∴工 ◎.8頂 +十十二 二㌔1 二∴∵l+㍉∵÷ 二∴∵ 工㌻工 櫓56轟 二㌢1 0,8望 +∴㍉予 盟.6翌 顔.83 言rTj
擁 壁 諜 告 ‡ 坤 半 音 二 十 二 十 工 ∴∴二 ◎.8線 ∴∵∵÷ 工∴ ㍉十∵i予∵∵∵ 十十二 ∴㌧㍉ ∴†二一 盟.常夏 ∴弓手 ㍉千十㍉ 二∵∵ 0.83 3070

瑠0 g 芸 が 重 要 な ポ 碓 沙 睦 習 あ る か が よ 竜顔 か つた ･二二十 ∵∴† 3寧墾 二∴∵ 亘∴∵ ht∴ゞ∴ 二∴∵ ◎.85 一丁∵一 ∴予 ∴∵+ ㍉｢工 ｣∴+ 工÷了 3◎冒0
17 草 堂 三 貴 ∴ ヰ 十 王 せ † I 予 卓 立 十 十 ∵ 十 十 ∴一 ◎.86i3533 ∴｢∴ 工↑∴ ∴+㌻∵ ∴㌻一 田.8磯 二了十三 二十十 ⑳.85 3田63 二二1 田.8堵 予工∵貢
二 重 等 率 言 草 ∴ 草 言 帯 ∴早 竿 ㌻ 言 圭 声 ∵ ∵ + + ∴ 二∴∴ ∴十 3533 言上1 ∴二手l二一十 ∴二二 工∴う 埠55堵 二王㍉ ◎.88 3田56 二∴∴ ◎.89 ∴戸別
相 学 生 が 提 出 』 た 課 題 畢 疑 問 に 封 』 適 切 な 応 答 が な さ れ た 盟.56 田.93 二十一二 ∴一∵ 工+一空砲365 ∴㍉∵ 田.87 萄553 ∴字∵ ◎.89 十一了+ 二言圭 ∴ ÷∵ 3065
凋堵 内 容 に 関 す る 興 味 を高 め る た め 釣 配 慮 が あ 慧 た ∴∴÷ 工∵了 ∵｢工 二∴∵ 上二∵ +∵∵∴ ∴∴ ｢了∵ 櫓55櫓 二∴∴ ◎.感官 十十と∵ 二∴ 予 ◎,8鵡 3◎65

丹 箪 串 等 十轟 音 喜 ㍉予 /∴ ㍉宣 言 が キ 芋 千 や ∴ ∵ 十 ㌦ 十 二.∵＼ ∴㍉∵ 3536 十二∵∵ 田,95 +㍉∴ 二∵∴ ◎｡9磯 一∵了 二∴∵ 0.96 十十ご工 盟.8頂､ 田.93 3◎常夏

瑠6 教 師 戯 授 業 に 対 す る熱 意 を 感 監た ∴ ∴㍉ ∴ざ∵ ∴÷∵二 ∴∵1 工∴∵ +∴l㍉ ∴十一 ∴∵㍉ 櫓559 霊感 瑠 の.85 ∴∴言1 二言 ㍉ 0.83 悠㍉∵二

描 成 績 評 価 聯 霜 法 事 基 準 等 が 明 ら鮒 ≡凄艶 竃 齢 た 盟.65 ∴工 ÷∴ ∴､∵ 工÷∴ 辛+∵二 二+1 ∴十二 一予 盟.65 ◎.88 3◎63 二∴∵ 工ト一 ∵上告∵

頂8 督ラ果 せ イ窟 (受 講 番 数 )は 適 切 だ 慧た ㍉+ ∴∵ト ∴十二二 ∴∴+ ･∵ T li 磯376 ∴ ÷∵ ◎.爵町 ･言十 一 十 十㌦ 0.81 十二二二 盟.◎磯 0.80 3069

相 教 室 環 境 に 問 題 は な か 慧た ∴÷∴ ∴∴∴ ㍉十一㍉ ㍉.∴∵ ∵∴∵ 二一 十 言 ◎B83 ∴十王∴ ∴ 一弓 ∴ ∴+ 了㍉了1 3.◎習 工 手㍉ ㍉予｢二

20 板 審 畢 視 聴 覚 機 器 ⑬ 文 字 担図 表 臆 魔 額 ず か 43た ∴∴了 ∴∴㍉ 十十∴∵ ∴∴+ ≡∴十 4371 望@⑳詔 ∴∴+ 4551 ∴∴ ㍉ ◎.9頂 ∴㍉↑1 二言 二 ◎.88 一㌔王手

望瑠授 業 内 容 は 体 系 的 gニ整 理 され 竃 払淘た 豊潤瑠 工予∵ +工∴一 盟.8◎ 十∴十 一∵∴工 ∴∴ ∴+∴ 堵56盈 盟.惑◎ + ∴∵ ∴｢†∴ 乱 89 I.二二 守÷㌻三

22 授 業 は ♂- 卜を と場華 す か 慧た ∴∴言 0.99 3537 ㍗+∴ 0.97 4373 盟.59 ∴+∵ 4561 盟.櫓確 0.97 ㍉十':+ 二.享∵ 0.95 予予∵三

ニ誉 率 等 二 重 丸 ∵∵ ㍉一字 ∴い∵㍉蘇 単 が 章十 十 ∴了｢ ∴∴∵ ∴∴ 1 二∴∴ ㍉言∵ 宣∵- 乱69 ∴∵∴ I.+∵∵ 二王シ 0.8砲 二十二言 ∴ 手写 ｢,=二 二しき{

言 ホ リサ ∴㍉∴ 十 + 十 十 十 号 L二十が 十+十 十 十 宣 呈 ∵ ∵立 ∴了∴ ∴二十 ÷r 1 二∵∵ ∴ソ∵ ∴㍉∴㍉ 二∴∵ ∴∴∴ 堵5堵9 ∴十.: 田.85 ∴∵㍉㍉ ∴÷∵ 工 十㌧ 306瑠

言 烹 サ ギ 草 r+ 十二 十∴辞 や 十 十∵∵ 玉 手 十 字 昔 十 二㌧ ∴∴÷ 二∴∴ ∵∵1十 ∴∴｢ 二∴∵ 十十十一 望096 駿.8磯 ∵r∵ 芝野爵堵 田.86 3◎塾8 ∴二十 ∴†∵ ご誉字号

吉 事 十 十 昔 ∴ 十 玉 音 ∵∵∵∵工 十 立言 ∵十 ∴r一㍉ 十一十 ÷∵｢∵ ∴.∴∵ ⑳.88 ∴十∵1 ∴十二 ∴∴÷ ∵∵一∴ 二十T' ◎｡88 ㍉∴十十 盟,9◎ 十言だ 二二二三

27 授 業 に わ ≪わ ≪す る ような 感 覚 を も慧た 芸歴が 轟 等た 盟.磯認 立一∵ 35瑠璃 二∴∴ 田,92i 磯36望 ∴+十 ∴∵一 一∵∴一 二十㌧ ∴二二 3053 二∴∵ 上音一 3◎6頂

望8 今 後 駒 学 習 聯 た め 富三感 粟 な 知 識 肇 技 能 が 身 に 槽 齢 た 起思惑 盈865 ∴∵∵ ÷∴ 1 ∴∵了 一十 l 一㍉_汁 ∴∵∴ 工∴∴ 二十∵∴ ∴了+ ∴二二 ∵㍉二一 望.習6 ∴ 十リ言う

29 =鈎 授 業 銅 関 連 館 野 に 興 味 車 間 8鮎が 深 窓 QDた 二∵∵ ∴十+ 一十 ㌦ ∴∵ C..∵+ 4361 ∴+∵ 十十∵ 堵553 豊潤5 十∴一 3◎53 十.弓∵ ∴ 工∴ 詔◎65

嵩 長 与 工 ∴予 ∵ ∴ ∵ ∫ ∵十十∵ 烹 十 十 十 ∵賛 美 十 ∵∴ 二∴∵ ∴∴ ㍉∵招 ∴十十 ∴∴ ミ +∵∵÷ ∴+㍉ ∴十二 十十一∴ ∴一i: +予∵ 3田5◎ 望匂93 ◎.83 詔◎62
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実験防実習◎演習観困 ∴∵㌶鼠撃墜軍機 慧霊 塵 巨十日泉撃墜寧嚢萄 標準 有効 臓辱度∴∵立軍機 標準 有効回答数 瑠8辱風早鳥摂生平均 標準 品 観望聾露頭漂霊 塵
(頂回生前期母新風盤盈ぴ新学習指導要領経験撃墜) 偏差 回答数 偏差 偏差

性 別 1,1∵ 十十 冊 ∵ 十戸予 ㍉..㍗ ｢∴ T∴n 8.3窃 1217 上里 0.26 冊 j 圭リ中 里十 梢

十 齢 1十.∵一 -盲78 ト:工 仁王了 1了巨 1､上り 1㌦㍉昌 田.83 招93 頂8.､望5 0.堵3 ･侶1鵠主項 n烏 l 日日

得点(評価換算) 習9.33 M.39 1り∵i 習8.望堵 12.38 てううソ 8上望磯 9.磯3 j里丁 冒8.37 12.15 932官爵頂.畠5員9.鋼 l 826

封信幸 ∴弓㍉ 0.65 ㍗昌昌 十㍉‖ 弓圭一 確認1盈 ∴∵｣ ◎.63 招72 叡6◎ 亘GH 911因 軌習◎員0.6線l 8鋼

工十十1∴二手1十二i.+i 十.一章 上り十 日昌ソ ∴ミ 1.01 ｢1+冒 J:了 1.S3 鳥1月 工弓ソ 頂.◎望 リ叫 羽車 弓

82授業鈎常復習をするように努めた ∵∴一 1.｣リ 膏丁1 工ソ+ ㍉昌一 ド+守 <望.望8 十リtl 悠1弓 rI工昌 0.99 931賢 望.鋼 1.00 8望5

･仁∵中門苔再墨顛÷∴十十十木工車中日宇が圭■十王勺∵章一上 ∵∴一 上戸∵ 頂668 盟.望5 1.日一 瑠3堵8 ㍉圭一 圭招 巧21堵 十十｢ ∴11 932員 望.33 日3 8霊魂

0鵡課題に積極的に取り組ゐだ. 立一∵ 亘ソ㍉ 1一丁本 八㌦う 二言弓 頂3埠堵 工十王 号∵亘 頂213 斗∵主 日吉∵ 舟木 鵠㍉ 烏1 冊

05関連ある真髄な蜜を積極約g≡読ゐだ ∴一一 ｣､ 1㌦′工 ∴予告 亘二言 ∴パリ ∴1パ 亘㍉㍉ 帽13 ㍗:㌦ 0.92 931員 望.◎冒 ◎.93 82埠

隼や精工章∵圭∴工習い十皇宮㍉圭一上皇十十 バ∴｣ ㍉.辛 頂673 ∴1一 田.､88 ト†昌 ∴1昌 亘工∵ l巨1万 ㍗.1∵ 0.88 湘 1 日.申 亘暗

巨∵草葦十十刃∵矩問詰立王立薄座付二号問サ{十一工圭目上 ∴!工 8.99 十三∵一 ∴丁一 巧.0◎ 瑠3卑2 ∴早∵ ◎.93 言巨 工.ソ㍉ 0.99 927国 選.83露0.92 8銅

08授業は理解習きた ∴t:1 吊1一 :浴 ∴∵弓 殴.83 瑠3堵8 ∴工 ◎.75 瑠215 ∴}‖ 0.82 931閤 3.閑 ヨo,76 825

十膏半辛口凸持主+十十十 斗11 亘.十 一沃丁㍉ 江上1 0.83 ㍗:斗昌 詔,望6 8.70 ;二1号 ∴輿 ㍉点差 輔 1 十昌 眉7 言出

1一十二が曇半在ポイ十ト十十二十守十二十工､十十 ∴一∵ 8.番堵 16割 ∴∵∵ 立㍉∵ 1一十一 二十∵ ◎.77 帽13 望q冒8 8.83 畔 1 ㌧湖 沼丁 …

招学生由身に考免させる霊衆がなさ観若齢た 工. 斗∴∵ 1､∵一 ∴一∵ 0.8磯 ト守一 斗∴㍉ 亘∵ 上三日 ∴号∵ 仁日工 早 1 一､杏 里ソ 冊

1二雪糧1㍊千十十烏十十才章一十 盟.93 亘∵∵ l∵十㌢ 二∵∵ 0.88 ト,い 乱◎◎ J..一㍉ 帽13 十一三 亘十一 黒い1 二十日 章主 情

頂革学生が提出』た課題事疑問に封』適切な応答がなさ観た 優,9望 亘十 一∵ ∴∵一 ㍉∴∵ 相磯5 ∵十一 ◎.冒9 巨て∵ ∴1∵ 亘弓∴ 遅3◎員 3g◎◎員◎.8◎ 825

摘内容に関する興味を高めるため鈎配慮が轟慧た 二一 亘圭 .｢∴｣ 二十一 亘｣∵ ∴弓了 望¢済磯 上木 上目 工∴一 0.85 ミ∵日 工→項 一 .宮 封了

鳥予十十㌦薄墨圭J真弓主な∵宣下墨辛い早寸仁十㌦∴ ∴㍉∵ 十∴l∴∵一 ∴｣: 0.9線 ∴十昌 工1∵ ◎.86 1黒｣ 盟.9塾 仁宮 929呂 38◎8調8.85 8鋼

16敏農事常魚釣授業g三尉する熱意を感臆た 盟.8線 亘昌∵ 言∵一 ∴∵バ 立ウ工 頂3堵5 望遜愚 仁∵㍉ 巨1弓 上古 ◎.85 黒可 喜誹 ｣立言 再出

招成績評億鈎霜法や基準等が明らかに凄艶竃』淘た 望.6爵 ‡亘一言 ㍗ミ∵1 二∵∵ ◎.9線 十､守一 盟,9◎ 亘予∵ ㍗:早 1∴㍉ 亘昌㍉ 畑 ｣ 亮一｣亘浩 吊

相十十∴サイ∵(中吉昌章草)十十ト-∵十十∵巨量り了一十 ∴㍉一 亘7㌦ 言㍊ ㍉∴予 亘∵∴ミ主宰+ ㍉言∵ ◎.6線 上目 立∵ 8○7頂 927員 3蘭 員0,63 8望3

相教室環境に問題はなか慧た ∴∴弓 亘∵十 代了二 立二二 工了∵≒仁パ ㍉圭一 駿.7線 ㍗:てヰ ㍉工昌 ㍉.j了 929 3.鋼 霞◎.75 825
銅剣済する設備単機罫は機転%事すか-3た 三言一 十言 上jl: 望.86 0.85 ?∴守弓 言∴1 0.76 1213 ∴一言 ∴∴昌 上j 章パ 吊丁 昌平

21教員や帯剣ニ遮る助言が適切に行われた 与り｣ 8.8◎日 67頂 一力㍉ 工貢三 瑠3卑堵 工㍉う 亘∵㍉ ㍗‖〕 ∴戸上 0.83 情 ㍉.叫 .亘亮 …

十十章-㍉十∵十十十十-十1■中指裏声÷言亘十十十い∴ 盟.習6 8.87日 67◎ ∴:冒 0.85!1二二二 工. ◎.79 巨こう十 ㌍一斗 上申 黒 二両 1吊昌 侶

十や業上声油㍉∵〔､∴∴∴∴一転宣詳六十十 一言一 亘十 ㌦立 弓∴ ㍉.㍉∵ 二宮弓 ∴工∵ i;.:吊 1二う1 偲､翌夏 亘昌∵ 畑 工.項 誹十 冊

パ巨轟-上手言上宣十十-十｣十車㍉洋や工一い∴ ∴十十 0.9習い 665 ∴∴1 8.9塾 1一宮 二つ弓 0.8冒 1望u ⊥l｣1 ◎.9磯 9望望 望.92習8.861 822

巨 昌芳井亨門千野十､十-∵洋一立十十 1巨 鳥予叫甘豆主章舶 斗十､章中庸∵十一∴ ｣ 皇一丁∴∴1 0.9翌日 663 I:.一章 0.91 1㌦昌言 盟.轟葛 ◎.9◎ 1209 十二十 0.91 郁言 上パ 亘亘 …丁､∵ら【;持弓1 盟,88 仁一∵ てこ1∴弓 ∴∴1 0.87 1209 上目 亘二丁 侶 ∵∴ 立亘 拭叫

雪空塁上十二十∴寸心十一立煎喜王立リ十∵∴バ圭一∴ ∴十一㍉ 8.93日 660 二言一 0.93 了予㍉ 十∵ 亘喜一 主三巨う 望0線8 ･8.9望 宣 1 宜㍉ 晶十 照

望8課題に粘侵強≪取り組む態度が身に竃齢た ∴一弓 0.8線い 66望 ∴⊥∵∵. 一十言 昌一昌 ∴了j 0.88 付目う 工＼㍊ 0.8磯､ 弘パ パ亘 1亘鳥 黒い

㍊∴小帯菩中門貴幸ト告∵叩十十細い詳晋∵∵∴ 翌甘66 8.88日 663 二一一 田.98 頂畠36 望○首領 ◎.86 ･渡09 十㌦∵ 亘宣い 情 j 墨守)亘亘 半日



喪 蔭,･-･qg 畢 感 冒9年 度 前 期 講 義輪 転 戚 凍 評 定 段 階 別 全 体 評 定 寧 嘩 健 - 覧
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2007年度前期昏成績評定段階別 評価@ 評価@ 評価@ 評価A 評価A 評価A 訴価B 評価B 評価B 評価6 評価e 評価6 評価D 評価D評価D
S* SD N 平均 SD N 平均 SD N 平均 SD N 平均 SD N

性 別 領,◎8 MO.28 1674 上08 0.27 2695 1.08 0.27 2600ヨ 1.07 0.25 21綱 領.07 0.25E1569
年 齢 確9.93 1.31 1634 領9.68 1.35 2639 頂9.80 i.40 25卑2巨領9,98 掴9 2087 20.33 1.651巧522
得点(評価換算) 昏卓.76 3.59 1674 虚轟.3冒 2.91 2695 74.那 2.81 2600 63.冒6 3.02 21舶 39.卑唾 6.両 陀98

出腐奉 私55 0.79 1646 軌堵乏 8.92 262卑 胤2堵 1.01 2527 3.9習 1.15 2086 3.5堵 1.28Z1532
0頂シラバスを参考にした 豊.36 1.03 ー672 2.25 十01 2692 2.31 1.00 2593 2.2冒 0.98 2相0 2.28 1.00 1566
02授業鈎予復習をするように努めた 望.5確 0.87 1671 詮十33 0.90 2689 乱36 0.88 259卑 2.35 0.86 21堵3 2.鋼 0.87 頂566

03授業中は授業に集中していた 3.◎0 0.80 1670 2.88 0.82 2688 乱88 0.81 259櫓 空中8瑠0.8頂 2138 2.冒歪 O.86 1563

鋼 与えられた課題にきちんと取り組んだ 篭iき5 0.77 1669 票.芝了 0.78 2685 3.領6 0.80 ､2596 3.◎◎0.82 2相2 2.冒3 0.88 1563

05関連ある文献などを磯極的に読んだ 遷.37 0,91 ー671 望.34 0.93 2688 2.34 0.91 259櫓 望d260.88 2139 2骨頂8 0.88 156櫓

06疑問点など友武に聞いたり話』舎?たりした 芝し77 0.90 1670 2.67 0.9堵 2690 2,68 0.93 2596 2.6 芝 0.93 2138 2.唾愈 0.94 1561
07教員に疑問点などを積極的に質問するように努めた 乳7堂 0.92 1671 2,◎堵 0.91 2687 2.◎3 0.88 2597 摺.96 0.86 2137 頂.9瑠 0.86 瑠563

08授業は理解竃きた 望d9詔 0.73 1670 2.83 0.75 2694 票.77 0.77 2598 2○66 0.79 21櫓卑 2.50 0.84 1563

09授業の目的が示され等』%た 乱◎詔 0.730.78 1670 望.95 0.79 2691 2.89 0.78 2596 2.8望 0.78 21卑0 2.冒8 0.82 瑠560用 どこが重要なポイ㍉卜であるかがよくわかった 209 9 1669 翠.豊7 0.82 2692 妻.84 0.82 2592 2.79 0.83 21櫓3 2,69 0.86 1563
M 学生自身に密嵐させる三乗がなされていた 望 .塁 了 0.80 1671 乱愚誌 0.81 2689 誓.馴 0.83 2591 2.習5 0.8頂 2相0 2.68 0.8埠 瑠560

頂2授業中に学生の質問由発言などを促し竃≪れた 注 耳3 8.89 1669 望.卑田 8.98 2686 2滴周 0.90 2591 望.35 0.88 2139 2.36 0.88 1559

13学生が提出』た課題華疑問に対し適切な応答がなされた 望.雷撃_I 田.88 1665 望.?≡ 0.87 2682 盟.69 0.87 2588 2.66 0.85 2137 2.6◎ 0.87 1557
摘 内容 に関す る興 味を高め るための配 慮 が あ った 空.閏 0.8瑠 1665 2○69 8.83 2686 乱6番 0.83 2587 望.鯛 0.鋼 2139 望.5堵 0.85 7560
巧5教科 書 亙参 考 書 もプ89沙睦などkが学習 の 助 け に なった 乱領5 0.82 巧667 望.95 0.89 2693 盟.98 0.85 2592 望.9習 0.87 21櫓1 2.86 0.88 1559

頂6教 師 の 授 業 に対 す る熱 意 を感 じた 乱◎5 0.7埠 1666 盟.9冒 0.78 2690 豊中9堵 0.78 2592 2d95 0.79 2巧39 2.89 0.82 1560

描 成 績 評 価 釣 粛 法 事 基 準 等 が 明 ら か に さ れ 等 』 淘た 翌○92 0.8瑠 1667 管.78 0.87 2683 盟 .8 轟 0.8堵 2595 望.82 0.83 2139 2○冒5 0.86 頂557

瑠8夢ラ呆サ イズ (受講 番 数 )穣適 切 だ っ た 胃b17 0.76 1668 乱頂瑠 0.78 2689 3. て 慧 0.77 2591 3.◎9 0.76 2摘0 3.◎◎ 甲.82 頂558
瑠9教 室 環 境 に問題 はなか 03た 笥∴ 0.83 1668 3廿日 顔.82 2685 3骨頂3 0,79 2592 34桐 0.79 2掴1 3.◎唾 0.84 1558

芝田板 書 畢視 聴 覚 機 器 鈎 文 字 囚図表 は 見 や す か つた 翌 p9 感 顔.85 1668 盟,86 0.88 2688 盟 .86 0.87 2590 2書戯3 0.87 2139 2○習5 0.89 頂558

豊頂授 業 内容 は体 系 的 に整 理 され 竃 い た 乱 ◎ 6 0.77 1669 豊中93 0.81 2691 乱 昏 窒 0.8◎ 2593 望.9頂 0.80 21堵0 2,85 0.8堵 瑠558

22授 業 憶 ♂- 睦をとりゆ す か つた こ r! 三 草.9三 1669 宝.57 0.9堵 2690 乱 貼 0.93 2592 2.6領国0.92 2棚 望○5堵 0.94 頂560

23授 業 に参 加 』竃払淘るとら亀う感 覚 が も 竃た 盟.習9 田.79 頂66堵 望.冒3 0.81 2680 至言頂 0.82 2586 2.68日やの.79 2130 2.5虚囲0,82 瑠55線
鉦 :畑 キユラム 中 辛㌍自 重 置 弓 け が よくわかる薫業だった 誌L草0 0.75 1662 喜ぶ了 0.78 2681 望 巾S 字 0.79 2585 2.魯領 0.77 2127 袋や習塾 0.81 155堵

25由館 が 専 攻 』たい領 域 にとつで重要な内容だった 乱◎5 0.76 頂661 2896 0.82 2680 盟.93 0.82 258堵 望,8磯 0.82 213頂 望℡習3 0.8堵 頂55頂

よ三 速分 冊 脊乗 出遠 路 に鮮 二丈 二 と患 った 詔.◎6 0.76 1663 崇.97 0.82 2680 望月望 0.82 2580 望.8望 0.8頂 2129 2秒冒認 0.83 1552

27.授 業 にわ ≪勧 ≪す るような感 覚 をもった ことが あった 王寺や 田.86 1663 上組 0.87 2678 望.悶 0.88 2580 2,堵8 0.86 2129 2適確 0.89 頂551
28今 後 ◎ 学 習 鈎 ため に必 要 な知 識 華 技 能 が 身 に付 むもた と思 う 詔.◎◎ 0.76 1661 望.昏5 0.80 2679 望.恩領 0.80 258堵 愛書晋堵 0.80 2128 2.6頂 0.83 頂551

29≡釣授 業 鈎 関連 分 野 に興 味 事 関 心 が 深 まった 翼長だ 0.79 1663 a .謂 0.82 2678 蛋.72 0書8卑 2585 2,66 0.83 2130 2や 5 5 0.86 頂5噂9
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薬験砂実習可演習科目(2807前期) 静備@坪 評価@雪目 評価@N 静備風平均 評価AG昌 評価AN 静備随軍機 子二十 芋千 首三 雪 十千十 ‡ 李 工学 立

性 別 瑠〇滴◎ 0.30 堵73 確.◎9因0.28 1226 上り了 0.26E 537員 頂.◎6殴O.鋼 l 203因 M豊国0.321 51

年 齢 う烏.ソ与 圭30 埠65 用烏 頂.30 1205 瑠9秒愈6 掴3t 527官用9.98厨 1.571 198済愛◎｡鋼 詞 圭53l 那
得意(評価換算) ミ吊.描 3.66 堵73 爵豊中習磯 3.8堵 1翌弓 了吐出 2.85! 537殴鋼℡確認因3.211 203済弧9望ヨ乳8日 堵8

出 腐 峯 且刊 0.堵9 壷ヰ 互ソ草 0.5堵 1198 土ソ呈 0.57I 520陵 磯.鋼 因0.8れ 190殴 私塾増員0.751 51

叫 十 一 バ ス を 率 土封言上上 三.弓弓 1.09 471 喜ぶ圭 十日弓 1223 堂,ヰTj 1.07 5こけ 且封 1 1.13 2001 2.2日 D朗 l 51

◎望 授 業 翰 予 復 習 を す る よ う に 努 め た 予.7ソ 1烏1 堵73 1.ヰ 誓 1.i‖ 1221 喜.当り J.卸 534 黒 再 圧飾 三河 2.7両 n.83 やl

03 ≡ 釣 授 業 の 課 題 を 己 な す た め に 他 碍 授 業 が お ろそかになった 工E3烏 1.09 埠73 三月鳥 i.07 1222 工9弓 リ.91 536 雫髄 l剖 畏はり 烹潮 1 1.削 51

鋼 課 題 どこ積 極 的 に 取 り 組 ん だ jJ弓 0.6堵 埠73 読聴 0.67 7220 且詩台 眉目 537 且銅 0.7月 脚 1 朋 OHo.75 51

◎5 関 連 あ る 文 献 な どAを 積 極 的 に 読 ん だ え?弓 1.85 埠73 守.潤 0.98 1222 工封 舶5 537 瑞 再 l.OO 脚 1 且潮 1 l.OO 封

怖 前 間 点 な ど 音 Å 仁 間 い た り 話 し 畜 1 上 り し た 遜.3謬 0.8頂 耶3 弓.描 8.88 1圭予王 当,雫田 0.78 537 詔.◎6 ◎.88 202ヨ 望○首領醤0.98 51
07 教 員 や TA に 疑 問 点 な ど Aを 積 極 的 に 質 問 す る よ うに 努 め た 且十1 0.87 堵73 学ぶ雪 0.90 122◎ 望○9轟 0.89 536 望.習8陵O.鋼 202員 豊山65図 1.031 51

08 授 業 は 理 解 習 き た 立付 8.6埠 堵73 曇.用 0.69 12土3 且り∬ 0.70 537 詔.◎詔 0.72 202隊 盟.愚霊園0.73 51

消 撞 詳 斡 目 的 が 藻 草 九 十 い 上 且 8.66 472 丘dj 8.68 1223 礼 D.湖 5封 最雪 肌ヰ 調可 乱銅 10.61 51

相 &+三 が 重 要 な ポ 冴 沙 卜習 あ る か が よ ≪ わ か った 冒せ用 8.75 考73 且つ了 0.73 1220 乱◎恩 0.76 537 袋.⑳9 0劇 202 乱 ◎ 6 員0.87 51

日 学 童 顔 身 に 考 え さ せ る 蓋 塞 が な さ れ 驚 い た 討手バ圭 住醐 埠72 詩.望貢 0.73 1222 3.3f 0.73 536 3.33 0.68 202 認 a急 3員0.7◎ 5頂

12質問す発雷など'が し 肇 すか つた 且二持 0.76 472 乱川 0.79 てフ引 乱◎5 0.81 5鋼 望.鯵5 0.85 201 盟 ,96霞0.79 51
頂3撃生が提出した課 題 華 疑 問 に対 し適切な応答がな凄れた 且11 0.81 堵73 3.号フ 0.78 1222 乱川 田.77 536 急け◎詔 0.81 202 2.鯵6 0.79 51

掴 内容に関する興 味 を高 め るため鈎配慮があった 芋.貴,/ 0,86 473 烹 tj.7日 1217 望.魯6 ◎.78 53卑 望.69 8.8櫓 202 望.習5 0.7埠 51

持 プリント 教科葦 ､串 章 等 な圭が学習の助けになった 且41 0.75 那3 且23 0.79 1219 江烹誉 0.79 535 乳濁2 0.86 201 3.認習 0.77 51

瑠6教員革帯AgB授 業 に対す る熱 意 を感じた 甘31 0.72 473 且侶 0.7畠 1221 乱◎認 6.77 53堵 望.99 0.81 200 2.9櫓 0.75 51

W 成績評価の方法 肇 基 準 等 が 明 らかにされ竃いた 且用 8.82 卑73 忠.95 0.89 l畳22 曇.i)ヰ 0.90 533 望.爵9 0.91 202 豊.愚◎ 0.86 51

18昏ラス骨イズ(受 講 番 数 )華ダル-プサギズほ適切だった 乱堵盈 0.68 473 3,3魯 0.69 1220 乱盈9 0.79 533 3.38 0.70 202厨 ap堵瑠 0.63 51

19教室環境に問題 はなか った ㍊烏封 0.76 473 急.3周 0.75 1223 3.盈豊 0.79 5鋼 3.鋼 員0.82 202 遜.鋼 0.70 51

20利潤する設備や 機 器 は使 転もやすかつた 3.拍0.80 堵73 乱用 0.75 1221 乱綱 0.76 5鋼 3.銅 員0.83 202 語調 0.69 51

21教員や∇Aによる助 言 が適 矧 ニ行われた 乱32 0.67 埠73 詔,盈9 0.71 122.0 江川 0.75 535 乱◎5厨0.78 202 3.鰻 0.65 51

三三レポ-トや寺レゼ シテ- シヨンの指導が十分なされていた え那 0.8卑 那3 2,長拍 0.78 12望1 烹ぷ頂 0.83 533員 望,冒8習0.88 201 盟か8望殴0.83 51

㌘3操業に参加しているとしヽう感 覚 がもてた 3手85 0.62 耶2腰 且56 0.63 1222 3烏ヰ .0.65 5鋼 3.堵5圏0.73 201 3.堵3題0.63 51
囲 いポ-卜やプレゼ ンテ- シヨンの 力が身についた 盟.8⑳ 0.91 473 豊中93 0.86 1222 空十96 0.8卑 53卑 翌.82 0.92､ 201 望.69 0.87 51

25自分郎専門分野 ujイメ-ジが つかめた 2.11皇 0.87 472 盟.67 0.87 1221 望q魯◎ 0.90 533 2.7習 0.88 200 2.65 0.76 51

呈6自分潜将来時進 路 が いっそう明確 になった 票.55 0.89 471 且43 0.86 122.2 2.53 0.92 53確 認.姻 0.91 201 望.詔冒 0.8埠 5l

27授業にわ≪わ≪す るような感覚をもったことがあった 芝.9旦 0.85 472 盟.8堵 0.84 1222 望.82 0.93 532 2.､冒2 0.91 201臣 2.65 0.79 51

28課題に粘り強く取 り組 む態度 が身に03いた 3.17 0.76 472 3.06 0.77 1221 乱用望 0.7卑 534 3.◎5 0.77 201腰 望.86 0.86 51

29這釣授業碍関連 分 野に興味や関心が深まった a 0.80 472 管.f36 0.81 1221 是.90 0.84 532団 盟.冒8腰0.851 201回 2.69頭0.831 51
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④ 学 科 ⑳教凝鰻澄磯田 4あてはまる 3ややあてはまる 2あまりあてはまらない 1あてはまらない
∴ppヾ.-
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二 二 ;!'-:.葦 ≒ 壬 :I:-転 ~･:去ってキT､萎･:-I-I:･済ま1-:::.I?.:H'-:草:.I∴yI･二登 ; 1.1堅 -!二 二‥;･: 71- I: で ､. ･= -:_･:I :薫 美 rLT 玉 幸二笠立 った,::

吾 テ tI'=･_-;7 ≒ 壬 挙 予て十三三∴､｡LIlL'十二-7::ILニ.'i::告､･､三一:-I:I.-∴)

二 ヰ :::-i:I/i .. ニ 了主 賓≒:I:吾妻;I._!:I;.-:-:-I･･:::半管モ這,lI･i:･よう.:':呑うとき､､･三･(:I,=二子な童専(;?讃美が､.I:-f:意とミ:-‥､∴,:I_患い

ま す か ｡ 必 要と思わ観る授業の内容を以常に具体的に記述 して宅ださ魁も｡

∵ I 二 二 '讃美!1::≡-I::I,'7:::,-::意_i-杏;三･.芸三三壬.圭ア一丁:鳶に享三三 号7:･十ごさし∴｡トー言 でt_:I.記憲 もノて/::ださ'.了ら)

☆記入ミスなどがないか､もう-度ご確認(ださい ｡ ご 協力あを摘 とゞうございました｡
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薫新蓋撃教育プ田夢藷盈寛施検討豪農会 工学部東端 高等親衛研究開発推進麿 S#汐-

4
5奉辱魔授業欝汐廓-○滋嘉予-予告黛言古す十千-下盤連繋鰻006辱魔後期館) (∋揮護 十十十- ㍉圭美嘉子-予専予-了上長騒習藻討 ∴∵-言主音ニ÷∵- 予言 十÷斗言十

6 昔も草笹上十十十十二三立言÷+養 ∵-.②200冒辱魔授業欝汐廓- 匪実施鞄提案O十十十-上唇衰主星∵十十早宮十 ①㍗-言上-工や圭キ ナ苔寺八十五

-睦項目⑳対象綱田 〔苗掌㍉-ド打法,蒸デ-十王鳶軒三十 ④夢汐伊-睦実施要項碍確定 起業者依願

･実施要項等検討 ⑥発注圏確認盈ぴ業者藍碍契約 藍封簡詰めは業者感官担 当∋

7 B- - 陶期授業欝汐餅-終⑬薬園---句%仁王亡兄与速達蛸壷軒㍗-iJ結聖肯カ電送樹状を禽鮎き
育)㍗-十十-㍉中手拝むUユU予注 い----一㌔--‥～-------十一

8 這さ試∴∵-立上-㍉十頭取 ～----------～8①軍王立与-十十-ト苓素意∴十本∵ 9④基礎集計送紺横棒戚-業者鴨 :

⑥基礎集計結果碍受富津取89 I∈〕養貴重デ十転註.千-十十キ十十㌧ ;∫

9 空 ㌍ 票 三 豊 ∴ 1⑥基礎集計結果等圏確認 …千-二子∴∴二十+㍉+l∵十■㍉ ;B

‡こ ⑥授業夢汐伊- 匪実 心長嶺∵-言直査工圭宣 十 字 - ∴ ∴ 港 長 ① 霊草∴十十-∴二歳華子-十十千-早漆や薄墨 .十十ポジ 豆ここ甘辛喪京葦合 さ 葺 拝藻十∵十-トキ吊:十十声∵∵十王

卓息搬華鞍憧 義金き⑨尊厳金曜招集 原 案 提案

1ユ且2謂23.㊥各単科にてダンケ ①アンケ-上里轟科 講 リ 式 卜 諒 長 上 S 三 〇 57年波韓駐車量ア∴享-∴否粟舘

-睦磯田由対象科目･実施要項等検討8 ④発達鞄確認盈ぴ 業 者 藍 碍 契 約----年 撃療育 十 十 東 予 や 長 東 嶺 - - - - 起 業 者 依願 B
‡ ①蓋学部数蘭を 汐 癖 が 事 盈 碍 開 催 準 備 (…(∋工学恕敦禽シ十 ① 工 学 蔀 東 宮十十章∵宇土∴三8 B

… ポジ豆よ掬濃…I … . 素 志 ご 儀 表 ;
②威鏡習-汐結果碍学 内 配 送 A ① 歳 P 車 葦 末 端成童㍗-ジ結語工 七

-- -睡蓮藻藻アン李 - ト 鮮 轟 嘩 - - - - - - - - 一 ㌧ 葦 軽 芋 を き

¢魚守-葺シ- ト塩竃巨鯨 妻 蕊 が 車 両 軒 曇 ～ - qEtb

B 一 一 一 一 一辛I tQ Lb - ち

8②詳耳†-々与- 卜煎画 qELb - 也

I 一 一 一 一 一 I

辛I i

I②記入寸-÷シ∵ ㍉専業轟へ骨壷轟⑤基礎集計鯖蔑勲受け取寝 1a

‡ 8I 冒

38I ④ 基 礎 集 計 送 樹 状 鰭 威 - 業 者 鴨 三B

ー良B ㌔⑥基礎 集 計 結 果 ⑳ デ - 汐 碍 受 富 者 敢 闘 :8

書.I(参基礎集計結果等碍学内配送 ⑥基礎集 計 結 果 等 碍 確 認 ;
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平成 且9年 且2月

各 位
京都大学高等教育研究開発推進センタ ー

センタ-長 田中 藤 実

京都大学工学部 学部長 西本 清 一

一三葉書二手二I-,･:-~~一一十 _~-;-茎fH=二‡tご享T-I~二手Tf-Ill__;_i-:---一

京都大学高等教育研究開発推進センターでは匂平成且6年度､｢特色ある大学教育
支援プログラム｣において｢相姦研修型和への組織化による教育改善｣(申請者:田中
庵実)が採択されましたoこの取組では勺工学部の教育改善を工学部とセンタ-が連
携して進めてnくことが柱の一つとなっており句その具体的な方法としてb｢授業ア
ンケ-卜｣を実施し勺それを授業改善⑳カリキュラム改善に生かしていくことが計画
されてnますo
その一環として､-昨年度よ頓馬工学部学生向けの授業(講義b実験◎実習句演習の

すべて)について旬平成且7年度鬼学生を対象に､学年進行に合わせて4年間実施して
むも<ことがb工学部新工学教育プログラム実施検討委員会において決定され勺実施され
てきておりますoまた勺改訂学習指導要領で学んだ学生として平成且9年度鬼学生につ
いてもb同様の授業アンケ-トを実施する予定にしてお晦ますoこの｢授業アンケ一
匹｣をまb教員にとっては授業をふ吟返る道具となり勺学生にとっては由鎗たちの学習を
ふ吟返る手段となることを意図して搾られたものですO教員の教育力を評価したり管理
したりするものではありません｡工学部の学士課程教育全体にわたる授業改善◎カuキ
ュラム改善を進めてniためには包容m科田だけでなi馬車『『基礎科田におnても､こ
のようなアンケ- 卜を実施することが不可欠であると考えております｡

具体的な実施愛顧は下記の通 りです (詳細は別紙 ｢実施要項十をご参照下さいう｡

･実施対象 ;工学部 3回生および 且回生を主たる対象とする専『胃科臥 及び馬車閃基

礎科臥 および勺各学科希望科因 (実験 ⑳実習 ◎演習を含みますo)

･アンケ一 匹項田 ;冒-タシ- 陸をご参照<ださno

･実施田 ;授業の最終回 (無理な場合は勺その前の回にお知らせ願います｡)

･所要時間 ;且5鎗程度

･結果のブイ- ドバッタ ;学生の氏名が特定できない形で勺結果をお返しします.

(キ- ワ- ド､扮由記述欄を含むo)

･結果 の公表 ;統計結果を公表する際は勺授業者が特定できなnように致しますo

何卒 このア ンケ← トの趣旨をご理解くださり､アンケ一 匹の実施にご協力くださn

ますよ うお願 n申し上げますo

なお勺事務的な手続 きに関してご不明の点などありましたら工学部教務課教務掛ま

で､アンケ- 匹の方法 ◎内容面 につきましては旬高等教育研究開発推進センター ⑳太

妻 二十~…----II;-:-:壬 二,---i-:I-I-7-i::--:-::::::二･二 圭 一≒--I:_-=--:-I---:-:_-:_-- p:･:I:≡-;二三:Tt-1一 二 千三 千ii-;::三

-:I,-:--:-':I-::=墓-I:-ll-:I-==:･=----:--1TT-::-i=j-I:-=ニーー:一三I-I;ll二二一二 二 ,I三t:まで-三≡㍉三十 せ"二王∴こ

以 上
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二二≡華 幸ぎ三三享二葉 毒 :."I;'＼∴ 子-I:-一 _モ毒 毒 草 享

原 則 と し て 勺 授 業 の最終日の最後の 且⑬鎗程度を旬授業アンケ-トの時間としてあてて下さH.義

後 の 授 業 で は 時 間 が 取 れない場合はbその前の授業でも構いません.

な お も 授 業 ア ン ケ - ト は も 単なる調査ではな(,学生菌身も授業牽学習をふり返ることによって句

次 の 学 習 に 結 び つ け る た め の 学 習の機会としても位置づけていますo昔＼ニて･_二学部耳等意:i:.;.:∫,1:･T5.1･-蕊 ;::､､

ず 旬 受 講 生 全 署 に b ア ン ケ - ト 調 査 に回答する機会を平等に提供して≪ださW｡

巨 ぞ :j 授 業 72;･･∴ ン サ 1-1コ 臣･工 I,/Tkj :J:l封 筒 紅 二 汀 ･代 `

該 当 授 業 の 担 当 事 務 局 よ り 配 布 さ れ ました封筒には､①協力依頼状b②本実施要項b③登録者数鎗

( 且 0 部 予 備 ) の マ - タ シ - ト b ④ 学 科 教員設定項目記入用紙句⑤厳封シ-)♭が太ってnますので ぎ

確 認 下 さ い ｡

ま た も マ - タ シ - ト に 記 鬼 さ れ て お ります旬観国名 (講義 ⑬雷実験 ◎実習 ◎演習の区別滝曜 田 ⑳時

鮎 な ど ,7 15;-:.構 遣 い が 食 い か こだ 予 か . 心 裏部数が含まれ､て';.!工芸黒,-･(7.:I:十手等結､I..二,上てご漢語T-さい｡

な お ､ 何 か ご 不 明 の 点 や 間 違 い な ど bお気づきの点があ晦ましたらb授業⑬麹当番務塞 電車肝胃基礎

韓 日 ,J 全 学 来 過 料 LEi3 g-I:-/;:_-::I,'iも 代 '淀 共 通 熟 常繕漣嶺敦盛遅蛍-:i:''施-I::-;Ij:∴工学部轟音.=;:ii::;J･;:':Iは 工二車 ･r-･'f:I.'虹畢筈や

減 聾 :,il! ､ も を〆 く は ～V 南 等 激 賛 翻 喪 摘 発 撞蓮tiill･lIIン:I.i.:3/I-I;:r･･-,監義輝巨資(.;:'iT-:_::?･華下さい｡

な お ､ マ - タ シ - ト は 旬 記 入 後 に そ の封筒に直接太れ旬最後に回答する学生がその封簡をこ封を』た

上 で ､ 事 務 局 に 遅 跡 バ た だ <:I: こ (i::I:J=,,'烹 :'jます･.I:･･LI;昭二 甘露品去就轟でi-rid;:,J,i.::-:::･:i壷/:こJよ≡毎∴益式㌔小言.J::/::I-:lこ言さすC

拍 t-.3' 学 亭 主い 鞄 患 熊 ;..fj<-:tt:f壌 !L:lit;IH T;::,二 鳥 ■ttlL.i圭 一

ア ン ケ - 闘 ま ｢講 義 ｣ と ｢実 験 ◎ 実 習 ◎演習｣に鎗かれてnますが勺いずれも質問項目に関してb

講 義 担 当 者 が オ プ シ ョ ン で 設 定 で き る項田が2項目 (質問番萄鰻臓も宅急空き)鎗用意されてます. ≡

れ に 関 し て 勺 採 周 の 有 無 旬 及 び 項 目 内 容 について勺あらかじめ講義ご担当の教員で相談いただきb当

日 板 書 ま た は プ リ ン ト 配 布 で ご 対 応 お 願 n 申 し 上 げ ま す . なお旬学科 昏親風殴震域悶夢這習鮎篭驚隠匂所

定 の 周 砥 ( 同 封 し て いま す ) に 滝 科 目 コ - 持 b 科 目 名 句 教 員 名 等 と 共 に 七 項 目番噂と磯 田内容を記載

し て ∴ -:17f'､-I,--<::-';,.;シ ･-･守 と 轟 に 封 ●痛 に 璃 薄 li:ll'',;:::二 喪 昌 ､:::I_･:･''f:i::::-::i'･:I-tJo

BlI圭 '弓 手驚喜 y tlL･SJ+Ilt;/'-I:-■ さ､叢 轟 ･:I:･':･:_;it･手 薄 や

a) 原 則 と し て も 授 業 の 最 終 回 (提 出 期 限 に 間 に 合 わ な n 場 合 は 句 巌 終 園 の 一 つ 前 の 固 》 め 最 後 の

且0 鎗 程 度 を ､ 授 業 ア ン ケ - ト の 時 間 と し て 充 て て 下 さ n . ま た 旬 そ の 場 等 回 収 し て i だ さ い. 最 後

の 授 業 で は 時 間 が 取 れ な い場 合 は 旬 そ の 前 の 授 業 で も 構 いま せ ん o 守 - 夕 か - 持周 蔵 の 太 っ て いる 封

筒 は 回 収 に 使 いま す の で 句 捨 て な いよ う に お 願 n L ま す .

(a L-'HI7･;''L:ノ十 一････ト薫 摘 録 帝 賛 辞 生 八宗 羊 十 ∴工∵:::;:::･j

受 講 生 に は b 陽 下 の 通 り ア ナ ウ ン ス を お 願 い致 し ま す .

･工 学 索滞 叢 t-iIJ:､黒 子･.一幸 と寮 二日 ●∵ ∵ド 訂 畑 一:∴ -Il･,(弾 き薫 二三号 章 一 ㍉∴･∴㍉ 工 二丈 黄 点 車 工 .､~Il:'士 三二 t_lこ.

r-.尊 産 蕃 博 に 間 違 ii･:̂l':,壁 卓塾 長 HtI,T.I:宜 し ;:I.･:I::.,::";:∴ 二塁 追号.:"艶 ふ ∴ ∴章 十了､こ

一･承 前 だ単 二寺子.香 草 賛 記 ∴ す ぎ言二il工 r.:I:i-i.T-･-::;･L-:,:∴､･･.I:;:-:;::-I--.-:.I-∴ 葺 _L墨 畏 真 言 ･薄 .∴ ∵,･I.//:::.:/1.:/t･二 十 ∴ :'111/I:::::'嚢芋弓!-_･十

撞 盛 し た 畑 :;_:吊 ･･I,--:Tttご::-_辛 ,I.:懐 幾 :･:義::･_lr工 .;.,.I+:I:,皇 I･'tl;;:,-:_:.,t.i･/潤､_予言 ㌔豆 写 二十し∴ t二∴圭‡こ_∧:こ.

i.圭 与 論 云-:韓 ヰ 育 -牽 ::'';,.‥､木 津 強 言::1':･..,:寺 守 十 ･二二十 立 守 l:;I.::-:i:_-･_:き,'--':~･∴､ ･∴ ･十 十 了 …∴予言∴ ･ 十 三=;こ

寧鰻 豆 ':.～;I:さ工針 撃 :墜it1:LS堕:'5.I;:-:･1';::..I;･･:I:,･:I.二軍 .･::I.'･機 .:::/:･･i･･､::十 ･･∴ ●;:1::I-i-{::言 ∴ ∴ 十 十 .･･;:-/･:･十 .Itl

潤 筆 衷t::;･言や ･-三 吉 ＼ミ∴十 .浩 子十 一告 ~-,1,･予 _斗 ∴ ･'･-∴ 圭 ∴ ::.i.,･./1､､~∴二 ･::.室-:;:'.∴工 .∴ 圭 ~ミ十 'II_:I.I.I,_,:ft;ii::I-::.L.:._I-:-::I,_･.･∴

薫 き 癌∴ モ :,:I-,i:.:,:;'rtT:t'--.-I.i:-,?,:.I:I:I･:---I-1十 妾､璃 歪 む∴∴ ㍉∵ 一一･一言 :I-三･再 :鳶 てtlごキ :.I:If.t~∴ ∴∵:--:::I:･∴･ざ･.,

-･三:I'.0,-



(a ;てこ亘等ゴ-:手.:.葺芋ニ(:I::字音:_]

ア ンケ- トの内容につnて学生から質問があった場合には､基本的に､上記の ｢アナウンス｣の記

載 範 囲 ､ お よびbアンケ- 卜済紙の記載範囲で判断してむもただ<以外にありませんので,｢学生の判

断 に任 せ る｣ と回答してnただければ辛労ですO

e, :':III::'ン′I:.--.-:-二三.?･I:,.N.'､

回答 の終 了した学生から匂教車等に置いてあるマ-タシ- トを太れてあった封筒に回答済みのマー

ク シ- トを直接太れる形で提出してくださいo(教員は旬アンケ- ト記入時には学生のアンケ- ト記

鬼 が 直 接 見 えない位置等で待機するなどの配慮をして滞さn｡甘A などがいる場合には,回収につい

て f,三､号 ･?.-1i-てミ∴ミだて′こても構いませ二′｡二

また , 回答の最後になった学生または 甘鬼 にはb最後のアンケ- トを封筒に入れたあと旬封筒に

封 を して b担当教員にその封筒を渡すように伝えて下さn.そうすることによってb個塵の学生がど

の よ うに回答しているかは旬教員にはわからなnことになります.

こ:--∵ 薫 _:-iL:--;ir::Ii..I,･･:r･--･∴了､う:i_'I;.1'苦二三号二:::-

三 ;-A:---A-(･I､三 ･=̂=t=-I;'T.-:二.,Ii.:-:!三 千 :-I:i:.::,T=:-:-:･i":;.lI_瀞 三･-:I-:三三･E-:.･ミ誉･'::::lI･三二ご=｢∴千三よ さ7%_:S:享::'･fI等≡芋窪再話書三選等･;:::::～,.:.低,-I:-1てこ∴ 二:

三.:;I-;:,:7:::TL':I-;.:-i::-:7":-t･:.?I::r-::-''1;-_/.''II･-:､二.†∵=:･-:-={-･夢;言I,I::･:'7L;::‥-:::･?/I･言草撃み'TT.責ましたマ-,rシー ト∴:;:討帯を宣主語±して
下 さ むも｡ なおb言うまでもなnことですが勺決して封を開けて中を見ることのなしもようにお願いしま

す ｡

また ､残部の∇-タシ- 机ま適宜処鎗して<ださって構いませんo

÷ ;iI･TI;;I,I::I-～;::･J忘.;:･;･ミ･.:-_._-h:.::-::I,I::.ll:.-:ti-宝･.＼､〕三::::.;]宰;_-,/i:㌔--･-:'V'､十･･一∴'-･､●●一二三-::Iiざi:I.I.I..;IL::注:;=ま,三三/･;:;‥三 言 二とこ<..,票‡十で宣告二迂聖

二:_ltl･::■誉責 ~-'l'手 二1.,,.I:-:-j-:ニー~･一一:-:･.,:r~{-:-･一･一㍉二㍉ ニ1:-::I:I::<3':喜i･'.-1:-葺~:･'-:''‡三l:I.二千三.:::･i･:-_I::-::.i.･定言･:,I;7定ま呈ミ;LL.,てf::て‥:た:･=蜜､‡薫

~:二二-:-:::--'r:I;i三.::IlI-III::/･ii_-=lTS:I;二;-:;TI_-i:ill=i;-I:二∴二'.∴丁:":.:･II丁空､至言il/I-Ir~~:･こI1.-::･烹r''=,,.琵1-I:lTFニLF:.;.'fミ烹･曇工賃茸三が苦熱三里こ哲子::キ~':-養鰻今や

::S:::-t'十 -IrJ-::-;:烹烹(_:'IモL:_::,:_::-1Ili1㌦∴二･hi･i:.二号二手:手二王汚ミ享ここ主宰＼こ.'f.･rj耳ir,p:∵亘IL-=1億下室･:二∴

｢ニラ:I-:,:-:Tll豪.窯 -.'=~､ン､I::T--一･::t綾.英二∵二㌦::.･･-二二了てA.:/了

ア ンケ- ト結果は旬成績表の提出後にb個府の科田ごとにブイ- ドバッタさせてnただきます｡主

な 内容 と しまL,てほ旬各評定磯田の選択肢選択率鳥平均値b標準偏差などの基礎統計量とな晦ます.

三七 _ 三 士享三途モゴ二一一･7-､早･71言二三㌦二二表立′まし､てt,三一=:･/ir_?ユー一言̀､∴∴禁こ､:'[;:i/-1､冬注を-fj_…除させていた

だ き ま して 旬回答のみを印刷したものをブイ- 鰐バッタさせていただきますo

また 旬 高等教育研究開発推進センタ-から句アンケ- 卜結果に関する報告書を出版する予定ですが､

平 均 値 等 の基礎統計量を三関しましてはb個府の科田名が直接同定できる形で公表されることはありま

せ ん o

デ - 夕 は 勺個Å情報を含んでお晦ますのでb高等教蘭研究開発推進センタ-においてb責任をもっ

て管 理 nた しますo

--/ :二三 寅 ~-:て-I-::･,:-I-こ-斗'･馨-:r:-i=J益二憲rご,･I:'/I:::.I:=:_r;-A:,:~合志三T::苦言･I..I_i.i

授 業 ア ンケ- 陸結果は勺今後の授業牽兼 官づキュラム等の改善率向上に役立てていただ くことを第一

の 田約 と して魁もますO必要に応 じてb授業アンケ- 巨結果に関して勺先生方に別途アンケー トをお願

ももす る こ ともあ ります し旬またbその解釈の仕方牽,工学部教育のあり笈等をこ関して句授業アンケ-

拒検 討 会やシンポプウム等の機会をもっ ことなども考えられます｡そのような際には､何人かの先生

霜には滝 ご厩身の授業の取組牽工夫をb授業アンケ- 陸結果に基づnて振 り返ってnただきうその報

告をお願ももする場合 もあ 嘩得ます.工学部の先生笈の倣う高等教育研究開発推進セ ンタ-の教員勺学

生なども参加するなどして旬幅広n視点か らの意見交換を通 じて匂授業アンケ- トの更なる利潤を心

がけていただければ幸いですO

京 上
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監参考資料冒遜

成績担当教員各位

2008年3月 (予定)

京 都 大 学 高 等 教 育 研 究 開発推進センター

200冒 年 度 後 期

二 享 章‡章 票 千 二-,I:I- 一 二- 幸 美 三 二 工 て

本年度後期に実施いたしました､工学 部 関 係 授 業 (童 と し て 3 回 盤 及び 且回生対象)の ｢授業

アンケ-ト｣にご協力いただきまして誠に あ り が と う ご ざ い ま し た .

その結果がまとまりましたのでもその出力 を お 送 り さ せ て い た だきます｡

なおb本結果はb処理の都合上､｢成績担当 教 員 ｣ と し て 記 載された先生にのみ送らせていただ

いておりますのでb複数の先生方がご担当の授 業 に 開 しましては､お手数ですが､先生より､勉

の先生方にもご回覧いただければ幸甚です｡

お送 りさせていただきましたものは､｢評定項目に関する基礎統計量一覧上 ｢キーワ- ド上

｢役に立った科目｣b｢今後必要と思われる授業内容上 ｢臣由記述記載一覧｣が含まれてお り

ます｡

｢基礎統計量一覧｣には,各項田ごとに､｢有効回答数上 ｢平均値(あてはまる-躯一一ヰ且-義

てはまちなn)上 ｢標準偏差上 ｢有効固答数に対する各評定段階選択% (鴇-あてはまる､3-

や牽あてはまるも2-あまりあてはまちなむ転 且-あてはまらない)上 ｢項目 『(30)総合的に見

てb由倉にとって意味のある授業だった』評定値との相関係数｣などを掲載しております.

且-鴇の轟段階評定ですのでも中間が望｡5となりま す . 平 均 値 が 望 ｡ 5 よ り大 き い 場 合 は , ｢ あては

まる｣等の項 目内容に静定的な回答が多nこと が ､ 逆 に も 平 均 値 が 2 ｡ 5 よ りか さ い 場 合 はう｢あ

てはまらない｣等の項田内容に否定的な回答が 多 い こ と が 窺 わ れ ま す o な お ､ ｢ 実 験 ◎実習 ◎

演習｣の ｢(3)この授業の課題をこなすために他 の授 業 が お ろ そ か に な っ た ｣ と い う 項田は､

否定的な表現となっておりますのでb平均値等の統 計 量 の解 釈 に ご 留 意 下 さ n ｡

またb相関係数は句一息と+且の間の健を示しb絶 対 値 が 大 き い ほ ど ､ 二 つの変 数 の直線的な

関係性が高nことが示唆され句唾に近いほどb無相 関 で あ る こ と が 示 唆 さ れ る 指標 となってお

晦ます.

｢キーワ- 陸｣､｢授業料田｣等一覧の< >内は 勺 そ れ ぞ れ の記述に関する評定項 田の受

講生の評定値 (堵段階さが記載されてnます.記載のな n 場 合 は空欄 となってもちます｡

同様にb｢感想｣の由由記述欄の上段にある< > 内 の鰻3駿の回答ほも｢総合的に見て､由館

にとって意味のある授業だった｣とnう項田の回答を参考のために記載 したものです｡

なお-授業アンケ- トの結果はも誤差要因も含めて勺さまざまな要因が複雑に絡み合ってnま

すから向斜田間の比較をすることはあまり意味はありません.個府の授業アンケー ト結果の特徴

をも項目間のプロブイ-ル等に基づいて全体的に捉え旬授業やカ音づキュラムの改善に生かすこと

がb本アンケ- 巨の主要な田的となってお ります｡新学期 も間近に控えbご多忙のこととは存じ

ますがbよりよn教育システムの構築を目指 して､アンケ← ト結果を有効にご活周いただければ

幸Wです｡

授業アンケ- トの結果等に開 しま してb内容的 にお気づ きの点などがありましたらち

等教育研究開発推進セ ンタ- の大塚雄僅教授 (OもS限ka@鮎e退隠魯m態ox｡me組立a.k::ニi-I:.I--戊.,{'.'=っ

:17/-i-'1･!､-ご･さ三･3∴ 走 予言㍉.ll--::.敦奉安 く± -ill_11!1_:_.土土工エゴ三並 逗了 /qEさ-･:,C華 :･までお

願n致しますo

立::. 上
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空-夏,養護研究調査.･:iC,韓黒と曾甫--追跡調査 か ら違 えて 昏た こと-.-

酒昇 憾盈 助敏 (高等教育研究開発緒遮麿 S纏 -ラ

(酒井)卒業研究調査についてご報告

させていただきます｡

(以下スライ ド併周)

タイ トルに ｢追跡調査から見えてき

たこと｣とありますが､本 田報告させ

ていただくのは､望00趨年度に学部 魂年

生を対象 として実施 しました卒業研究

調査の望年後､望006年度に実施いたし

ました追跡調査の結果についてです｡

こ の 卒 業 研 究 調査も､先ほどの授業

アンケ- トと同 じ く特色G㌘プロジェ

ク トの一環 として行ってきたものです

がbまずは簡単に背景を説明させてい

ただきます｡陛界的にみると､卒業研

究を行 うカ リ鞍ユラムは非常に特殊で

す｡兼国においてほ､爵0年代に､それ

までは一斉講義型の授業が中心であっ

たものが､デザイン科目とい う授業形

態が重視され､その移行が行われてき

ました｡ こ の デ ザ イン科 目はもA誤配

Tとい う 米 国 の 工 学教育プログラムの

認証機 関 の 認 定 基準にもなってお りま

す｡ こ れ がグロ-パル化とい う流れの

中で 田本の大学にもAってきまして､

8大学委員会 とい う､8大学工学部長

懇談会に設置 されたワ-キングダル-

プで､低学年時に創成科 田 (-デザイ

ン科 目)を導Aするとい う動きがなさ

れてきました｡

こ れ は 北海道大学のホームページ

か ら の抜粋ですけれ ども､創成科 目と

い うのは了基礎理論に対する知識の準
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備なしに､具体的な目標のはっきりした､しかし方向や結果についてはやってみなければ分か

らないし､解も回答者の数だけ存在する｣といったような問題に学生を直面させるとい う特徴

があります｡これ と関連 してスライ ド右側に挙げたような目標が定められてお ります｡これら

の目標は後ほど説明いたしますアンケ- トの項 目としまして､参考にしてお ります｡

(スライ ド一つ戻る)一方､京都大学は研究大学ということでもいわば大学院も含めた一質

教育になっているわけですけれども､大綱化以降､教養が全学共通科 目となり､大学院のみな

らず､学士課程の中でも4年一貫教育ということが謳われてお ります｡先ほど大塚先生のお話

にもありましたように､望006年間題 ということで､専門教育を受けるに当たって､数学や理科

の学力が不足 している学生が入ってきたり､総合的学習という科 目を受けてきてお りますので､

先ほど申しました創成科 目で期待されている能力とい うものは､高等学校の段階でもう既に養

われていた りとい うことも考えられます｡ですから､京 都 大 学 で ほ も 学 士 過 程 段 階 で は 専 門 館

野に参入する前提 として､基礎を重視 したカリキュラム を 構 成 し て お り ま す ｡ つ ま りも ス ラ イ

ドの下の方にある去うに､｢京大工学部では既存のカ リキュラム を よ り 充 実 させ る と と も に も 基

礎教育に力を呆れ､創成型教育で期待される力は魂年次に卒業研 究 な ど で 養 わ れ る カ ジキ 丑 ラ

ムを編成｣しているという方針を採ってきてお ります｡詳 しくは京都 大 学 新 工 学 教 育 プ ロ グ ラ

ム実施検討委員会のホ-ムペ-ジなど

をご参考下さい｡

次に工学部卒業研究調査について

説明します｡工学部の卒業研究をはじ

めとするカリキュラムでは､卒業研究

以外にも実験 ⑳演習科 目や講義科 目な

どがございます｡その効果を客観的に

測定して評価するとい う目的で､学生

に対 してアンケ- 卜調査を行ったわけ

です｡

今回は追跡調査ですが､望鍼後年度の

工学部卒業見込み者､従って当時の4

回生が対象になってお ります｡ 2年後

に行った追跡調査ですから､大学院や

企業での経験を踏まえた､より客観的

な視点から回答いただけると期待 して

本 調 査 が 計 画 されました｡

今回の調査についてご説明します｡

2004年度の卒業見込み者は 且,0望望名

でしたが､今回アンケ- トを配布でき
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たのは 8且4名です｡ これは学外の対象者 3且名を含むのですが､学外者についての個人情報を

入手するのが難 しかったとい うことで､アンケー トを配布できなかった対象者が 200名はどお

ります｡回答者数は 322名で､配布数に対する割合は約 4割でした｡結局､ほとんどが京大の

修士 2回生が回答 したとい う形になってお りまして､残念ながら当初に期待 したような社会人

や学外進学者からの回答は少なくなってお ります｡

実施手順についてですが､学内分については 200冒年 2月に学科事務などを通 じてアンケー

トを配布 ◎回収､学外の対象者に対 しましては個別に郵送 して 6月初旬までに回収 い たしまし

た｡この結果の素データは､工学部の講師以上の先生方を対象に速報版 とい う冊子をすでに配

布いたしましたので､そちらでご確認いただければと思います｡

次にアンケー ト項 目の構成です.お

手元の3枚 目以降の資料をご覧下さい｡

アンケー トは全部で 98項 目､ 8ペー

ジの冊子になってお ります｡Aから互

までの 98項 目で構成 されているので

すが､今回ご報告 させていただくのは

音 で 示 し た 一部の項 目についての結果

です｡ほとんどは 盟の鋼 年度の質問項

目と同じ内容にな?ているのですが､

望006年度のアンケー トで追加 した項

目は､例えば ｢ボケゼ ミG､ア ドバイザ

-制度､工学倫理の履修 ⑳利用状況｣｢学部教育の中で最も役に立った授業｣｢学部教育全般が

今のあなたにとって意味があったかどうか｣などの項 目です｡

今回は時間の都合で報告できませんが､例えば先ほど申しました ｢役に立った授業｣が具体

的に書いてあった りJ桂キャンバ

スをどうい うふ うに感 じている

か｣の自由記述などから､今の学

生がキャンパス移転に関してどう

考えているのかを読み取ることも

できると思いますので､この辺 り

は､先ほどご紹介 した速報版をご

参照いただければと思います｡

この後報告 させていただく質問

項 目群BからEについてご説明し

ます｡BからE群は､閉 息0から

問 85まで､各鮮それぞれ 且9項 目

ずつあるのですが､B群が卒業研

〇㍍≦;お先 *' 襟栄★:●◆仰山Xや㌍や:義 Y<LJ一〇〇一一一▲1増やケ■■■柵;■■ー謹 *繍I.㌔導賀′AV駕怒
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究､C群が専門科目の中でも講義形式のもの､D群が実験 ⑳演習形式､監群が全学共通科目の

理系科 目B群について､全く同じ質問を繰 り返 してお ります｡且9項目の前半は､先ほどご覧い

ただいた北大のホ-ムペ-ジを参照いたしまして項目化した､創成科目で身に付くと期待され

ている項 目です｡例えばチームで問題を解決する能力や､リ-ダ-シップを高めること､プレ

ゼンテ-ション能力を高めることなどです｡後半は､それ以外に京大工学部で身に付ける基礎

的学力など､京大工学部の卒研やカリキュラムで身に付くと期待されているような項 目を集め

ています｡

今回の報告に関して､三つの視点を

最初に提示 したいと思います｡まずは

望006.年度調査の結果です｡先ほどご説

明しましたBから監群の集計結果をお

示 しします｡その後に 望004年度調査

との比較を行います｡

次に2点目です｡望004年度の調査で

｢工学者 としての倫理を理解 し､身に

付けること｣ といった項目の評定がか

なり低かったので､望006年度の調査で､

｢工学倫理｣の履修状況について質問

項 目を追加 したのですが､この授業の

履修者 と非履修者でどういった違いがあるのかということを分析いたしました｡この違いにつ

いてご紹介 したいと思います｡

3点 目も今回新たに追加 した項目で､閤 90に学部教育の意味を問 うた質問項 目があるので

すが､その項 目とBから監群､つまり､それが役に立っているかという項目との関係について

見ていきたいと思います｡以上の3点について報告させていただきます｡

まず 1点目です｡これはB-監群の

望006年度の結果です｡横軸が項 目番号

です｡閉 息0､且且､且望､息3-となって

お りますが､これらはB群の番号に対

応しています｡縦 軸 は評 定 平 均 値 で ､

4件法で回答して い た だ き ま し た の で ､

最大値が4､平均 が 望｡島に な り ま す ｡

グラフの記号は了 ⑳ ｣が卒 業研 究 J □ ｣

が講義形式､｢△ ｣ が実験 ◎演 習 形 式 ､

｢O｣が全学 共 通 科 目 で す ｡ こ れ を 見

て いただく と お 分 か りのとおり淘卒業

研究が役 に 立 っ た と 答えている項目が
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もっとも多くなっています｡左端の枠で囲んだあたりは､卒業研究についての評価が落ち込ん

でいますが､グラフ左半分の創成科 目で期待される力では､実験 ⑳演習科目で補われていると

い うような､相互補完性があるという関係も見られます｡真ん中の枠で囲んだあた りは専門分

野に必要な基礎的学力についての質問ですが､こちらも卒業研究よりは講義形式の方で養われ

ている､役に立っているというふ うに学生は感 じていました｡先ほど申しました工学者倫理の

項 目については､今回も､この四つの形態いずれにおいても評定値が高くなく､すべてが平均

以下であったとい う結果になってお ります｡以上のような傾向になってお りますが､これを見

る限 り､望006年度の結果は､200趨年度の結果とほぼ同じような回答傾向になってお りました｡

これ らは 望00後

年度 と 望006年度

の経年比較を示 し

た図で､左上から

卒業研究､講義形

式､左下が実験 ◎

演習､最後が全学

共通科 目となって

もヽます｡これもさ

きほどの図と同様

に横軸が質問項 因

になってお ります｡

例えば卒業研究を

見てみますと､閣

エ‡､とか雫 TL･二､､享

門分野の内容牽ス卑ルに関しては､2006年度に役に立ったと回答 している学生の割合が若干減

っているとか､至らない点を知ることや､最先端の知識に触れることという項 目についても､

統計的に若干下がっているとい う傾向が見られました｡これは大学院を2年経験 して学生が毎

分に対して謙虚になり､｢あのときはまだ分かっていなかったな｣とい うようなことを感 じての

変化かもしれません｡

講義形式については､軒並み創成型教育で期待されている項 目について評定が有意に上がっ

ているとい うような､面由い結果が見られました｡ これ も2年たって幅広い視点を獲得 したと

い うことがあるのかも知れません｡お手元の最後の資料 2に､卒業研究に関する自由記述をま

とめたものがあるのですが､上位カテゴリ-､下位カテ ゴリー とありまして､ 3のb ｢視点の

広が り｣とい うところで淘｢幅広い分野の知識が要求され､その知識が身に付いた｣｢自分の専

門分野や研究分野に関係がなさそうなことでも､何か役に立つものがあるのではないかと考 え

るものの見方が身に付いた｣というような､望鍼後年度には見られなかったような由由記述の 傾

向がありました.そ ういちた幅広い知識を獲得する意識を得たとい う傾向がこれ らに現れて い

ると思われます｡
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実験 ⑳演習科 目につ い ては､コミュニケ-ション能力一点だけが変化 しています｡

･最後､全学共通科 目 B群ですが､これも先ほどの幅広い視点ではないですけれ ども､創成科

目も工学部で期待 され ているカを問わず､全体的に馬望鍼過年度よりは修士 望回生時点の方が評

価が上がってい る とい う結果になりました｡

望点 目は工学倫理の 履修 ◎非履修

による効果につむ､てせず｡工学倫理

の受講状況についてですがも酌 量労

の 且が ｢工学倫理｣を受講 したとい

う結果になってお ります｡｢ほい｣が

受講 した群ですO画房もヽことにも講

義形式の ｢工学者 としての倫理を理

年 上 ･i-i･_I:,:I:二亘.三∴∴壬.｣(.:::I./I:i.-言二

管.､巨′､･十 て.｣と三宣 したチモif-'l･竿キ-･･:･':･

評定平均値は 望中温鴎だったのですけ

れ (i･:'-(ii:- 葺き享で･せ こ言 1三･十. 二 ･;=∴

も上昇 してお りました｡ で す か ら ち

｢工学倫讃墾｣を受講 す る こ と に よ り 泡 こ のように評定が上がる%役に立ったとい う回答をする

学生が増えるとも､うこ と が 分 か り ま す ｡

全学共通科 目迅群 も 同 じ よ うに ｢ 工 学者 としての倫理を理解 し馬身に付けること｣といった

項 目が ⑬◎望盛上がってい る ので す が も これも ｢工学倫理｣を受講 したことによって､工学者 とし

ての倫理に対する意識 が 高 ま っ た 結 果ではないかとい う推測ができるわけです｡

下の画像はセンタ-が行 っ て い る 公開授業の様子ですが%先 田も｢工学倫理｣の第 且週 目の授

業を公開していただき私も参加も満たしました｡第 且週 田だからかもしれませんが､学生が教室

にA りきれずに廊下からはみ出しても教室の後ろにある階段に寝そべ りながら授業を聞いてい

た りずるような学生がいるほど大盛況の授業でした｡例えばこの教室の規模を大きくするだけ

でも ｢ほい｣の割合が増えて淘全体としての ｢工学者 としての倫理を理解 しも身に付けること｣

とい う項 目につも満ての評定値が上が

るようなことがあるのかなと感 じま

した｡

最後の点です.総合的な質問項 目

でも問 9⑬｢卒業研究を含めも工学部

の学部教育全般は滝現在のあなたか

ら見て意味があったと恩Wますか｣

ともヽ う質問をしてお ります｡この評

定平均値は 盈◎63で淘一見評定値が低

i見えるのですが､先ほどの ｢役に
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立った｣とい うBからE群の項 目と違いまして､｢意味があった｣を且点として､｢意味はなか

った｣を4点としていますので､得点が低いほど意味があったとい うふ うにご覧下さい｡

この項 目と､先ほどのBからE群の各質問項目について相関を取って､相関が高かった項目

を抽出したのがこの表です｡縦方向に見て2項目以上､相関が高かったと判断された項 目を下

にざっと抜き出したのですが､これは問 90について ｢意味があった｣ と答えた回答者がどの

授業形態で意味があったかとい うことが分かるとい う関係になってお ります｡例えば ｢問題を

解決する能力を身に付けること｣と答えた人が､どの授業形態でそ うい うふ うに感 じているの

かという関係が分かります｡これで気が付くのが､創成型の教育で期待されている項 目よりは､

基礎を重視 したカリキュラムなどで身に付くと期待されている項 目の方が抽出されている割合

が多いとい うことと､｢専門分野に必要な基礎的学力を身に付けること｣というのがすべての授

業形態において役に立ったと答えてことです｡このように工学部の学部教育に ｢意味があった｣

ことと授業形態との関係について､太ざっぱな傾向がお分かりになると思 い ます｡

最後のスライ ドで

す けれども､先ほど

の 閤 90で､｢意味が

あった｣｢やや意味が

あ っ た 上 最後､｢あ

ま り 意 味 が な かっ

た ｣ ｢意 味 が な か っ

た ｣ の 三 つ の 群 を 分

け て プ ロ ッ ト し た の

が こ の 図 で す｡ こ れ

を見ますと､それぞ

れの授業形態で ｢意

味があった｣と答え

た学生の方が㌔それ

以外の群と比べても

すべての項 目で役に立ったと答えています｡上下方向の三つのプロットの最大と最小の幅が､

赤の枠は 且｡⑬以上で､オレンジが 0｡8-且｡0というふ うに､ 且と3､4の回答が大きく離れてい

るものをピックアップしてみたのですが､例えば項目Bの卒業研究の閉 息0のような項 目は､

おおむね ｢意味があった｣｢やや意味があった｣と答えているこの二つのプロットは380を超え

て､非常に高い値を示 している∵方､｢あまり意味がない｣と答えている学生は､平均の 望透 よ

りも低いとい う値を取っています｡この傾向が多くの項 目で見られることがお籍か りになると

思います｡

ですから､修士 望回生の段階で､｢あまり意味がなかった｣｢意味はなかった｣ と答えている

学生が､どうい う項 目で不満を感 じているのか､あるいはつまずいているのか､とい うことが､

おおよそお分かり頂けるかと思います｡
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以上で報告を終わらせていただきます.その他の学部別の結果やも由由記述の分析などにつ

きましては､年度末に報告書を出させていただきますので､そちらの方でご参照いただければ

と思います (拍手)｡

(湯浅) どうもあり

がとうございました｡

ちょうどキャンパスの

チャイムが鳴 りました｡

時間があま りないので

すが､今の調査報告に

関して質問がありまし

たら､簡単な質問なら

今お受けできますけれ

ども､よろしいですか｡

では､後に回すこと

にしまして､ここから

ほ｢教育改善に向けて｣

とい うことで包まず｢私

の授業-ア ンケ- 卜結

果を受けて-｣とい う

チ-マで､授業を担当

されている6人の先生

方に順にお願い い た し

ます｡まず は 五 十 嵐 先

生､よろしi お 顔 附 し

ます｡
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3⑳教育改善に向けて

ど--I...一㌦ 圭′二薫亭主･､--/:丁二了十-∴主等菜::,i:;-:::;:i:;Hr-:I-'∴-･一

蓋車嵐 霧 潅教授 覆轍穣霊学観語

(五十嵐)都市社会工学専攻の五十嵐で

す｡私は地球工学科の講義を担当してお

りますo今回､地球工学科の代表 とい う

ことでb｢波動◎振動学｣の講義について

ご報告させていただきたいと思います｡

波動◎振動学は勺生木コ-スの3回生

向けに配当されても鴇る科因です｡地球工

学科では､ 且年生b 2年生で全学共通教

育および初等専P習教育を行 うわけですが

3年盤に息がる時点でコ-ス鎗属があり､

この時点で立木工学コ-ス､資源工学コ

-スb環境工学コ-スに鎗かれる仕組み

I:ItTH三･二-,:十 ます.,二手二学芸は ‡:≡,i=三.:TJI･羊

;妄ミキ､‡.,:::十･三∴.とで､二･日-Tl::‡菩t:ナノ二

最初の時期に出会 う講義ということにな
ります｡一学年全体で約盈鳳趨名が金木コ

-スに進みますが淘波動⑳振動学はその
盈鳳趨名金属が履修するとも掬う性格の科田
ではありません｡太体b登録者数で趨⑬

私の授業 -アンケート結果を受けて-

:-二 三::一三 三 -幸 二

(工:.i-i-L':.:二.ニ:-:Jl-,-:;;≡･:;:二二二=p---t1.17;..17音 盤':-:-ff三g'tll.)

霊寧研 究科 都市能会志学専攻

:-･_-11十 .::i--:-:it畏

名､常時出席者の数で望8名程度ということで句地球工学科立木3-弟の甲でも比較的限られ

た学生が選択するという位置付けの科因になっても滝まず｡

この 趨⑬名句ある摘 ま望盛名の内訳ですが鴇配当される3回盤前期の学生が圧倒的多数かと言

えば馬実はそ うも掬うわけではなi句例えば飽慧-弟の学生のぼか句特に魂回生牽多年度の学生

I.,:享':,≒､､㌔･雫葦室こ…′＼工!＼･テ二十‡--二二寺号.I:/=庵 ､･=.'丁こl､了∵cI,=::･:-豆 享､J､ぎナC ､,Ic:･T=テ'-f=削.::=-ですが､誓茸>:-

振動学 とも滝う科 因を 3回盤の前期の時点で取る鬼とも滝うのはbこの分野の科 田に興味があると

:か. て∵II'-:t･･･､_i_/･†::･･-i:::/I･TIi:千㌦.よ デ,tII1-:t･-..,,;.:ち.･':-i;::I:･t,tI:,･:_.三主,:,::::.な､二き∴丁 子壬･::1き,I･lTI-/=1-ミ善さ.ミ-･.J土工ip.賢

に､∴ 三､,＼･上室-董卓/ユ≡霊(-1･･t･I.,､テ二.,jl･tf･∵苓ギ ､..･-:t､.草生＼T:-ll:i千丁工,･､､ごと.I:′､テ十 .-1∴パ11.1･''･キ~711-攣T-;:･':~C:=三r､

テr･77･;I-.｡ I:-:-::,i-･･L･･rI.;7J_善夫千丁､､二､二∵工 ､関 工がL.-::､∴:I_∴∴ ll.I:三･･､..t･=I､享≡､≡三幸 ,::I:I_1㌦､≡ -･?::･,/_-!､Ii:享主二

手::-,主下草:,･:I壬:.:iJ,､1.=;I-≡守 ′二:､~Uご∴tI-:I/＼十,;::喜･-I17:.I-工 TE-:l'.一手､.I.

授業形態に開しましてはb趨⑬名程度ですので 且クラスとし滝二鬼の教農で鎗担ずる形で進め

てお ります｡
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授 業 内 容 に つ い てですが､波動 ◎振動

学に 相 当 す る 内 容 の講義とい うの は､恐

らく他の学 科 あ るいは全学共通教育科目

にも同様なものがあるかと思います｡こ

の科 目では､特に土木コ-スでの開講と

い うことで､土木工学における振動の基

礎理論や､土木構造物あるいは地盤の振

動問題や､地震工学 ◎耐震工学-の 橋 渡

しを強く意識 した内容になってい ま す ｡

このスライ ドでは､第 且回から第 且3

回までの講義中で扱っている内容が害い

講 義 声.;I.容

･豊東芝撃における振動◎基礎理論と実際鈎応済

･藍本構造物i地盤鈎振動問題､地震霊草を恵漁

回 内 容(平成19年度) 担当

1 ･構遺物の渡勤現象と運動方程式の 清野
概脱

･塩 魚虚底の運動方複式

2 ･線形微分方程式の解法 清野
･自由凌動く親愛系.非滅褒系)

3 ･強制簸勤の解法とその時機 清野

4 ･地震計の原理 清野

5 ･不規則外力による応答と蕗答の数値 清野
計算法

･応答スペクトルの考え方

6 ･佑答スペクトルの利用 清野
･非線形簸鞄のエネルギー的静腐

7 I.塵且亀鑑義の定義と運動方穏或 五十嵐

8 ･棲勧モードの 五十嵐

鳩 由簸鞄の初期値問題

･液嚢行列と減衰巌鞄

9 ･簸勤モードの数値計算法 五十且

･強制簸勤とモーダルアナリシス

･多自由度系の支持点変位鹿巌

10 ･塵塵鮭(弾性体)の簸鞄モデル 五十嵐

･せん断接動/曲げ簸勤の定式化 と

鶴

ll ･-様弾性腐肉のせん断波 五十L

･P波/S波 / 境界免停と反射/

1/4波最劇

･一様単性層を伝播するSH波

12 ･分散曲線 五十嵐

暮位相速度と欝適度

･波動の分散性

てあります｡例えば乱臣由度系の概念からその運動方程式といった初歩からの導武から始まり鴇

地震計､応答スペク トルなどの基本的な問題を扱い､それから多自由度系､連続体鴇弾性体の

振動 ､波動などの題材に向けて順次展開されているという構成になっています｡基本的な鴨 例

えば全学共通科 目との関連性が非常に強いものか ら順 々 に専門的な内容にAってbこれは順 次

積み上 げていきましてb必ず前に習ったことが鴇後 ろでそれ を利潤 してさらに先に進むとい う

形 になって いますので､ある程度積み上げ型 の科 目にな って います｡

全 且3回 のうち､前半が清野准教授勺

後半は五十嵐が担当するとい う形になっ

ています｡前半と後半で別の教員が分担

しているとい う事にどのような影響があ

るか､ということが一つのポイン トと 考

えてお ります｡ここで､二人でどのよ う

な方法を使って講義を行っているかを ま

とめた表を作ってみました｡例えば黒板

の板書きは､ほぼ毎回履いています｡そ

れから､講義プリン トも大体使ってお り

::Ii_:--辛 ,-:::_:-:_:-_;-?

回 l方法 l1 2 3 456789101112清野 五十嵐
黒板での板書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○

討苧プ:)∴ト ○ ○ ○ ○ ○ 許芽売声
讃プ茄賢…三㌢I- ･//i-:蓋葦髪jL'影常常

pc+プロジェクタ(プレゼンテーション) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

pc+プロジェクタ

(pCソフトによる実演デモ) S<-鋒妻

演習課題出題+解説配布 ･F::ラ⊥l茄子p,∵ー㊨ ド ○

･･･舘 三針 い う篭･-十 無 産 ご無 芸i.I,iJL 小 菅:'里 -

･J誤 字 浦 きま 芋 :,ip:_号 言 主演 工 撃:IL5-健二.

ます｡それに対 して､PCとプロジェク タ ー 鴨 つ ま り 例 え ば 野⑬w e影野⑬豆弧恵 を 周 いた講義は前半

が多く､後半ですとPCソフ トによる実演 デ 菅 を 周 い る 機 会 が 多 くな っ て います｡それらに加

え､演習課題の出題､朴テス トとその解説などが 併 潤 さ れ て い ま す ｡ これをざっと見ていただ

くと滝前半と後半でスタイルがだいぶ違 うとい うことに お 気 付 き いただけるかと思います｡実

を言いますとbこれは二人の教員の間で話 し合って､それぞ れこのようなスタイルに切 り替え

ることに決めてそ うしたとい うわけではなくて､二人でそれぞれ一番教え牽すいと思っている

スタイルで教えることとしてb結果的にこのような授業形態になっています｡

前半は､レポ- トの出題牽その詳細な解説鴨それか ら/3､テス トなどがかなり重点的に扱われ

てお りますので､どちらかといえば懇切丁寧で､なおかつ能動的に学生が手を動かすことを要

一･'!4-



求するとい うようなことが特徴ではないかと思 います｡それに対 して後半については､表の中

で ｢講義プリン ト｣の項目に色を付けて強調 していますが､これは講義プリン トの作成 とそれ

を履いた解説に重点を置いているとい う意味です｡講義プリン トは完結 した内容になる形を目

指 して作成 してお り､それをじっくりと読んでくれれば､授 業 で何を本当に知ってほしい かと

い うことが分かるように作ってあります｡それから､最後の 方 では､実際にどんな現象が 見え

るのかを実演デモを通 じて見せることを行っています｡こうした学習材料を授業の中で提供 し

た上で､学生はそれらを自力で うまい具合に使いながら理解する､とい うプロセスに重点が置

かれているとい うことになると思います｡あえて言えば､消極的な学生の場合は受け取ったら

それでおしまいとい うことになってしまうかもしれません｡

このように前半と後半が異なったスタイルで行われているとい うことになりますが､内容か

ら言えば､前半はかなり基礎的な部分の積み上げですから､TAの人にもかなり手伝ってもら

っている演習あるいは解説の提供､ また後半はその積み上げであるので詳細 な 内容を学習 した

り考えたりする材料を提供す る と い う 方

法は､学習段階に適 した使い 分 け に な っ

ているのではないかとも考えて お ります｡

このような授業方法の違いは､一体ど

のような影 響 が あ るか とい うことは少 し

気になるとこ ろ で す ｡ これは､横軸が前

半の講義分 に 対 応 す る成績で､縦軸が後

半に対応する成績を示 したもので､この

二つの間にどんな相関があるかとい うこ

とをプロットしています｡一見したとこ

ろでは､やはり前半の授業が効果を上 げ

ている学生もいれば､後半の方が 良 い と

い う学生もお り､一概にどちらの方 が決

定的に良いとい うわけではないようです｡

また､前半後半どちらでも同じような成

績を取っている分布に対応する学生の一

群も見受けられ､このような分析を通 じ

て､より教育効果の高い授業の進め方を

検討できるのではないかとも考えていま

す｡

そしてbこの講義についての授業アン

ケ- トの結果ですが､例えば ｢教科書､

参考書､プリン トが学習の助けになった｣

とい う項 目とか､それから ｢成績評価の

盛鞄歯勉学成績数寄圏

｢＼ ◆ 0

◆ ◆ 令 * ◆◆ ◆
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㊨

う 卜 ＼

′ヽ(全 ツ60 イン)
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槻 感興店)台分■身命雫曹填畏尊について ■事象 JFN qt t ‡ 3 4

(1)シうItス桝にした 2N 2.561魚卵
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方法や基準等が明らかにされていた｣といった項目が高いですね｡これらの評価が高いのは､

前半か後半のどちらによるものかは､アンケ- トでは分離されていないのでわかりません｡な

いものねだりかもしれませんが､担当教員ごとの評価項目があればそうした分析も可能だった

と思われます｡それから､｢教室環境に問題はなかった｣という項目がかなり高い点数ですが､

これは工学部 5号館の改修工事で新たに作られたばかりの共通 且講義室での授業であったこと

で､新 しい教育環境整備をしたことで､教室環境には-満足度がかなり高かったということでは

ないかと思っております｡それから ｢内容が整理されていた上 ｢総合的にみて句画分にとって

意味のある授業だった｣といった項目が高いという結果でした｡高評価は非常に結構なことで

すが､どういったところが高い評価につながったということもまた詳細に見ていかなければな

らないと思っています｡

ちなみに一番低い方で目立ったのが､｢授業中に学生の質問◎発言などを促してくれた｣とい

う項目です｡これが一番評価点数が低いのですが､それでも望｡5日ま超えているということであ

まり重大視することはないかもしれないことも頭に入れつつも､これは難しい項目です｡学生

の質問や発言を促すことに積極的な先生方も多いとは思いますが､この科目の授業スタイルの

中で､どのように扱 うべきかは少し気になるところです｡

ここから特に､私の方が担当しました

後半の話にちょっと重点を置いてお話し

します｡例えば､ここにサンプルのペ-

ジを持ってきましたが､各回で行 う講義

の内容をまとめ､ほぼ教科書と同じよう

に､必要な数式もその説明も記載してい

ます｡逆に言いますと､これを読んだ上

で全部完全に理解してくれれば､その回

で習 うべきことはすべてマスタ-できて

いるという位置付けで､かなりしっかり

作っているつもりです｡これが果たして

結果的によい かどうかということですが､

先ほどのアンケ- トから言いますと､プ

リントはかなり良かったという記述はあ

りますので､この辺は評価されていると

考えています｡

それで､こ れ を 作るときに一つ心掛け

たのは､毎 回 A 魂 判6ペ-ジ以内に抑え

るということ で した｡本当はもっと長i

書いた方が内容は充実ずるのでずけれど

後 学 -;棄 嚢 二::1:--二 ∴ ∴ --I-_I : :I三 三 二 -:-: : , ∵ ∵
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う場面を以前に経験 しましたので､短めにまとめるとい うのがこつではないかと毎分で考えて､

そのような原則にしています｡同時に､特に本当に重要な事項を印象付けるとい う目的を心掛

けております｡それから､毎回きちんと完結するようにするとい うことも守っています｡前提

条件から論理を組み立て て いって､有済な席論が出てくるとい うプロセスを特に見ていただき

たいとい うことで､なるべく流れをうまいこと把握できるようなことを心掛けてプリン トを作

っ て います｡

た だし句反省点ですが､意欲が強くて能力の高い学生については物足 りなかった可能性も

あ る の で はないかと思っています｡内容牽分量を抑えていますので､取 り上げた題材をより詳

し く勉強したいとい う学生のために､例えば参考書はこういうものを読みなさいというような

ことも別に奪えるべきだったかなと思っています｡ちなみにこの講義では､参考書や教科書は

全く使ってお りません｡

それから､授業の中でいくつかデモを

行いました｡これは一つの例ですけれど

も､例えば鴇望画商度系の兼学モデルの

ようなものの挙動をコンビ認-夕-の甲

でシミニT/,一･シ≡ンして､そ.･の蒙で茸か

して見せることで､授業で出てきたこの

式が表 している畳の意味はこれで淘この

ような挙動に対応 します､などの話牽､

あるいは波動の理論でしたら､どんなス

ど- ドでこの挙動が伝播 していくかなど

の事柄をも実際に視覚的に見てもらい理

解 してもらうことが一番の狙いです｡デ

をを動かすための計算機ソフ トのセット

は毎分で一生懸倫搾ったのですがbこの

ような因に見えて動i動画の教材などが

あると淘学生からの注目度はかな り 高 い

ような気はします｡ しかしな が ら ､ ア ン

ケ- トを見ると､こうしたデモが す ご く

段かったなどのようなコメン トは見当た

らないので鴇学習効果にどれだけ効果が

あるかとい うのは依然未知数とい うよう

なところがあるかと思います｡

私の中の反省点ですけれどもち由由記述の項 因の甲で､｢後半の講義は先生の声が聴き取 り

づらかった｣とい うようなコメン トがありました｡私の話し方のくせ牽､発音が聞きづらいと
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い うこともあると思 うのですが､それに

加え講義内容を絞ったっもりではあって

も､ゼ うしても十分に説明を入れたい項

目についてはやや詰め込んで､かなり早

くし率べっているとい うようなこともあ

ったのも一因と思っています.これをど

のような形で改善してい く か が 課 題 だと

思っています｡それか ら ､ 先 ほ ど あ りま

し

た ｢授業中に学生 の 発 言 牽 質 問 を 促 す雰

囲 気 ｣ の改善です が､ こ れ は 難 しい と思

い ま す.特 に後半につい て は 難 し い と考

こ-:-":-:::_-:-----∴-二二 二二三 二王 ::_::--予 ∴ 三一

･項目:授業g≡関する匠悶象慮邑改尊慮田感想(記述責)

章▲洩,-Y-'::･･車重烹棄豆潰走‥持繋が軒キ即.巨二Y;!L,:._Ii,:I.:ILLサー_.i
(閣-童観望件)

･:薄酎軒離:.十･十一ミ≡主音産::--::_:'.:A:･-:{t':A,;;1･ま.Lt菌叢G鹿島さ{工■I,.:
講義内容が単車多≪詰め込み気味菅も畢田になる
鋸,-i,t･一一:･藁･三･

･項目:授業車を≡学生◎発雷由質問を促す雰囲気

i::･･雛iT,3､､t言Izu;･･;I;薄癌性垂;I-,-I-r･:3とyir31弓難●':､

えています｡ なぜかと言いま ず と､ どうしても暗闇を取って説明しておきたいこととい うのは

多 も､のですが勺そのため例 え ば質 問の発言をゆっくり開くとかちそのための暗闇を授業中に配

分 す ることがなかなか難 しい とい うことがあります｡

こ れ か ら どのように解決 して いっ たら良いかほ課題 と考えています｡

ち な み に 滝工 学部とは別に地球工学科でも掬破 顔に授業アンケ- 匹を実施 しています｡また滝

講 義 日誌の傍成など講義記録の蓄積を学科として行っています｡蒐ほどお見せ した表などほ句

こ うした講義 日誌牽記録を元に作成 したものですoそれ らを総合的に見ても､きながら句授業の

課題や改善を検討ずるとい う活動をしてお ります.以史です｡ありがとうござも､ました(拍手)0

(湯浅) 五十嵐発生､どうもありがとうござも､ました｡ではも続きまして物理工学科の上野

発生もお願もヽいたします｡

塵野 健爾 教授 ∈物理量学科∋

･⑳⑳上野先生の発表部分ほも非公開となります｡⑳◎◎

(湯浅) 吏野先生句どうもありがとうございました｡それではb次は電気電子工学科の佐藤

先生勺お願いいたします.
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佐藤 教授 (電気電子孟学科)

今の大変格調の高いお話の後でやり

にくいのですけれども､私は1年生の

演習科目についてお話させて頂きます｡

電気電子工学科では1年生の最初の科

目として､火曜日の5時間目に電気回

路基礎論という講義科目があります｡

これは､ともかく最初に電気のことを

分かってもらう､特に高校の物理との

違 い を分かってもらうための科目です｡

こ れ に続いて､水曜日の5時間目に学

~主十 三責 三三::T字 ,_I壬子 宝 -:___,/-L-I

電気電子豊学科

佐藤亨

科を3クラスにわけて3人の教員が前田の演習を行います｡私はこの演習を担当しております｡

それ以外にTAが6人､さらにレポー ト問題の解説に別の先生が2人付くというふうに､非常

に豪華なメンバーでやっている科目です｡今の上野先生のお話にもありましたように､学生の

評価が高いのはこのようにサービスの行き届いた科目であるからと思います｡

(以下スライ ド併周)

｢自然現象と数学｣は､今は全学共通

科目ですけれども､実は以前から同様の

内容を専門の演習科目としてやっていま

した｡それが 望006年問題に関連 して､

高校の数学との間をつなぐための科 目と

いう位置づけの全学共通科目に移ったの

ですが､内容としては､電気の専門科 目

のつもりです｡ 且年生の前期配当ですか

ら､今のお話にあったように､高校生向

けのガイダンス科目でもあります｡高校

鶴 沼⑳概 要

･頂卑生前期配当(高校生向け◎潜宵夢sg鼠)

･電気電子霊学歴数学◎関係(深齢瀞だ璽)

･電気画路⑳徴鎗露程武官≡よる表現

･過渡現象から定常状態(交流)♂も

:/_::÷--≡_,-/:I-':A

の物理の中の電気というのは､学生は数学と関係が深いなどとは全然思っておりませんが､実

はこれはもうほとんど数学だということを分かってもらおうというわけです｡

実際にやっていることは､電気回路を微分方程式による表現で解かせるということをするわ

けですが､まず微分方程式自体を知りませんので､その概略を講義した上で､過度現象の解か

ら定常状態の扱いを教えます｡微分はjw､正弦波はejw tになって､インピーダンスが複素

数で表現できると､教えたいのは実はこのことだけです｡講義は別にあるわけですから､それ

を演習で体得させるという､非常に丁寧なことをするわけです｡こういうことをするので恐ら

く評価が高いので､私の講義がいいというわけでは決してないと思っております｡
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ます｡最初に講義が2回あ堕まず｡三の
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評価をいただきましたので､よい点 ◎

惑い点とい うのを､まずよかった項目か

ら選んでみました｡実は西本先生が悪か

ったとおっしゃっていた ｢授業中に学生

の質問 ◎発言などを促 してくれた｣ とい

う項目は､私はここはちょっと鼻が高く

て､大変高い評価です｡これはどういう

ことをしているかといいますと､要する

に､口うるさく ｢質問はないか｣｢分かり

ましたか｣ ｢分かった? 本当に分かっ

薫美喜子;≡I:I'主∵㍉章IIi

㊨(18)クラスサイズ(受講番数)は適切だった
㊨(12)授寒中に学生の霧閤4発言などを促してくれた
･(25)由労が専攻したい領域にとって重要な内容だった
･(19)教室環境に問題はなかった
･(30)絵禽約にみて､自労にとって意味のある授寮だった
･(鋼)尊えられた課題にきちんと取り組んだ
･(09)授薬の目的が示されていた
･(06)疑問点など友人に聞いたり話し合ったりした
･(10)どこが重要なポイントであるかがよくわかった

3.57
3.55
3.50
3.48
3.48
3.40
3.38
3.36
3.36

㊨(2重)か)キュラム◎車での位置づけがよくわかる授薬だった 3.36

クラス漬菜蒋演習科民としては当然:ちゃん と克 ている ?

た ? 分かって-んのと違 う?｣と､挑発 ◎脅迫をいたします (笑)｡それから､私がよく言 う

のは､ゴキブリの例えというのをや りまして､ ゴキブリは且匹いたら 30匹いると思えとい う

話がありますよね｡ ｢誰か一人分からないと思 ったら､同じように分からないと思っている人が

3¢人はい ると思い なさい｡だから､恥ずかしい と思わずに､何か分からなか ったら聞きに来い｣

と｡先ほど上野先生のお話にもありましたように､その場では､そうはいってもほとんど質問

しませんから､終わってから来ていいよと言い ます｡随分促 してくれたことはどうやら分かっ

ているらしい｡

クラス単位の演習科目としては､こ

の辺がいいのは当然であるような項目

ばかりがいい点なのですけれども､そ

れに対して悪い点は了教員に疑問点な

どを積極的に質問するように努めた｣

が 且｡9です｡つまり､先生が一生懸命

質問を促 していることは分かった｡だ

けどb質問には来ないというのを毎分

たちが認識 しているという､なかなか

思 うようにならないというものの代表

的なケ-スではないかとい う気がしま

三三 美 事-IiI-≡三等:-__,I≠I;:

･(01)シラバスを参考にした

･ (◎5)閑適ある文献などを積極的に読んだ

㊨ (07)教圏に疑問点などを鞠極約に質問するように努めた

㊨ (27)授薬にわ≪わ≪するような感覚をもったことがあった

･ (巧7)成磯評価め粛法華基準等が明らかにされていた

㊨ (巧5)教科審 尋参考番､プリントなどが学習の助けになった

･ (掴)内容に関する興味を高めるためめ配慮があった

㊨ (29)この授業の閑適分野に興味肇関心が深奮った

･ (◎2)授業の予復習をするように努めた

1.81

1.83

1.90

2.43

2.55

2.57

2.60

2.71

2.79

･ 招3)学生が提出した課題肇疑問に尉』適切な応答がなされた2.88

受 身 ◎ 姿 勢 が 困塵 慧 (授 業 ⑳薬 感 と- 致 )

す｡特に今年がそうでした｡去年は終わると割合黒板の周りに子どもたちが集まってくる感 じ

でした｡本当に､先ほど上野先生がおっしゃったとおりで､朴学校､中学校の生徒を相手にし

ている気分ですが､わらわらと黒板の周 りに集まってくる｡最後の科目ですから6時に終わる

のですけれども､下手をすると7時ぐらいまで付き合 って話 をしているわけです.そのうちに

もう授業とは関係のない学生生活の諒とか､何だかん だ と雑談になったりもするのですけれど

ももこれは大変よいと思っていたのです｡今年は終わると き-つと帰っていって しまうのです｡

こ れ は去年と今 年 だけの違いかもしれませんが､ほか の 先 生方 もb今年の学生はパッシブで反

応 がないとよく お っ しゃっているようです｡もしこれが本 当に望鋼6年も20闘 牛問題 なのだと

すると､大変恐 ろ し い ことは思っているのですがbただし成績は悪くありません ｡ こ の科 目は
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出席を毎回取るし､毎回レポー トを取りますから､出席率が極めて高くて､その結果として成

績も良いので､成績といろいろな評点の相関はほとんどゼロです｡まじめにはやっているけれ

ども､受け身の姿勢であるということが目立っのですが､彼ら自身がそう思っているのが分か

ります｡

次は中位の評価の項目です｡こちら

は一生懸命やって､この点を高くして

評価 してほしいと思 うようなことはみ

んな中ぐらいでして､これは大変残念

な結果ですけれども､この辺が普通だ

とい うのは､要するに ｢普通の授業｣

なのだと思います｡それでいて､アン

ケ- 卜評価が高かったというのは､先

ほどのお話にありましたように､要す

謹 責 ≡圭 ≡::__ILi二･--:::--:I-::辛

㊨(16)教 師 の 授 業 に 対 する熱愛を感じた
珍(20)板 番 や 視 聴 覚 磯 草の文牢や図表は見事すかった
･(26)自 分 の 将 来 の 進 路に役に立つと思った
･(ll)学 生 自 身 に 考 えさせる三夫がなされていた
･(23)授 業 に 参 加 しているという感覚がもてた
㊨(21)授業 内 容 は 体 系的に整理されていた
･(22)授薬は ノ- 巨をとり肇すかった

3.33

3.33

3.33

3.26

3.24

3.21

3.17

･(28)今後の学習のために感要な知識肇技能が身に紺と包た 3.月7

㊨(03)授寒中は授業に集中しでいた 3.月2

･(08)授業は理解できた 3.87

二蛮庵薦壌司が｢普通漣いうti':;･憶 ｣ 普選も吊車轟j'?

るにサ-ビス過剰な科目なので､それ を い い 授業だと今の学生は考えてい る､とい うことが歴

然と表れているのではないかと考えております｡

反省点ですけれども､受動的な学生が

多いということに関して､演習書を毎年

改善しているため､説明がだんだん丁寧

になってきます｡学生はこういう説明を

して分からなかった｡ここは今年こうだ

ったから､ここをもうちょっと説明を付

け加えてということをしているうちに丁

寧になるのですが､教科書や指導が丁寧

過ぎるのではないかというのを心配して

います｡

二王

･今年は特に受動的な学生が多か慧たO
-教科審肇指導が管寧すぎたかも

･,成績は悪くない(.丸学級最初餌科薫で､､苅賃
⑳講義科目⑳演習亀』かも毎回出席を取る∋

･豊鰭など騎経験がな宅も実験⑳麿沙鼠皆無◎
学生が目量竃- 『お遊び』鈎要素が感要か

･-i;:I.I"/5いごき轟続盤的挙措巨i;.Eは表意鰹は薄もにく
い鞄かも-一･･プ?.:=sジュこ専転科針子

成績は､入学後最初の科 目で､前の日の5時間目の講義科目を復習して､毎回出席を取るの

で､出席率も高いし､成績も悪くない｡出てこない学生はほとんど落ちこぼれていると思って､

ア ドバイザ-の先生に ｢この子､危ないのではないですか｣と連絡する材料になっているぐら

いの科 目です｡

気が付いたのは､工作の経験がないことです｡やっているのはごく簡単なテスターを使った

実験なのですが､本当に実験のセンスがありません｡有効数字とかも､高校でも多少は習って

いるのではないかと思 うのですけれども､ともかく目盛 りが出てくると､そのままのとお り に

数字を出しますし､電卓で計算させると､8けた全部書こうとするのです｡｢君､その実験 で こ

の精度あると思う?｣と言 うと､全くきょとんとしています｡こういう実験のセンスのない学

生が､年とともに多くなっている気がするのです｡聞くところではどうも中学 ◎高校くらいの

年代に､夏休みに工作をするということをさせてもらっていないらしい｡実験装置とかいって
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も､みんなきれいに出来上がっていて､自分で手を汚 したり､何かするとい うことをほとんど

していないようです｡これはもっと高校生や中学生にさせるレベルのお遊びの要素を､講義科

目とか実験科 目では難 しいので､課外授業などに取り入れて遊ばせるというようなこともしな

いといけないのではないか｡先ほどのお話は本当にそのとおりだと思って聞いておりまして､

要するに/3､中学生を相手にしているつもりでやらないと､なかなか音の大学生だと思ったので

はやっていられない気がします｡

そ ういう観点からしますと､私が担当している科目などというのは､本当に高校生的科目で､

由主性を育てるということに関しては完全に逆行 しているのではない かと思います｡｢ただし､

もうこれは且回きりだからね｣ということを言 う程度でしかないわけで､それがどれだけ学生

に通じているかというのは大変心配です｡やはり先ほどのお話にもありました創成科目のよう

に､自分で何かさせるということが大変重要になってきているのではないかと感 じております｡

簡単ですが以上です (拍手).A

(湯浅) 佐藤先生､どうもありがとうございました｡それでは情報学科の石田先生､お願い

いたします｡

霜田 嘗 教授 ∈情報学研究科 後会情報学専攻∋

私が担当していますのは3回生の人工知能とい う科 目でして､情報学科の学生と､電子電気

工学で興味を持つ学生が履修 しています｡

(以下スライ ド併周)

情報学科3回盤講義

∴ ニ 霊 撃

.･=_;E旦豊三豊

情報学研究科 社会情報学専攻

･7:-;琵 亨

【概要】
【探索】

【特別論轟3
【学習】

授業⑳内容

人工知能とは
経路探索
ANDORグラフとゲーム探索
制約充足
演習
オークションを科学する
同定木の学習
パーセプトロン
SVM

演習

[知識表現】 ペイジアンネット
プロダクションシステム
意味ネットワーク
課題発表

授業の内容ですが､三つに分けて､｢探索｣と ｢学習｣と ｢知識の表現｣をやっていまして､

それぞれの最後に演習と､年の最後に課題発表をやっています｡それから且回ぐらい､学外の

先生に来ていただいて､講義していただいています｡

特別なことはないのですけど､何をやっているかをまとめてみました｡講義をして学生の顔

を見七いると ｢うん､うん｣ と言ってくれるのですが､試験をして採点するとがっかりすると
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いうのが､最初に大学に移ってきたと

きのショックでした｡それで､どうや

って定着させるかということで､演習

の時間を設けてみました｡先ほど小テ

ス守のお話がありましたが､確かに効

果があると実感 しました｡

それから課題発表を行い ます｡視聴

者参加番組にすると学生は実によくし

ゃべります｡｢こんなにしゃべるんだ｣

と思 うぐらいしゃべります｡そういう

意味で､課題発表をやってみるのもよ

いと思っています｡特別講義も行って

き喜 裏 芸 I_I.t寺 ま

･ 定着に三乗

-演習◎時間を設ける

-課題発表(視聴者参加番組)

-特別講義(同じ這とを違う視点から)

-卒論事修ま論文なだ学生⑳閑適する研究を紹介

･価値観を伝える

t--もともと面白い分野

一一感動すべきところはどこか

います｡違 う大学の先生に来ていただくと､緊張感が生まれて､よい結果になっているような

気がします｡

ちょっと工夫していますのは､講義が学生のこれからやる研究と関係があることを示す材料

を集めていることです｡卒論とか修論で講義内容を使っているものを探してきて､それを見せ

ます｡｢ひょっとしたら来年研究で使 うかもしれない｣ということで､身近に感 じるかなと紹介

しています｡

多分もともと面白い科目なのです｡人工知能の講義をやっていて､学生から人気がなかった

ら､相当ひどい講義だと思います｡そういう得点を最初からいただいているような気がします

が､特に感動してほしいところでは､僕はこういうところが面白い と 積 極 的 に言 うようにして

います｡

演習ではプログラムもさせます｡湯浅先生がいらっしゃるので､恥ずか し いのですがも私も

プログラムは､過去形ですけれども､好きだったので､ 毎 分で作ったプログラムを演習に使っ

ています｡実はプログラムのコ- ドを全部見られるとい う のは ､パンツの中まで見られるよう

な感 じがするのですけれどb自作のプログラムで演習を し て い ます0

これは探索のスライ ドですがb卒論で

似たようなプレゼンを､よい結果になっ

た卒論でないと駄目ですけれど､探して

きて､こんな卒論があったのだよと話し

ます｡これは､情報理論を使って同定木

を作っている教材です◎こちらはそれと

よく似た小山さん (助教)の博 士 論 文 で

す｡同じ技術を使っているので､説明す

るとb｢ああbそんなふうに使 うんだ｣と

少し分かってくれると思っています｡

探索問題の分類

I.こl喝的車扱咽 !噛 ･触 亀軸

r均均最鱒亀党!fy長だ噂蛍噂を免免官亀璃噛J

･rw
を鶴の717･･･ンをサ1人愈陵勘 二.お冨ilに頓轡でeぢい包頚

に琴辞す磯詞-3Jil.禦.対角盛上暮=ニ歯以上のウイ

ンを潜いて払Pt与ない

･ 唾頚辞iJ的砲由軸 軸

過給 する歯頚 がt3- ?.にJ=ちこい&つ.食 小食のやでせSi貴著

､.I'JfT重岡魯

探索問題の分類

tr/三̂p--ふく柵 紳!
･'=人Bt鹿骨にプレーすミタームで.由もが的F弼 (鎮噴喰夢I
L=q与■■JE'▼elがIIもJ●■J

･くも乾三.ぬ .歯 ,8弘樹 だ･

鵬 払こ由タで凱ヾ;封粛しながら陰呪葺れて昏LES_
墳･･餌Ⅴヽ鳩首だ符圧されミいない.

摺常の凋堵･密叡凸登虚t紳 ･
惑点に勃もずもず-グ堺亀が射貫噴円で藷･'iBtを

It血J>JL弔t■叫
rAすl*てT,千fJL.1Lゝrt～r._tL

力ずくの探索 (1)幅優先探索
車静pq.芹雪柳 や発で軸では私宅レぺ札～1堺鼻亀をて.}与J
滋もヽレヘT_F'助曲管を勃興鞠吋皇族に.生皮F名辞ち.凱t袖域に隻定～れ1=褒敦蜘 輝点を盛男野こ飼嫡する
押8LYF,･一一hFrm:･聖鴫&･､て帥畝ああ顔助喝

5;㌔㌔匂l..5ifib,15よ㌔ ェ,
二二 1-_-::I:=-EE:間∵.噂があれ.'.<浄土.Olと･W8'事遜挿し.如3分感虫･.b軸細流三又モLh'相好昏亀
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それから､｢スライ ドVS板書｣とい う議論がよくあると思います｡板書 しないと駄 目だよと

皆さんおっしゃるのですが､良い点も

悪い点もあると思います｡板書をする

と､学生はノー トに取るので､脳に刺

激が加えられます｡ ところが､友達 の

メ- トをコピ-すると出席 しなくて済

みます｡私も学生時代､両方経験 して

お りまして句全然出席 しないで単位を

いただいた科 目も幾つもありますので､

どちらがよいか分からないと思います｡

スライ ドにします と､講義が価値観

に重点を置けると♭払うことはあります｡

ただ､学生の方では,分かった気には

二 テ ,-･::ご ~:享 :---II≡婁

O 音字‡

(辛)審竜三とによる脳内◎刺激

ト ド -卜章=ピ-すればtSj痔:Jなくて賛む

･鼠ラ音鰐

(ヰ)価値観に重点を置ける

卜 )如 きヽったようなi,:I,にな春が違普しない

･健魔状態もあり鼠ラ宵鰐を採周

一黒範は整わない

-90鎗話』続ける

-･牢を大きくし旦ギミー駐

なるけれ ども､なかなか定着 しないとい うのが実際かなと思います｡ぜんそくを持っていると

い うこともありまして､十数年前に大学に来たときに､板書はやめてスライ ドにしようと決め

ました.決めると､それはそれでチャレンジで､90分話 し続けるとい うことになります｡ほと

んどエンタ-ティメン トのような講義になっています｡

ずっと 9⑬分､インタラクションをし

ている感 じです｡遅刻させない､帰らせ

ない､寝させない｡出席は取 りませんが､

学生の減 り方で授業評価が鎗かってくる

ので句｢今年は減っていくな｣と思 うと ､

どこか惑いのかなと考えながら進めて い

ます｡

最近はそ うでもなくなったのですが､

結構ひどい学年があって､早めに講義室

に行 くと遅れてくる､遅れて講義室に行

ィ .1/,･蓼 予 を シ 慧 ン

-･漬菜t:-;lit:ニ=.:辛-チ,:I-JTミント

-遅刻させない.帰らせない.寝させない.

-出席はとらない.減り霧が授薬評価◎9電mS-嚢｡

一芸詞と:I;.1関･:/･

一畳鮎 こぞ〒こと,告 :二てくL･T=/.遅れていくと,さらに畏れて三岳.

-畢≪行･3竃雑談をする.ビデ軒を魔せる｡

･睡魔と⑳闘駄馬

-.7医.曙:ごコマ蓋,出講｣や持 ●･.ili-匿や手早.

-後ろが寝ると攻め竃行宅.飯場遮ると前が寝でいる.

･雑談をする

-京乗の免盤の伝説を話す.

くとさらに遅れるとい うことで､どうにもなりません｡ しょうがないから早めに行って､雑談

をした り､ビデオを見せたりします ｡最近テレビで､どこから始まったか分からないような番

組がありますが､そんな感 じの授業スタイルになっています｡ そろそろ集まったからスライ ド

にいくかとい うようなことです.

学生はよく寝ます｡他の先生方の講義はどうか分かりませ ん が､私の講義は水曜の 3コマ田

で勺出席し牽すいのでしょうけれ ど､同時に寝牽すい｡ご飯を食べた後でも特に数式のあたり

になってくるとb板書 していないとい うこともあって寝るのです｡後ろが寝はじめると､後ろ

に攻めていきます｡ どんどん前に行って話すわけです｡それでばっと振 り返ると､前がばっと

寝ていたりする (笑)｡どうにもならないのですけれど､刺激をどうやって奪えるかとい うこと

竃す｡
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それでよく雑談をします｡その中で､学生が目をきらきらさせて聞いてくれるのが､京 大 の

先生の伝説です｡例えば､今､情報学研究科長をされているT先生がいらっしゃいます が ､若

いときに毎日ラッピングしてコンビュ-夕-を作った｡それを､みんなに捨てられそ うにな っ

たので､毎分の部屋に持ち込んでいるから見に行ってごらん｡そうい ういろいろな話を して あ

げると､学校の怪談ではないですけれども勺大学がすごく面白い場に見えてくる｡そ うい う話

をすると句学生は眠気が覚めて目をきら

きらさせて聞いています｡

だから､多分学校のリソ-スというの

は句学生もそうですけれどもb教員はか

な りのリソ-スですよね｡変な方もたi

さんい らっしゃるLも面白い方もいらっ

しゃる｡それで､学生が社会に出てから

大学を懐か しむのかなと思いますので滝

そ うい う話を極力するように努めていま

す｡では鴇次の方-お願いします(拍手)｡

課 題

･講義磨研究が離観竃蓉た.

王妃y巨'=?二:';･IE'-.I:.い中辛 Lt･

一一亭主が斡i=;:136了三二:転言草豆㍉-:･･.:::fiJ?rJ::､圭 :I:I:_i:;∴:::'-

‥/;_lL;:-Ill.十上転;::･去:':i.i1･,IIlI::･三::･:::').I..

∴:{L夢:宣肯5-::-Li･L:;汀二es-;-:i･.f6-::lit.･_:t甘:I:i::!fuト:･;:It:,三:/:圭一∴∴

I:蒙や :: 了..';:もむZ･:､牢;.･､テ:-:_+-''Lt=/､せ ㌦-/'己｡一千十詳骨 ､=某.:':,:･童話;:II:::I}-･,i:-≒主rtIL-,.∵二子房い ./亘 ､,ま

す｡

豆 養.Tllil∴ ､斗牟 ･.:工菜吉子享二き

工業ず邑学科の辻です｡

(以下スライ ド併用)

私が担当しております講義はも基礎有

機化学Aというものです｡基礎有機化学

というのは前期でA､後期に迅というの

がございまして､基礎有機化学といたし

ましてb通年の講義です｡これは工業化

学科の息回生､Aってすぐの講義でして､

よく似た講義といたしまして基礎物理化

学も前期がAで後期が誤とい うものがご

ざいます｡

有機化学の方 としてほ､ 且回生の講義

ですので鴇有機化学の基礎とい う三とですがbわれわれ工業化 学 は ､ こ の 基 礎 有機 化 学 と 基 礎

物理化学というのを大変重視しております｡というのは､学生 諸 君 の 最 初 の 講 義です ｡ こ こ に

おられます西本先生も､大変お忙しい中b吉田まで基礎物理化 学 の 講 義 を され ているとい うこ
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とでも分かると思います｡

時間割ですが､この基礎有機化学は木

曜日の1時間目開講です｡同じ講義を続

けて､違 うクラスに対して行います｡で

すから､先ほどお話がございましたよう

に､遅刻が非常に問題になるわけです｡

内容といたしましては有機化学の前半の

部分ですので､非常に基礎的なものです｡

ですから､最初の方といたしましては､

有機化学にしては結合とかそうい う ､ あ

まりエキサイティングでない と い う か ､

面白くないような､基礎のものが並 ん で

おります｡だんだんアルケンとかアルキ

:誘･:i琵葦

第1回 4月12日 ㈱ 1章 結合と構造乗挫 く1)

第2回 19日 (禾) 1手 槍合と構造異性 (2)

第3回 26日 ㈱ 2牽 アルカンとシクロアルカン :

菅建巽性および相 性 (1)

第4回 5月10日 (木) 2章 アルカンとシクロアルカン :

繊 およ働 扱 く2)

第5回 5月17日 ㈱ 3牽 アルケンとアルキン (1)

第6回 5月24日 ㈱ 3幸 アルケンとアルキン (2)

第7回 5月31日 (禾) 職

第8回 6月 7日 (木) 4幸 芳香族tヒ合物 (1)

第9回 6月14日 (木) 4章 芳謝 ヒ金物 (2)

第10回 6月21日 (木) 5章 立㈱ 生

第11回 6月28日 休) 6享 有鵠/＼ロゲ:｣ヒ合物 :

鮎 と船 (1)
第12回 7月 5日 (木) 6辛 有機/＼ロゲ:■ヒ合物:

鮎 と搬 広 く2)
第13回 7月12日 (末) 7葺 アルコ｢JL,.フエノIJh チオ｢ル

7月26日(凍) 前郷 験

ンになってきて､あるいは芳香族の置換反応とか に な り ま す と､非常に面由くなってくるわけ

ですけれども､いかにこういうところで､且回生の最 初 の 講義ですから､彼らにやる気を持っ

てもらうかが非常に大事になってくるわけです｡

且回生がÅ学式に出席 しますと､工業化学の学生はその日のうちにすぐ桂に来てもらいます｡

そのときに､必ずこの基礎有機化学､基礎物理化学 担 当の教員が 且回生の前に出て､彼らに､

一言言ってくださいということになるわけで す ｡そ こ で 彼 らに伝えたいメッセ-ジというのは､

教官は本気であるということです ｡

者にするつもりだから､しっ かり

鍛えると｡その代わ り､君 ら も し

っかり勉強 し てくれ とい うこと を

伝えます｡ そ うい うメッセ-ジ は

ぜひ伝え た い と思っているわけで

す｡だけ ど ､ 具体的にどのように

するかとい うのが大変難しい問題

でして､ 私 の講義の後の評価､メ

ッセ-ジ を 見ます と､結果的に

鰐且盈SS喝硯亙盗とい うのが大変好評

でございました｡

鰐且盈SS喝覗豆Zというのは､いわゆ

る出席票と､それからその講義の

内容の理解度のかテス トを兼ねた

ものです｡大体 C且ass喝破izという

のは2閤作 りまして､講義が終わ

要 す る に 教 官 は 本 気 で 君 らを一流というか､一人前の科学

窃霧 観 について

以下の牽観で毎回感銘観 を行う,,

浸. 感銘喝麹 と払 出鷹巣および演義母娘蜜療認那沖テストである√

2. 済褒喝醜 く2掛 を.轟軌 講義 日登日朝までに物質エネ.FLギ-化学専攻 辻 餅

髄 のホームへ-ジ鞠 :!'i醜 鹿 ･細 網･戯漣)に掲畿する･､

ただし.基礎鱒報鰻理解習でホームページ筒鷺を学ぶ童で(.i月帝)は

プL)ントの配布も行うし

3･ 各自朗 レポート欄畿路 に,尊顔 鱒 博一プ日嗣 )で齢 し,細 の誇

義郎 噛 纏 麟 園撃藩に教卓のは 挺出{])こと...哉軌 の遅れたものは評歯

の対象とはしない｡

韻･ 解答に際しての鯛 は,卦f･メ-項 両 峰seL細 的 鑑.jp)にて受冊 け

る そ極めてT琴に対綻こします).:.

i). 矧司演義初頭音⑳分鞄厚別酌､て｡狸出された解答から無作為に2名を選び,

巣族にて解乳 説明をしてもらう{圭た.問題によっては若干の試問を行うー
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::..き∴/-(.､}蓬il.I:･∴貢 二.:tf,:ま圭.!t守 ま う./'仁 子も｡･て,了.:=L･二7言ご∴＼･7･l:I".間諜=<･･;Ll.∴ す.ぐ二､､､に ホ ､ - ′い ＼ミ ､ I- -:.:I;(I,:･､.ア

ンプ tzT-I,:･Y･-∴｢㍉ノき守 ｡̀憲 らrIIj.I.JI:i:･--;,.,､?､･.･1.:'tl;;i::,､IF,/･''ヤ了!.,7,:_t:J･;:.‥辛′をタ.'tL;=::,′に - ･ ナ ∵ / 7 -■き て _､ ､, _:i. 守

を･三､′二最 高 了工:.鳥 .-肇十了-,∴､ゼ:,:I:寺itt.'･二蕎善章亨:-Li_:淳亘平吉::I::1.''i=i{L-,:/:,t',:-;TQL一･-一 七㌦ ･､十 ､ 導 き r :: 二 ･t',:I:達 し 十 一

もらいます｡ 且秒でも遅れ ると受け取らんと言っ貰います｡遅刻には 厳 』 i て 淘 少 し晋 も 遅 れ

るとb｢君b残念牽ね鴇 5秒遅れて遅刻だね｣と淘沙ポ- 匹にみんな赤 習 ｢ 遅 刻 ｣ と書 き ま す .

でないとbだらだら提出が続き鴨教育史もよ竃ありません｡提出汐ポ- ト は 絶 対 手 書 き 鴇 直 筆

一再~~.｡I:'-･一二~0コてこサ ト∴予･一一':;:･.;-､‥J･･01-I/て了二･Ff;羊亭t･3-.I.':.1･.,'1-til十㌢∵::･ -( : . 薄 ,IJT: 手 蔓 ･Ji･･: ::;,∴ _, ト -:,r ;′
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し ま す とb私が参 りましたら滝敏感の忠にざっと積み吏ぼられでも 洩 る わ け で b そ れ を 集 め て 唇

ラ ン プ のように汐ヤップjt,しまず｡

三 れ ほ 今 年の最初に出した問題等

す ｡ :i､､I;I:一宇 :E:--:i:ニケ!F｡･rf,i:I:lt:/:: ∴ く ､' F.± 十 ･.･-._

I::･=･ニー貴真 言 辛 ノ7:Lf･_;,, 耳 - t･･ を 十 / :･tt17 :∴ 1

..トー∴蕪/･:,手島tI,:::_,;'._A;[:;:;～. 二 九 ∴ 一 ∴了工.

:-:'辛;ノ､ :･∴立上言･ニ立､票リ -･-.. そ ･･:･=･苧 =:I::

享 工 二三 子:,t･;::.:.i,'､こ-;二,･:;1'I:,∵車㍉●巨 ｢r′忘弓′､.千

十㌢+,-(くl.だ圭′､｣上l=･,.ナ=--i.l>.,'IL7一字

りまず｡問題の内容は非常に簡単 習

ずけれどもb牽はり教科書 も大変 も､

~:･!､凝串書.な:!T半すが､､仁デ:･;:･:こ守 i',:I/ t!㌔

ときは鴇どんな質問でも私宛にメ-

.十 一F.'1.'l替.'1-,.三七-I:I:_:''〔十､.辛_,｡::-F.キi',∵二~寧

[:,:･_..脊 :?'まナ_lい了チ:･:､上意.千千､日∴

まず｡T･:(.･本..喜三 'i主音中IJ_i-｣.弓ミ､予､パ .ti:･r･,工言こ烹<:､.･f_ttL-′ /莱 /喜L:I.-C,--~O 言 だ 工 :::I､-∴ tI,::二十･L∴7..1･Itli二L,I:I

当に丁寧に答えます｡もう意地になっ竃丁寧に答えます｡三三が非常に 大 切 で す｡｢ああ句発生

に出したら丁寧なメ-妙が返ってきた｣ということがクラスの甲で広まるとちまた質問も摩 り

キナ ′'.な.:隼･!､∴､守 ､工,:i;:=.:/;./t･まこ工/7､_∴ナ;.I.1ラム う.il:･..∴ま･十｡

羊辛./7:t､/i]･---it:･喜-_.I(昌言十き∴土 ｡!Li:I,.･L7V.竿L-:寺 仁;:‡T-:;ti::.･::二 ･Jit,ほ了､:-,;?i-tL.三信F!tcL;∴守藷(､':､を､十t:,:l:･車了三㌦:

吉亘 ､五三:Ilj7十十 が∴;lLI-_".;::-_工､二∴三1壬~:=I:iこ三塁≒≡丁 ,:∴ I-∵;lT:.･:,1g_=工す｡二汗 宣＼賢妻豆豆生きる三十∴十 ::㌔
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7..か∴,､王 ′､工､ら･⊆J､･:;:,,:'-:i=-/･.7亘 .から､･仁 ､Ij=:.･･･〔IL′､I:,三l:.三信三;-r'7.:rI,I_I,.二･二::I.弓宣言IjLJ'･::tl.i_三∴｢(:i.i7:.tS･:･ー''t

ii:.､1,,･ます｡≒三.:,-'∵ci･葦率lt:r=!ゴー′‡十 {i･.･;′､予 ∴(:LIが土十き;守~辛辛J,;lt:'lI･11､.t･'t:聖上､芸::≡:三‥､声や♪∴ホノ与'工く享.J'

うのは結構なプ汐ッ汐ヤ-です｡ そのせも満か滝太抵きちんと回答ずるようになりまず｡

;･.t･::工 :I:,lI!}=I:/?_冒-章:l.:L-,::.II:_:三主 7●㍉ ~i/I.1!辛 J了7:･∴ _-'Oi.I,:戸':HI,I--､･十′.･I.:-′韓二r;,ヨ十 享I17::･i･-{::?,二:･∴;柳.,:''.二==7:

.lr,:-1享芋 7･:,亨薫守･､章 二.′-,亘 ,lr I.仁 ∴f･.::,∵,-'･..≡…宣=･丁零 ,,:ギ 与手工 .7.7t;'･_)_:lJ斗 ･さ~o･=;;.:;.,7･.:二It'･r'llcl.{/I;'､仁一

れほどうなの｣ とい う三と で 質 閉 じ ますけれどもb太抵 うま≪答えでも要するに毎鎗たち独兼
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のを写しているようではとても駄 目だよ｣とい うことを伝えてお ります｡それ と､本科 目は必

修ですので､必ず合格 しないと卒業はできないとい うことがございます｡C且盈SS喝硯izの問題周

紙の下部に書いてあるのですけれ ども､｢必ず自分の頭を使え｣｡それから ｢独力でや りなさい｣

とい うことです｡

それから､問題の内容が少々難 しくても､その講義の内容を理解 していると容易に理解でき

る｡もしも分からないときは､教科書を丹念に読めば必ず分かると｡分からないときは､先ほ

ど申しましたようにメールで問い合わせてくださいと申してお ります｡それ と､大体 且0分で

鰐且aSS喝硯豆盟の解答は終わるのですが､何せ レポ- トの束がありますので､私､大体 且回の講義

で 且0人ぐらいの学生に授業中指名 していろいろ聞きます｡｢これはどうい うことだ?｣｢ここ

はどう思 う?｣｢これは?｣とい うこと｡それも､提出された G且ass喝覗息Zのレポー トを無作為

に引き当て､それを提出して学生に質問し､そのレポー トに赤のマジックで ｢当てた｣とい う

ようなことを記録 しておきます｡以前は2回当たると気の毒だと思って､ちゃんとそれを書き

写 していたのですけれども､2回当たってもいいかなと思って､毎回そんなにたくさん当たっ

たら知 りませんが､そ うい うような格好で､いわゆる緊張感を持った講義とい うか､やはりい

つ当てられるか分からないとい うのは､結構いい感 じの講義になってきます｡

それで､やはり有機化学とい うのは積み上げの講義です｡ しかし､一番よく起こるパタ-ン

はどうい うことか.私はすべて板書いたしますので､一番よく起こるパタ-ンはどうい うこと

かとい うと､講義は全然分からないけれ ども､とにかく板書だけ丸写して､試験の前にそ い つ

を丸暗記 してやろうというものです｡私も学生のときはそうい うこともありましたが､こんな

ことをすると､分からない講義を聴いているので､それでは講義は面由くないわけで､講義を

やっている方も全く面白くありません｡そこで､先ほども言いましたように 鰐且ass喝協息Zで毎回

講義をきちんと理解 してもらうと｡ そ うします と､牽はりアンケ- トの最後に何人かが書いて

くれていましたけれども､やはり ｢理解する喜びを感 じた｣とい うことを何人かが書いてくれ

たのですけけれ ども､要するに毎回 鰐且盈SS喝覗息Zか何かで､帰ってちゃんと教科 書 を 見て､問題

を 解いて､レポ- トを出して､当たるかもしれないと｡ 場 合によっては当た っ て b 前で摩ると

い うことをしますと､知識の積み上

げとい うことがあって､結構それは

楽 しいことなのです｡理解するとい

うのは､どんな人でも楽しいはずで

す｡

中間試験の結果です｡中間試験 と

いいましても､A魂でびっしり問題

が埋まった牽つを4枚作 りまして､

摩 りま したので､そんな簡単ではな

い はず なのですが､よく起こるパタ

- ンがb点数がバイモ-ダルになる

ことが非常に多いわけです｡要する
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に､やる人はやるけれども､や らない人は全くやらないということで､これは中間試験ですけ

れ ども､そ うい うようなプレッシャ-がありますから､やらざるを得ないというか､あるいは

やるのが楽 しいということで､これをご覧いただきますと分か りますように､これは本当の素

点ですけれども､60点以上がほとんど 冒0%ということで､非常に高いところにピ-クが出て

まい りました｡これがT且島で､木曜 日の 1時間目に講義をしているのですけれども､同じ講義

をT且了でもや りますoT且冒の方が同じ講義をやっていますから､講義としての配分などはラ

まくいっているはずですけれども､ちょっとこちらの方が､やや点数の悪い人はいますけれど

も､それでもバイモーダルにはならずに､これでも 50点台が 3人いますけれども､ほとんど

58点とか 59点とい うことで､非常に理解 しながら講義が進んでいるのではないかなというの

が分か ります｡

期末試験の結果は示 していませんが､似たような結果でした｡これは以前､基礎有機化学と

い うのは4割落ちたときがあったのです｡それで､基礎有機化学と基礎物化の教官が集まって

対策をとったことがあるのですけれ

ども､いろいろな対策が功を奏 して､

比較的みんなよく勉

強してくれたなという気がします｡

アンケー トの結果では､先ほど申

しましたように C且ass喝硯亙Zは良か

ったとの声が多く聞かれました｡先

ほど来､われわれが学生のころはも

っと放っておかれたとの声がござい

ました｡そ ういう放任も場合によっ

ては大事かもしれませんが､ある枠

組みを作って､勉強するのは彼 らで

すから､そ うい ううまい教育システムを作ると､彼 ら ､ 学 生 諸君は結構頑張るなとい う気がい

たします｡以上です (拍手)｡

(湯浅) どうもありがとうございました｡それでは最後になります｡建築学科の門内先生､

お願いします｡

関内 輝行 教授 (建築学科)

最後に､建築学科の門内が報告させて

いただきます｡

(以下スライ ド併周)

私の授業は ｢行動 ◎建築デザイン論｣
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という科 目です｡建築学は人間を対象としている学問領域であり､人間にとって安全で快適な

生活環境を考えることによって､未来のライフスタイルを創出するヒューマンな技術を取 り扱

っています｡建築学は､構造系､計画系､環境系という三つの系に分かれていますが､私の授

業は計画系の3回生前期の専門科 目に位置づけられてお り､約 80名いる建築学科の学生のほ

とんどが受講 しています｡

カリキュラム上は､選択必修科 目に

位置付けられてお り､火曜 日の4限目

に授業を行っています｡建築学科のカ

リキュラムの大きな特色は､設計演習

の時間が非常に多いことであり､設計

演習の締め切 りが近づくと､寝るか出

て来なくなるかという現象が起きます

が､特に忙 しい 3回生にもかかわらず､

比較的よく出席 しているようです｡

授業のス タイル としては PoweT

野oi弧も(PPT)を多層しています｡半

期通算で約4@0枚のスライ ドを履いて､

ビジュアルな資料を提示するや り方を

採ってお ります｡それとは別に約 8の

ページのプリン トを配布しています｡

これはPPTの写しではなくても全く

別に文章として読めるように作成 して

います｡

重要な点についてはも板書も併周 し

て説明しています｡学生との接触を心

掛けるということで､石田先生からも

⑳建築学は､太閤にとって資金で快適な盤活環境を考えることに

より､未来tのライフスタイルを等j出するヒューマンな芋筒である二

@ 学術,技観｡芸術のトー釦 ♭な基礎知抜を身に柑けるために､

見学後は自然観等､人文観学､社会科学を広(学ぶ¢

@建築学鞘の専門科旨は､衆きく3つの系と共通系に大別されるL,

アナi]シスとともに､シン-';-.:･シスを霊視ご

･塙造兵

･ 孟1拘某

｡ 環境義

｡共通系

由 設計演習

車ぎー行動一建築デザイン論j

･3匝】生前輔の計画系専門科目

･遵択必停車4日.約80名が受講

_
讐
雫

底
寧車

Jt雷撃嶋巾かJキュラム

翰 飼 轡 究 (琴 轟 飴 宜 ･殴 鮒‡

轡轡 教 蘭

蟹か濁 雷..孟†療 養.韓 遮轟.
噂砲養 .輿遜養季冬百

人文故意熊撃
ホZE鑓 水 尊 円 蓋 磯 徽 青 ･職 責 銀 幕

⑳授寒め風車･f捗

｡Poll.rV･e.rP〇両 rPPT:.を利男

っ約4CO故やスライ:-t､ビジュ71L･.,3･::I:守.1::;:.葦還示

･フリントを記番(テキストは菓i3.=jしない)

や禽鮒約88魂-藁の寛解を配相

｡PPTとは朗に摩成しY=文濠と済嚢をまとめたもの

･夜番も鋳鋼
｡ 牽蜜が暗くならないー学生と向き合う､学生が拳を動かす辱め理由か

ら,授案への輿申渡が高貰る.I

申 学 生 との 接 触 を心 が 細る中

由 後ろの欝富で足を運ぶT.

･ できる限り学生の名前を覚えるこ

､◎成績朝憲霧法

由定期霊寛駿によるi'_出席を考慮するき.-.
ヰ

お話がありましたけれども､後ろの方-攻めていくということはよくやってお ります｡また､

可能な限り学隻の名前をフルネームで覚えるように留意 しています｡私の得意技として漢字の

パターン認識で覚えるのですが､女の子の名前を覚えているだけではなくて､男の子の名前も

覚えています (笑)｡成績は定期試験の結果を元に付けていますが､出席も考慮 しています｡

授業の進め方の基本方針ですけれども､第 且に､さまざまな知識を相互に関連付けて体系的

に理解させるということに腐心してお ります｡というのは､ある部分が全体の中でどうい う位

置付けになっているかとい うことを理解することが非常に大事だと思 うからです｡基本原理を

一般に言われているよりも深く理解させるように留意 しています｡

第2に､建築学科のすべての系の学生に興味が持てるようにとい うことで､ビジュアルな資
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料を最大限使 うように工夫 しています｡

第 3に､なるべく具体的な事例を挙

げるようにしています｡加えて､ちょ

っと慎重にしなければいけないのです

が､アナロジ-やメタファ-も意図的

に用いるようにしてお ります｡

第 4に､受講者の人数や質に応 じた

授業の進め方を工夫しています｡私は

望004年に京都大学に戻ってまい りま

したが､それまでに他大学でいろいろ

な授業の経験をしてお りまして∴650

名､450名 と.いった大きなスケ-ルか

ら､非常に小さなスケールまで､いろ

@ 授 薬の 進 め 方 に閣 す る基 本 方 針

O推 せな細 論 を相 互 に関連 づ 甘 ど体 系 的 に理 解させる‥

･部労と変体を闇遠望ける亡

魯基本原確を深く撃解できるように説明するti

く･ビジュアルな凍料を活用して､建築酢すべて鵡桑野 学生に

興味が持てる内容とするこ

C･客側やメダ-:33ァ-を用いて､具体的に説明する

･乗組の革柄を既知の率柄を通して確解させるく磯登に1'こ‥

･受講者に応じた綬薬の進め霜を三条する,i,

･他大学における多極な弾薬の経験をふ意見で=.

･撃革日擁堂-埼回生､鰭ま､博まきによる逢いヶ｡

ゆ 多くの参考窯毅｡資料を撲示し,自主的翠雷を催す告

･寮際に進めて』ヽる研究に触れる機会を奪える.;

争投射鴨碍藤岡閤寵性を提示する_,I

いろなスケールの授業を担当し､スケールによって授業のテクニックもかなり変わるとい うこ

とを体験 してきました｡また､非常勤講師としてですが､美術大学の授業や演習も担当し､学

生の質が大きく異なることも経験 してきましたが､その経験を生かして､授業を行っています｡

さらに､なるべく多くの参考文献､関連資料を提示 して､自主的な学習を促すように努めてい

ます｡

第 5に､実際に研究室で進めている研究を紹介 し､将来の研究とのつながりを分かりやす く

提示することを心がけています｡

第 6に､建築の場合には最終的に設計したいとい う人が結構いますので､設計-の応用可能

性をビジュアルに提示するように配慮 しています｡

以上のように一般論を述べてもあまり面白くないと思いますので､ここで実際に授業の内容

に即 してもこうした基本方針をどのように実践しているかとい うことを､具体的にお示 しした

いと思います｡

｢行動 ◎建築デザイン論｣では､最

初に人間と環境の関係の基本原理とい

うことで､｢アイデンティティ (個性)

とオリエンテーション (定位)｣につい

て説明します｡人間は個性のない環境

に住んでいると､自分が何者であるか

分からなくなります し%どこにいるの

かが分からないと､大変不安になりま

す｡こうしたアイデンティティとオリ

エンテ-ションという基本原理を教え

た後で､人間行動から建築 ◎都市のデ

･藩シラバスG･':)内容
･持劫と噂漆の関わりを追求し､.丸精にと-I_:{'rL-藻に望ましい建

築空間を設計するため爵轟礎的麗軸路を講述ずる詩

･行動と環境に関わる諸概念に-3ももで概説し､行動釣視点か

ら建築空間のあり霜を理解する基盤を奪える.I.

･丸は､軌 亀､動き､藩､潜り等め夢曙怨憎鞄をもとに環境を関覚し､
環境陶を縛勤し､環境を藩線肇けちれた蟹界として隠無し､噂画筆魔
祭を詑鰭する土こうした茸日登･,諾,-闇弓う鷹茂ミ樗jニついて鰐過す愚弟

･なわぼり行動､行動麿ツティSOダ句空間約定櫨も経路探索行

動､静観行動等釣太閤縛勤番とuあげ､行動と環境⑳関係を

観撃的震二捉える方法を解説する藍ともにも行動各経絡に基づ
宅新しい建築空閣デザぜ沙鵡騎手がかbjを卑見&..

･認朝科学単記萄論に姦45名糖勤理論を講述』､縛勤句建築デ
ず.･.j∵･L,:iljvL=,j一能違三を薫曇するこ.

E,

ザインのあり方を考えるためのさまざまな 領 域 の 知 識 ､例 え ば ｢なわぼり行動｣｢行動における
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場の理論｣｢認知地図と空間行動｣などを順次取 り上げていきます｡そのときに知覚 (peE?CePもiom)

と行動 (鮎抽象∇亙oE?)と認知 (C喝取立も息o弧)､記憶 (memo曙)とい う多層にわたるモー ドに切 り分

けながら､項 目を並べてお ります｡

㊨良問曹まも頂き由準環境も望)能会-戊亀環境湖底的環境3･､詔上
欄,質?i:-:lil'L,tlT.二二ご:;{::,､立江Ll.:･責苛瑠璃という三宝.;心武宮.A;,.?～:Ti.‡-I
苛贋観書芸多選に亀饗醜竃盤静思弘も亀｡

I::.､∴1-i;t‡.巨 ･pr･3rC吋､;C>.-上甘草に.:I.3I::=三:I-.モ＼～:tOr3..:3蘭部(･T.つ空車:こ亡.読)～
講 芯 (T;13打1亡T:.･TJ､と.1{J,つ･.:'=昏･':-.i::ごまモ-､ド:-lS-:S=qiiTi･･･:=人.ll:Jjつ一行
鞄 と 環 磯 と め 鞠 勧 優 を 探 藻 ず る ｡

了 :- : ~~一一㌦ ･-

iコ

J
1-
才

∴

､＼ ノ

＼一､･一㌧--___ ,_-:
Er

i確言欝鮎1孟iB
叫 ､餅l喜索轡

兎重罰溝姐 L坑言卿 鵜 晋も勤王f:;ih'邦聯 丁 篤.s前湾hi.g別 封噸 汀 ア

少 し 具 体 的にお話 しします｡例えば

｢ プ .ロ クセ ミックス (近接学 )｣とい う

ト ピ ッ ク が あ ります｡入 閣 は な わぼり

を 持 つ 動 物 で あ り､その な わぼりには､

お お よ そ 趨5cm 以 内 は 密 接 距 離､趨5-

二.?.::ITT.I:I_は 簿 本 吉 琵掌､ :.:_.I,?..:ニ～ 13･雲.<:′三Ir=.は 社

会 距 離 ､ 3606弧 以 上は 公 衆 距離 とい う､

四 つ の 距 離 帯 があることが息960年代

に文化人類学の健界で発見されました｡

プロタセ ミックスの応周 として､例

えば ｢座席の配置 ⑳席の取 り方｣とい

うのがあります｡今､ここに出ていま

すのは､授業-のコミットの段階と席

の取 り方の関係です｡一番前には熱心

なAが座ることが多く､そこで寝る人

は相当の豪傑だと思います｡大体後 ろ

の方に行 くとbコミッ トが少なくなる

わけです｡だから､一番後ろに座って

いる学生にも｢なぜそこに座っている

か｣と聞いてみた りします｡

それから､教授室の ドアに背を向け

るタイプの先生とも ドアに向かって座

⑳太閤一環壊系◎基本原理
･ アイデンティティ(個性)とオリエンテーションく定位)

⑳なわぼり衝動
･プロクセミックス､パーソナルスペース､守りやすい空間

･高車座と混み合い理論

I:.)行こらにおける'.:'･;;3¢重責〕

･生活空間､回L)道理漁､行動セッティング

⑳経細飽園と空間行動
･空間のイメージと記怪.車間的定位と経路探索､ナビゲーション

･眺望と隠れ墳理論

⑳環境移館､能会移動

⑳興国衝動と欝鈍行鞄の鰯発

⑳行動句経絡のデザイ沙

⑳寺号動書行為の理論

I〕･長持;ざこ震わご:_5-i"-ups:･,I-Il:I:･8-I:･I.C1:T4:.7Y::a:･3で 遠 島｡

へ..よ､欝学者三.̀汁 :;7詰ま言 ､.記 票 な据 まTパテ詔書に法 琶 ;小 ∴ 芯 ?I:･lt'L;

望:T:C:Ii哲ど£i･=う:=意 票 す る か について･tE･･･確互に 嵩 ㌫ ㌻ 量 照

輝と噂歯習あ る ㌻薯 疏 撃恕 竃撃撃鼠(避緒撃)こ癒 腐 蝕 』た ｡

･･::,Tll?JT:17-;持::コテニー;:,I.一一一

･薫薫軍票lLiL':t汗rh五 ･=h:./lT.T.U)

一軍惑窯:･::S望;:雪くさで,TT3:再三;:,∋trJsT:.ど:I:･3)

･イ二･,ti3'デー-マ轟;:;～::聖二引 離Eこ).T.Ta扇 .亡きI-dl_i;てヱT;鹿 Thl3-I,C･･V?)

㊨堵慧⑳産藤鱒

｡密接露観梅忠義弼轟亀魯感壷s竜轟的監◎:藍匪轟Ss悶)

･観,{I-罠..:-;'i葺蓬:.;･S,:p･TJSOll奄悠 ミS･こaTt･==,,:L･I.･5-ち:::･Jr=.Tn)

･聖二索13%?3E-:･:I::3,3つ嶺1.5三言1=:TT,=i3:.:.-TJC･-3ミ･コT3:てこ)

･五-衆.毒ヨ凝i'.7･∴七;ラ:3SrT;S･;:.=.･LT?I.母::11草.丁一一=･･Tl::

る先生がお られ､前者の先生はオープンタイプであり､後者の先生はクローズ ドタイプである
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と言われています｡タロ-ズ ドタイプの先生が､来訪者を慎重に見張っているわけですね｡こ

のように席の取 り方から､先生の性格を分析する研究があります｡それで ｢関内先生はどうな

の ?｣と問われますのでも.性格を読まれないように横を向いています (笑)｡それから%生徒 と

四角い机で話をするかも丸い机で話をするかによっても､先生の印象が変わるのです｡ このよ

うにビジ認アルな資料を示 しながら､席の取 り寿などを教えるように工夫しています｡

次の事例 は設計-の応

周です｡実はこれはも多摩

二認-タウンにある私の由

宅ですがも面良い集合住宅

で%遠路の側からもAれる

のでず｡誰でも画商に呆れ

ますからも私の家の真横に

章行ノ十?::t･i/:十 ･.-/I､･一一-.i,lI･･:萱十

､十 J.ti=:,･･;二∵てサ O 亨∵十了･う∴

とがあって住民も困 りまし

て滝鎗譲元の住宅 ◎都市整

備公団に改善の要望を出し

て淘道路との仕切 りとして

植え込みを遣 らせたのです｡

三のときにも公団が ｢建築は都市に対して開かれているべきだ｣と主張したのに対 して句プ

ロタセ ミックスの理論で公団を説得 しましても3鍼 方円位かかったと思いまずが%ち率んと植

え込みを造ってもらうことができたのです｡そのときに ｢植え込みをもっと高(すべきだ｣と

い う住民もいましたが淘私は高さを抑えることにしました｡なぜかとい うと､植え込みを高i

ずるとちその中に風った泥棒は安心して犯罪に集中できるからです｡それよりも馬高さを抑え

ることにより%通行人に監視の役割を果たしてもらう方がも%､わけです｡このように馬理論を

具体的な設計に活かすことができる事例を示す とも掬う摩 り方です｡

都市のイメ-ジを研究 した 監◎リン

チ (鮎 V亙鼠亙膚弧誠)という有名な都市

計画家がいます｡これは陀艶e亙弧盈ge⑬雷

鳥三!･=Ji･吊 lい ､-う本､て::･す､が∴泰:7f5㌦ 守･

屋ではロボティックスの館野に並べら

れた りしています｡

入閣は頭の中に認知地図を作って

都市を認識 してお り馬パス牽ラン ド等

-夕が重要であることが分かっている

のですがbそのことがロボットの中に

･∴一∴.:-∴,L:..:･L･iu･.I:.I:Jt.:I:蔓㍉∴:∴･:l'･'･!主こミ･:読,::I:Hiこ‥井上i･･/･::･../I.J/I
･t.;､∴昌美‥寸圭嶺言上:-I.L.I:∴､主上十∵㌻:i;I:::'//.:/I:こ上告一主･:.:I-i:I.1:工･:∵立
圭l::･･;､-r.-:/:{･,j∵l･L-･-:.::転注∴:･∵:工.P志C

･､∵､'･･./tl･:日:LyI.:l･iL∴立∵-･::I:J!/ご一二葦:'J.㍗::∴二∴:l'･,:L･丁:-:I-･-I.::･'1L-∴:::-ご~J:∴言{:-::'･'
LI:.i:那智:いItfl:.I;.･:'-:.･1-r~牛革∴;J:;t･I,.ト.I/::3十七∵‥高津7;.:I.:t二'一､二t:I-I-:::tIさ登Ji_
･･∴'_-.,..llJ:./I･r:絵や･.)-:･1.i.:･L:.二･1三二号菅-隷工ぎ:薫.-'L.;戸､∴･肯/i:I:二.'t･･

耗酌轍ii許す結わ/写嶺妾雛会朝
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どうやって認知地図を作るかとい う研究をするのに大変役に立っことから､ロボティックスの

領域でも注 目を集めているのです｡実はリンチはフランク ◎ロイ ド◎ライ トとい う 望0健紀を

代表する建築家の弟子だったのですが､このことは建築の健界でもほとんど誰も知 りません｡

都市のイメージを構成す る五つの

エレメン トは､｢パス 野鼠忠弘s(道路)｣

｢エッジ e盛ges(縁)｣｢ディス トリク

ト組立畠もE鹿忠盛(地域)｣｢ノー ド弧0盛es(揺

合点)｣｢ラン ドマーク且a弧通弧aE曳s(冒

印)｣です｡

人は都市を記憶するときに､複雑な

全体を "点 ◎線 ◎面タタとい う単純な要

素に還元 してしまうのです｡望0世紀前

半の ｢バウハ ウス｣という芸術運動の

中で､W◎索ンディンス尊-とい う画家

が "点 ⑳線 ◎面タ'と題する本を出版 し

･･:う董卓:l･il,･･:;T･:-一三:4管J二･:/,Jここ圭一連館薄手竜洋E.:il:･klT::うつ.AF3.か了ジ
::-i;::･,障､i=･CT培=,::謹話:1
母ここ誓ジ二束･.Bsi:;l:_=:i)
冨ディマ,主将:--霊芸.恵庭武器壬)
I:-:･軌<i十ご;てe･ご豊津‥選一吏よさ
這うT_i."lごマ--･封?i;昭蛎3打.'JlS,:宅n7･ Pi_I:_.･こ:二か.,はココ.7,相応;･1.mT;鯛こ､
暫逮 J

I

JI

､了丁呈:I
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t
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_上し
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iy･~-.-･~-一-二二-･--A-~~~1
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ていて､それがアメリ労に渡った ｢ニュ-バウハ ウス｣における鎧｡ケペシュの "ビジュアルラ

ンゲージ"の研究に影響を及ぼし､それをリンチが学んでいたのです｡ さらにその研究がロボ

ティックスにつながるわけですね｡こうして､芸術から科学まで知 とい うものが連続的につな

がっていくことを指摘 しています｡

こ れ は学生に ｢吉田キャンパス周辺の認知地図｣を描かせた例です｡左側の地図は キ ャ ンパ

ス内 に 道 があると認識 している例であり､中央の地図は広場の中に建物があると認識 している

例です.認知地図研究では､それぞれ "パス指向型タタ､"空間指向型"と名付けられています｡

右側の地図を鳳ます と､ローソン､ファミリーマ- ト､テニスコー トなどがプロッ トされてお

りも｢勉強 しているのかな｣ とい う疑問を抱かせてくれるわけです (質)｡このようなちょっと

した演習を通 して淘認知地図が毎分の環境認識を端的に表すことを理解 してもらいます｡

次は ｢経路探索 (W盈y盈弧過怠弧g)｣の

研究です｡ これはナビゲーションの問

題に深 く関わっています｡分か りやす

すぎる環境 も ､ 複 雑 す ぎる環境もつま

らないもの で す｡ 太閤には､̀ 分̀か りや

す さタタと "神秘 さタタとい う相矛盾する

二つのものを求める傾向があります｡

経路探索は､その中闇の状態の環境に

おける太閤のナビゲ-ション行動に関

わっています｡

㊥鰻絡探索富ま旬盤意&ら終題意二登る鰻絡蚤発展する隠頗血糖勤､

三㌣‡ナ:疫,'ITit-シヨ;I,ミニご･･-:es意･:_:三〇二)に深く琵琶;::=･LITてい竜t,

I:IT::-Ii.:7.?:;17･･:1::ラ::I:..:::1･二六･:A;T_i::Tt,..:ご豆霊･,.､呈;･.;i:巧景ミミを蓋する.IiT.渋lII串で

櫨も経絡探索◎畿況曹塞きわめ竃-鰻的奄もめと簸る｡

:I:-::･'-千:I:i:;-:･ご'丁:Jテ1･･.が預･-IYI:.こ:T･.:=;i::?;つて三̀号.TiJ･L.蚤貰ミIllT･さ:,:.芸や行誼に悪

食』轟が転縛鞄』富む鳥感度する問題解決聖篭デ飽◎磯築｡

昏≪線路探索め惑-飽馨遜鰻するため◎プラおきく濁境から磯波審
密ミ.I,={草車L?.>く'iT:ミ音溝…書>ICt.,?,:I.-Ifや∫:AL{;;･､YyJ/'て･L:.!チ=<,I;7-を窄･:T･:立 等=

解決めず田鹿濃密二速っ首移動骨端蓉線路を決定する｡

-監:I:1:.崇鷲手十千二シ這=.:.I-,シ三ン

㊨ 観藍麗経絡探索驚デ捗⑳琢褒め感･要鰻

･･童ミ烹LLl=二･､‡T::1:-亀をir;I;上 宝Il:=そこ:,:ヤ.蜜を:,='_:e=新 た宝等 鞄 をし モモ ::.Ql

毒薄i･J::i芋た慧:_I.I;;:二つミ･●こて,.J･:芯た宣告巧を<:_:たらす とき,ヽう､蕊 繋-=と

孝膏為薗緒びついた状況づ緒ら艶麗活動(si電u離母d誠 忠i脚 )習 あ る 0
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私 転身も経路探索の研究に携わって

い ま すので%研究の実例を示して授業

を 進 め で も包まず｡ こ離ノほ迷路状の都市

空 間 か ら な る廉京の渋谷で行った経路

探 索 の 実 験 で す ｡課題は渋谷駅北Ⅲか

らパ ル コ パ - ト 3 に行電ことです｡私

も被 験 者 に な り ま し たが満つもうに道が

努 か ら な i な って しまいました｡渋谷

はお じさんの来るところではないよう

で%私の場合は淘ポ リスボックスに駆

け込んでしま うとい う結果 とな りまし

た｡

経路探索過程における被験者の発

話を録音 し､そこに現れたプ ロ 匹コjレ

を全部取 り出して鴨経路探索のj♭-j臣

を抽出し句それをもとに汐ミ誌 レ-タ

を構築しま し た ｡ こ れ ′ほそのプロセス

モデルで す け れ ど も も 授 業の中ではそ

れが実際に勤 i と こ ろ を 見せてもヽまず.

さらに ｢行動 ⑳経 路 のデザイン｣の

事例も紹介しています｡左側は石塀刃､

工芸凝 ､蹄紫痢嬢況 まt

連歌観考をミ',杓.芳郎潜彰孟宅卓,紅
旗路も,才だゥJ養｡まず､受忍卓㌢)
虜怒涛遜｡〉純か勺,曹L'粒､濃褒
く/<三宮哉近才を三､㌔'Jlが轟､>J女
腐尊},･*､､索～､酔結節:享.′
e:欝,V首班発芽竜xoH y'機こ,(
ぎ与もきこ鉛毒等庶JF:蕊象夢あさき
#Iや齢も致'{.x磯額苓綜′鮎か謡3
描線-､涛Iv寮もJ領水だEや,学童空
車鮮叙､Z,卵管癖､簿や､ふ y
襲撃験激-)JY,Ft凝｡懸案璃等号)や
鮮訝音数盈守る攻や〇､-.HgJ琴字
普.fq欠き符lI*群を確認晋責>

む密各静熊
tq'愈潜簿等 簿魚

粉野矢各節itは2,e拡 LH
寸.}<3恭頚で軒 ､､.を､

芳 畑､Vか∧串紫,̂n像駁 轟く
紙 数-､拭き'<0番尊顔

汝袋額9,盈議 .夏

遊V/静串;
怨才･がさ穀
類予 戯ゝ範
11̂卦,≡,̂]群

と_･+:L轟かも.:)''I等..ざむ
腐-､讃'三軍S
i教戒澄渡鹿茸･
乾滋蛮風菟

三三卦革巨資館をt卵:揃麹嘩

;i纏各卸符斡I.≠診療車I:'***.:T葺i.虻速歩潜嶺傘凍静凄一番餅冶繊韓餅.康一亀

蔓王室重臣:妻車掌藷=/-,.浄串鹿>D.L

~ヽ.::
穿;≡三.≡ 〟....ウ】&.題沓や.:I:

轟き

路の路地空間ですがち魅力的な汐-クエンス景観がデザインされてWまず｡

右側は高速道路のデザインです｡アメリ労では%地形的な制約が少なi句高速道路を 薬 っ す

ぐ通すことが可能ですがもそうすると事散が起き脅す(なるのでず｡道路を適度に曲げること

によって句心理的変化を奪える必要があります｡中央と右側の図ほも景観の変化をデザインす

るために考案 された "スペ-ス ◎ノ-チ-ション (空間記譜法)タタの例です｡
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人間は､眺望が確保 されていて､なおかつ自分の身を隠すことができる場所を好みます｡こ

れは､魅力的な環境には `̀見ること"と "隠れること"のバランスが必要であることを指摘 し

た興味深い理論であ り､｢眺望一隠れ処理論 (Pmspecも偲e鮎野 馳 eoE?y)｣ と呼ばれています｡

これはコンビュ-タの世界でも ｢可視分析｣としてよくやられていることです｡例えばこれは

有名な建築家 ミ-ス ◎フアン ◎デル ⑳ローエ設計の "バルセロナ ◎パビリオン''とい う建物で

すが､視点をこの経路に沿って動かしてみるとも可視領域がこうい う形で変化 していくわけで

す｡同じように､街路空間の中を経路に沿って動くと､可視領域が変化 していきます｡空間内

のすべての点について可視分析を行った結果を合成すると､見られやすい領域 と隠れやすい領

域があることが分か ります｡隠れやすい領域は犯罪が発生しやす く､セキュリティの悪い領域

になる可能性が高いと言えます｡私の研究室で行っている空間の可視分析を通 して､見ること

と隠れることの関係を分析することの重要性を指摘 しています｡

さらに行動 ◎行為の哲学的側面にも

言及 しています｡特に知識 と行為の関

係は､行動の科学の中で大変重要な意

味を持っています｡一つは､知識 と行

為は別府のもので､まず知識を刷 り込

み､それをもとに実践するとい う考え

方は､教育学では ｢注入主義｣ と言わ

れています｡それに対 して､知識 と行

為が結びついているという考え方があ

ります｡これは教育学の分野で注 目さ

れているもので､プロジェク ト◎ベー

ス ドっデ､-ニンダ(PBLt:,.P三豆･=,cJ:-I:i:=_巳･豆

‰e盈雷孤立弧g)のように､実践を通 じて知

識を身につける学習方法が提案 されて

います.設計行為を研究 した EB｡A｡ショ

ーンは､優れた設計者は､実践の中で

様々な知識を生成 していることを指摘

し ､ そ れ を ｢行 為 の 中 の 省 察

(R.fJl:_i_PJ･記 =:ここ.-ヒ-.t::二王っニ)｣ と軍んでい

ます｡

こ れ は 行為の中の省察を例示す る

⑳すぞ艶ぬ撃ヤ諾◎蘭楽密がぬ畳も亀聯馨を聴蓉慶がら演轟を展
晶.,/=もーさくよ.うに一字等式尊は行;I::;において舘熟のSLlqに多くのこと
を認試し学j㌫しているので轟ai･j､そこではi::ヨ轟 は 行 為 の うちに
這･･qa｡こうした巽 読やあ!1,.･3方 ≡丁窄 基 音 牢 ;EEL,等 零 jと準 .ぶ .｡

ざ÷デーll;･3イ二･,Jl=掠受 各 B.誇三主なxL･.15.3である.予 書 不 能 性 が デ ザ t/::JT.

磯9む的恕経 常窃め竃ある｡

･手デー:.ip'･rJiSナー-ほ 了違ってい意義覇 や現 況 か ら忘 等 を崇 ;-i;･,蓋曾 :':.モ'ミ

デ･:.塀ィ1･･したも重を蔓 漂 し､そ¢L/(<も鉛 で判 欝 を下 す C.そ藍儲喜､

=;:冒.鍾.S:JIL:.,:いも薄を発 見する｢バッ卓上- 草｣(backう抽 ;･に 苗 を涼

誉量ことが大切で畠る言 行 意聞 草爵 璽 登 j昔 譜 くとミ.丁も悪態 票 と

替損 に薄 TJミっいてお2L:Ll言 訳 .,現と蒋 封 言語_;.(〇〇nve.-S-='如 .r:･y･':5と:,｢

s喜患u離毒研 き審適 』竃朝 霧 的額ず轡 琢SPが 盤 威 容れ る｡

魯 ㌢縛51ことによって〆においで撃ぶこと拍 菅遜涌n鑑b頼 れぬ主宰雇

車 錬況づけら観た行為 ∈i毒雨奴をd邸宅書跡 :;3
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橋 のデ ザ インです｡左側の三つの橋の

デザイン は､構造的にはいずれも可能ですが､最終的には右側の橋のデザインに決ま りました｡

その理由は､このデザインがケルンの大聖堂のシルエットと共鳴するような関係にあることで
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す｡すなわち､この橋のデザインでは､橋の形態は内的な制約 (i弧もeT汲a且co取離丁盈息弧も)だけで

は決まらず､外的な制約 (exもeTma且consもTainも)によって､言い換えれば､環境 との対話によ

って決まったことになるわけです｡これは哲学的な内容を事例によって説明する方法の事例で

もあります｡

せっかくの機会ですから了授業アンケ

ー トを見て｣ ということで､自分自身の

授業の評価を試みてみたいと思います｡

高い評価を得た項目 (3｡且9以上)と見て

お りますと､割合に高い評価をいただい

ているように思います｡特に､｢内容に関

する興味に工夫があった｣｢プロン トなど

が学習の助けになった｣｢熱意を感 じた｣

とい う項 目で 3｡5以上をいただいていま

す｡

一方､低い方は 望｡50が最低ですが､

望｡80以下を全部挙げてみました｡私はし

ゃべるのが結構好きで､いろいろ話をし

ているうちに､ついつい学生にしゃべる

時間を与えなくなってしまうという欠点

があることが浮かび上がっています｡｢積

極的に質問するよう努めた｣｢質問◎発言

などを促 してくれた｣といった項目を改

善するために､演習をやらせたり､質疑

応答の時間をとったりする必要がありま

す｡ しかし､こちらのしゃべる畳は減 り

ますので､その辺のバランスが難 しいの

巨満 華美:JIl:::～:I.･･:9,･､･--章を最 て

車･高い評浦を碍た噴針 3_̀童9以上t}

:授兼の内容･方法等について:

･ 松美は増発'iてきた=3.34

･ 梓東の 目的が示されていTニ=3.28

･ 内幕に関する輿嫁を高めるためのヱ免があった=353

･ 鞍手.;l書･番考養.フリントなとか竿富の助けに1.i--I)T==3.56

･ 教銘の捧濃に封する熱巌を磐した=350

･クラスサイズニ:受適者数 は適切だったニ338

･ 鞍亨ほ境に間瀬はなかっfニ=341

･ 板書や視弛寛機器の文字･鼠二女は見やすか-)f二=3.41

･ 撞寛内容は体系的に賢増されていた=33為

:授藻愛纏を通して縛られた成農琴について

骨 授賞にわくわ(するような慈覚をもっ.f=ことかあった=3.19

砂 この捧選の閣透分響華に輿楓や関心か漂慕ったニ3.31

争 総合約にみて､自分にとって風味のある擾饗だった=3.28

⑳あまり静聴されなかった磯田(2E88以嘗う

･:由分由勢の寧雷状況等に関して1;

｡ 撞贋の予機雷をするよう努めF=芸2.50

･ 疑問点なと一友人に閣いたり嘗姦し食ったリした=2.66

潤 寮の内容V方法琴について:t '

･ 教釦 こ鋒関東などを専務極的に鰭関するよう努めた=2,58

･ 松茸中に亨Ii.の餌問.発言なとを促してくれT==263

･ 軽王は/-トをとりやすかっT==2.66

･･:I:〉三浸某1.:)':3円容､方法等 匠 ついplIは､!.酎′.I.苧･･''昌_..㌧LF:,志し■主宰髄::/li･烏

首いるが､㌻由鎗毎勢釣学習錬漢等｣r授薬の内容や方法等jに

鉦_.'こて..亭葉音 遠ゝ真性を豊すT.書が二号-:;掛 ､./(I-:いる t:二L:'-,ij点にL::i

き,●{,:':は∴喜:/.Ll_;ipiy蕃する余地か最長

一方向の授業から双方向の授業へ It'.:主人主義からの脱 却 .二

P昭3ee音色意S磨dL哲哉廊関 与し曹愚痴約g軸禰臣o善約g‥.

鞍商環境の整備こPPTと板書の併用､貰輿配置‥∴

授寮アン李-卜鼻緒恩｡成果を草生に還元するめ聾がある..

ですが､いずれにしても､学生の自主性を促す工夫をしなければならないと思います｡これは

双方向の授業､より一般的に言えば､‰eas?孤立汲欝もyEBo亙盟g､‰eaぞ弧i弧gi弧EBoi弧欝に基づく授業を

展開することです｡

こうした新 しい授業のあり方を探求するためには､他の科目との連携を工夫する必要がある

と思います｡科 目間の連携､教員相互の連携をうまく取っていくことが肝要です｡学科のカリ

キュラムを構成する上で､一つ一つの授業をよくすると同時に､授業全体をシステムとしてど

のように発展させていくということを考えないといけないと痛感 してお ります｡

教育環境としては､PPTと板書が両立できる環境を整備する必要があると思います｡もラ

一つ困っているのは､桂と吉田のキャンパスが分離しているため､授業後に質問を受けている

と次のバスに乗 り遅れるという問題があります｡メ-ルでそれを補完する努力はしていますがも

-･981-



なかなか難 しいところです｡
■

今回初めてこのような機会を与えられ､丁寧に授業アンケー トを見せてもらい､教員 としそ

大変勉強になったのですが､授業アンケー トに一生懸命回答 した学生に対しても､調査結果や

それに基づく改善点などを還元することも考えるべきだと思いました｡以上です｡(拍手)｡

(湯浅) ありがとうございました｡以上､｢私の授業-アンケー ト結果を受けて-｣とい うタ

イ トルで､ 6人の先生方に発表 していただきました｡
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3-2｡カリキュラム改善の課題

湯浅 太--- 氏 (新王学教育プ日グラム実施専門委員会委員長)

もう予定の終了時間になってしまっ

たのですけれども､あと､カリキュラ

ム改善について何か一言言わないとい

けないことになっています｡

(以下スライ ド併用)

何回か途中で話がありましたように､

アンケ- トの項目が今回は二つ追加さ

れています｡これは実際のアンケ- ド

の表と裏ですけれども､自由記述欄が

四つありまして､この授業を通して､

重要であると思った概念やキ-ワ- ド

を四つまで書いてもらうというのと､

最後に何でも書いてくださいというの

がありました｡これは以前からあった

分です｡今回新しく､Ⅲ ｢この授業を

振 り返ってみて､自分が受けた大学の

他の授業の中で､この授業の理解に役

立ったと思う授業を挙げてください｣､

Ⅲ ｢今後､この授業に関連する学習を

進めようと思うとき､どのような内容

の授業があるといいと思いますか｡必

要と思われる授業の内容を書いてくだ

さい｣の二つが追加されました｡これ

は去年のこのシンポジウムで西本先生

からご提案をいただいて､カリキュラ

ム改善に役立てるために取り入れたも

のです｡今回､これについて簡単 に ご

報告したいと思います｡

Ⅲの役立った授業科 目についてで

辛,,-i:=-i-;-二㌢∴ 手 書 きI:/_fLtキ 字 -=::-=It

新王学教育プログラム実施専門委員会

委員長 湯浅太-

200･7年12月14日桂ホール･-

すけれども､記入率はあまり高くはなかったです｡予想以上に低かったような気が し ま ず ｡ 今

回､延べ 且万 3000人の学生がアンケ- トに回答してくれたのですが句そのうち記Aが あ っ た

のは 550⑬入､約 逢息%です｡これは記Å欄に何か書いてあるのが56鍼 鬼という意味で鴇｢なし｣

一息00-



｢特になし｣｢ありません｣ などというのがあるので､実際には 3¢%ぐらい かなと思います｡

回答は少なかったのですけれ ども､

書いている内容は大きく三つに分かれ

るような気がしました｡まず､自明な

相 関 で す ｡ 例 えば ｢計算機アーキテク

チャ- 2を理解するのに､同且が役に

立った｣｢確 率統計に確率論基礎が役に

立った｣とか､当たり前の話ですけれ

ども､こういうのはよく書いてくれて

います｡それから､基本的な公式や定

理などを使 う科目です.例えば線形制

役 壷 慧 た 授 業 料 困

専 自明な相関

鮮 計算機アーキテクチャ2=夢計算機アーキテクチャ1

鮮 確率と統計 ⇒ 確率論基礎

顎 基本的な公式･定理など

東 線形制御理論 ⇒システム解析入門

書 非線形の力学 ⇒ 微分積分学

昏 コンセプト方法論など

近 計算機アーキテクチャ2=診OS(オペレーティングシステム)

十 OS⇒ コンパイラ.計算棲アーキテクチャ

象 微分積分学A⇒ 自然現象と数学

覇 記入率 41.2%(のべ 13,458人申,記入は5,541人)

寮 rなし｣.r特になし｣を除くと30%程度か

御理論の学生は､かなり多くが ｢シス テ ム 解 析 A 門 が 役 に立った｣と答えています｡それから

非線形力学の学生は微分積分学というふ う に ､ こ れ も か なり書いてくれていました｡それで､

むしろわれわれが知りたかったのは､コ ン セ プ ト と か ､いろいろな方法論だとか､そういうも

のがうまく相関ができているかどうかだったのですが､これを書いてくれている学生は非常に

少なかったのですけれども､情報系でいきますと､｢計算機ア-希テクチャ.- 2に対して､オペ

レ-ティングシステム (OS)の講義の内容が役に立った｣とか､逆に､OSと2は同学期に

奪っているのですけれども､｢のSにコンパイラの講義や､ア-キテクチャ-の講義が役に立っ

た｣という回答もありました｡こういうのを書いてくれていると非常に安心できます｡それか

らちょっと面由かったのが､佐藤先生からご報告いただいた ｢画然現象 と数学｣です｡これが

｢微鎗積分学Aに非常に役に立った｣とあります｡ちょっと意外な感 じがしたのですけれども､

先ほどの佐藤先生のお話を伺って､さもありなんという感じがいたしました｡

それから､成績との相関ですけれど

ももこれは､統計を取るためのキ-ワ

- ドを拾って表を書いてくれるソフト

があるらしいですけれども､高等教育

センタ-の方で今､いろいろ分析され

ていて馬それを且枚もらってきました｡

大体科目名に相当する､専一ワ- ドが

縦に並んでいましてb色分けしている

のが､赤､章､.緑､ピンクとあるので

すけれども､大体､優､良､可滝不可

に分かれています｡容易 に想像できま

280 258

すけれども､成績のいい学生ほどbほかの授業との相関関係を書いてくれています｡つまり｢こ

れを理解するのに､こういうのが役に立った｣という学生は､成績のいい学生に多くみられる

という相関関係がありました｡あとは全体的な相関を見ようと思ったのですが､まだ解析が進
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んでいないせいかもしれませんけれどもbそれほど目立ったものはありませんでした｡

む しろ次の ｢どうい う講

義が欲 しいですか｣の方が

面ぬかったのでず.アンケ

･･-㍉二､貴重i'./:･'.主 ,:.17:ヨヨ 芋 ‥.

述警句授業に対ずる意見 を

書いてもらうところがあ り

ます｡そこはbどちらかと

い うとネガティブな意見が

書かれ竃も洩る｡｢もごもご言

_I .I-,'′-I:I; -:･l:-幸 二 l 千 ≡′ '､･､三:,:lt-,I::･辛

IF=:i.I.,I_Ii.∴∴ 二 王 も(こす●喜

い 7万二'さ.･{二●-(:,1号巨トLI･;1ノ十工

:'':･tr;::I/i--･_1-,I.I:･巨､ナ･･!､守 ;･:JI:,Il!::

_- : - -:::---;=t∴∴ :∴ -∴ --- -- L

関 これからの物理学

四 さらに深い微分･積分を扱うもの

飼 もう少し丁寧な物理学基礎論

田 わかりやすい物理探査

静 基礎物理

8y 行列の物理的な意味と物理との関係

臨 数学ではなくもっと物理

曲 素粒子物理学

田 物理､とくに量子物理

髄 物理と数学の中間に位置する授業｡

盟 物理における行列のつかい方

醸 物理に使う数学を扱う授業

Bg 物理のための数学みたいなもの｡自分です
ればいいだけですけど

国 物理の基本

悶 物理の現象の内容

醍 物理への応用

関 物理化学､環境分野で

訊 物理化学との連携を図るべき

問 物理化学演習

ヨ 物理学との応用

鈎 物理学のための数学

盛 物理学の基礎から教える授業.

覗 物理学の歴史

樹 物理学-の応用

詞 物理学を応用したような授業

掬 物理学基礎でわからなかった論理がわかるよ
うになりたい

国 物理学基礎論の問題演習中心の講義

組 物理学系の実験.発展分野

湿 物理学実験

増 物理学全体の大まかな指導(大まかでいいか
ら原理だけでも)

瑚 物理現象に関する説明等

温 物理現象の実演

冠 物理数学

鵡 物理探査についてのもう少し詳細な授業

甜 分かりやすい物理探査

ニー,;･･J;I:,rt/II:∴ .H tz.,予 f=i;.:I_･l:I･二･卜､.;I:,::･cl,-;:.if;-･L事辛 ､十 手 ･1-:I_.{'::キ 十 ;:tl-,-:':=告 ･･J7∴′ ∴ ト :- .Ji::〒 十 .亨 ㌦ 7'.:.･̂.つ

･fJI㍉㍉E:;:.:∴∴ /:,=':sl.,'p;,:I::-=室.T･:.,･:'･二三i芋茎Ill.:産=;･:-i:A≡半 亘 …∴ 工 Tt･∴ ･!t/･± ミ′､･士 喜 ′･､了 ･I;:_･t･_I: 亨'.･;I一°, ≡ 十 二 ･∴ i,-;tt.

雪∴:.r(i∴三三=･.I;:t･7:l'.･':-､卓■守二7:+lllT.三言:/T:約-tIナ:i-I_I.･･:亘 ､一 軍 C/1.i- (,:･1.･Ji,.;JIご や す ∴ ＼蘭 .i-;-:_義;-:./i二 二･･7 FI'i･:･:∴′･

･:_｡･王~･了二,i::;1.章二二三･掛し･､二;.･母音半 射̀.,L-I･･,:711,享±ご,:/膏 ､~､芋 ;.･･:_ll-:,I::,:二･･1,111:L｡F十 (.:, .二十 _･ ,ll･三､･∴ :iI-I_:t':I.i,:･,:-:I_--I･,7-

教えて≪れる授業が欲 しWとか淘それからbまた佐藤 発 生 殿 ご 報 告 に も 関 係 す る め 等 ず け れ ど

-工 ｢･≒三'1-･'i･.lI=,.:∴l上言サヤ∵7..'t.:Jt･(-:二･ト重言=::{=T･/;ji:‡+.(..I.zi-;::I.辛_再 i-_ l': ; ㍉､･十 十 亘 ､圭 . .=:.､言 ∴ ､'‥･-守 ･さ

cz-･ナ:'i責苦;義,を-1･1二 t,:!'ci二､二 ･ 7 _i･i':L.I: ･･/ ･｣ L.I.;L牛 ∴ ∴ ＼一 ･･Ir i,:I.I:cll- ･_- '7'Z./ -cL:.1:t!･-二 半 T I,i:i...ミO 士 ±≡l･:･一圭 ′二三

号 ･,言 圭 三1.I:;:::㍉′･上 r ∴ ト :: チ

i, lIr _臣･.;1:i:･.･芸事下 達-;il ,I- i.′ ､･り ･,･. 辛

･iI-PST/忘.≒ ･≒.7.;∴ごC1...- i-- ､7 守 O

こ れは重複 を避 け る た

i:rt,:,".:二､･一三-:-∴ /:I:｣丁∴ -(.､立 下

であ るのでずけれども 淘 左

の寅 ん甲あたりに｢高校 等 ｣

,.ltI.∴ ご::･'㍉一一･∴ I-ド7･.t'lI'ti:1㌦ >T ､二 ･

と並んでいます｡｢高校 で 習

わなiなった範囲を教 え て

I:.,さ･.:.∴./｣｡∴､f:,I.′r-IIゴ:,:二'-...:'･.i',-'::三吉

薫 7∴千巨てti,t･･よ聖二三∴ そ ラ

ー.∴ケ:7Ij(ii･･.雪･=:,首∴十十･･･::I,-1t

二 --:- :~

諦 少人数に対して教えてくれる授業

蛋 物理を広く浅くカバーした授業

澱 まず自然現象ありきで進める授業

虫 化学と数学を結びつけるもの

匪 容量分析のための数学的な内容

蟻 京大入試問題にかくされた大学数学

窓 工業数学に関する演習

惑 高校で習わなくなった範囲

昏 高校の範囲をこえている内容

野 高校の範囲の軽い復習内容を含むもの

盛 高校までに出てこない記号の説明

帝 高校数学からの応用

惑 高校数学との差をうめる授業

統 高校数学のまとめをする基礎固めの授業

電 高校数学の発展

溝 自然現象と数学のように浅く広くカバーする授業

雷 自然現象や日常への応用

葡 質問しやすい雰囲気の演習授業

法 初等数学

琵 数学で使う(論理)記号の説明

溢 数学の記号の説明

蓮 数学の計算の仕方

範 数学の歴史に関するもの

荘 数学演習

環 数学系講座

圏 数学的な技術を身につける授業

や 数学的な説明をふやす

雷 数学的な知識を身につけるもの

最 数学的補足

各 大学の授業についていける数学を教える授業

牡 自然現象と結びつけて､おおまかな考え方な 祇 方程式を解くときの数学の知識を補う授業

どを説明する授業 蜜 非線型数学

盛 自然現象と触れ合う授業 霊 物理で使う数学を教える授業
殿 自然現象と数学のグレ-ドアップ

次の ｢範囲を超えている｣も同じです｡それか ら ｢高 校の復習になるようなもの上 あるいは勺

その後bこれは教える側にも問題があるかもしれませんけれども鴇｢高校で出てこないも滝ろい ろ
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な記号や概念をそのまま説明しないで上要するに高校で何を教えているか分からないで教えて

しまっているとい うケ-スなどがあります｡

だから､実はこの3番 目の由由記述が非常に役に立っとい うのが分か りまして､ぜひこれを

先生方､あるいは学科単位でもいいと思いますけれ ども､見ていただいて､今後のカリキュラ

ム改善に役立てていただければと思います｡簡単でしたけれ ども､これで私の報告 とさせセい

ただきます (拍手)｡

･i1-.rデ -_,.:∴7,:美 ㌻:喜 ヨン

(湯浅) もう予定時間 が 来 て いるのですけれ ども､せっかくなので何かご質問とかご意見が

ありましたら､承 りた い と 思 いま す｡成績に関係 していませんので (笑)｡何かありませんか｡

では､こうい うときの慣 例 に な っています､田中先生に一 言 ｡ いきなり当てます｡

姻 中) 当たると思っていま せんでした｡今 田の大塚 さ ん の発表 とか､酒井さんの発表 とか､

ただいまの発表などをお聞き し ていて､すべて去年に比 べれば随分バ-ジョンアップしていま

した｡ とても面由かったでず｡ とはいえ鴨何といっても今 田のハイライ トは授業の部分で､あ

れは僕 らにとってもとても面由かったわけです｡繰 り返 し出てきた問題 とい うのは､ここまで

丁寧にたすて㍉1′､.J,二･かと言いながら､ここまで丁寧にやって1′､･三とい う (呉:.ことでしたね｡

とても矛鷹に満ちている｡この議論はb面由かったですね｡ しかし､この矛鷹は多分､避け切

れないだろうと思 うのです｡こうも鴨うふ うに丁寧にきちんと学生と対略 して､学生 とのインタ

ラクションを取 りながら一斉教授を奪っていくとい うようなパタ-ンが維持 されてい るところ

で は 馬 こうい う問題 は ずっとこれからも出てくると思 うのです｡つま りこの矛盾は､頚受業が優

れ て い る ことの証 だ とす ら思います｡この意味で､工学部は優れた授業 を摩っているとい うこ

とにつ い て ､ 由信 を 持 っ て いいとい う気がします｡むしろ ほかで これだ けできているのかとい

うぐ らい の感想 を も ち ま す ｡ 来年もぜひとも､これ ぐらい面 由もb授業の報告を聞きたいと思い

ます ｡ これは感想 で す ｡

(湯浅) ありがとうご ざ い ま し た ｡ で は b 西 本 先 生に最後､一 言 お 願 い いたします｡

(西本) 私も田中先生のコメ ン ト と 全 く 同 じ でしても去年に比べると格段に面由くな っ てい

る｡ですからb来年が楽しみだとい うことで､ぜひレギ 皿 ラ-プログラムとして定着 さ せ る努

力をいたしましょう｡ありがとうございました (拍手)｡

(湯浅) どうもありがとうございました｡

それでは予定をちょっと過ぎましたけれ ども､これで第3回シンポジウムを終わ りた い と思

います｡ どうもありがとうございました｡
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した｡特色 鎧P暗闘戚PTaCも息ce)として,｢相互研修型 野EBの組織化による教育改善｣(代表 :高

等教育研究開発推進センタ- 田中毎実教授)が採択 された 望鋼塊年,たまたま工学部 6学科

のうちの3学科がタ由己点検などIのた鋸 こ授業アンケー トを予定 していました｡特色 鎧野の大

きな目標のひ とつがタ工学部 欝EB活動で得 られるデ-タをセンターが分析 し,土学部にブイ-

ドバックする,とい うもので した.そこでタ上の 3学科のアンケ- トを特色 張筋の一環として

初年度に実施 しました｡工学部 としてはタ教育の専門家の指導を仰 ぐことによってタ効果的な

アンケ- 卜調査が期待できました.守-タシ- 卜方式の回答欄紙にするなど,実施の効率も考

慮されていました.

翌2005年度からはタ本格的な授業アンケ- トが始ま りました｡まず 望005年度に 且回生配当

の全科 目 (専門科 目お よび全学共通科 凱 講義科 目および実験 ◎演習)に対 してアンケ- 卜調

査を 行 い , 以 後夕年次進行の形 をとりま した｡つま りタ盟の06年度は 2回生配当夕望00冒年度は

3回生 配 当 の 科 目に対 して実施 しま した｡年次進行ですから,基本的に同じ学生の集団からの

回答を得ることができます｡ またタ 魂年間実施すればタ工学部配当の全科 馴こついて調査でき

ることになります｡ただし夕空鍼6年度 と望鍼 冒年度についてはタ 且回生配当の科 目も対象 とし

ました｡これはタいわゆる望踊6年問題-の対応です｡望鍼6年度からタ高等学校の新カリ尊ユ

ラムで学んできた学生が見学 します｡その学力をタ旧課程の学生 と比較することがねらいでし

た｡ただしタ望鍼6年度の新A生には浪人が少なくなかったためにタ望鍼 冒年度の 且回生にも実

施することとしました｡

アンケ- トはタ初年度のマ-タシー ト方式のものを少 しずつ改善していきました｡講義科田

周と実験 ⑳演習周の二種類ありますが夕いずれも記名式です｡当該科 目の成績 とアンケ- 卜回

答を対応づけられるようにです｡もちろんタ担当教員がアンケ- トを回答した学生を特定でき

ないように配慮されています｡ほとんどの質問項 田は魂択 (四つの選択肢から一つを選んで守

-タシ- トにマ-夕する)なのですがタアンケ- 卜最初の授業出席回数の質問は5駅です｡最

初はこれも魂駅でタ最高を9⑬%としていたのですがタ｢工学部の学生たるものタ息鍼%出席 して

当然｣という意見がありタ且鍼%の項因を追加 しました｡実際にアンケ- トをとってみると タ 意

外にも 律 )この 且鍼%の選択率が高齢のに驚きました｡

アンケ- トはタ学期末最後の講義暗闇に担当教員が配布 して回収 し ま す ｡ 回 答 時 闇 は タ 息⑬-

恩義鎗程度です｡担当教員がアンケー ト回答を直接見なも､よう に , 専 周 の 封 筒 に 回 収 し タ 最 後 に

提出した学生が封印することになってもちます｡これを各学科 の 事 務 室 に 提 出 し タ 工 学 部 教 務 掛

がとりまとめてタ高等教育センタ-に送付 します｡集計搾業は 業 者 に 委 託 し , 集 計 結 果 は 科 目

ごとにまとめられて担当教員に送付され る Liみです.

アンケ- 卜結果を欝E3活動に反映する試 み としてタ望鍼 毎年度から,｢工学部教育シンポジウ

ム｣を年 且回ずつ開催 してもヽます｡毎年 夕息望月中蘭の金曜の夕潜に開催する2時間程度のシン

ポジウムです｡まずタ高等教育センタ- の 太 塚雄搾先生たちから授業アンケ- トの全体的な報

告が行われます.続けてタ｢私の授業- ア ンケ- 卜結果を受けて-｣と題 してタ約 6名の先生が

たにタアンケ- 卜結果を見てどのような 工 夫が功を奏 したかを報告いただいています.望鍼5

年度と望鍼6年度は吉田キャンパスで開催 されタ工学部の 胤鋼 名程度の教授が参加 しました｡

望鍼冒年度はクエ学研究科が移転した経 費 ヤ ンパスに会場を移 しタ恩義⑬名程度の教授が参加 しま
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した｡2006年度のシンポジウムには, 文部科学省の ｢先導的大学改革推進委託事業｣から参観

があり, 高い評価を得ています｡
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:藍学研究科長 ◎豊学部長

･西本清一

文部科学省の平成 且6年度 ｢特色ある大学教育支援プログラム (特色 Gp)｣に採択され､高

等 教 育 研 究 開 発 推 進 セ ンターが中心となって取り組んできた ｢相互研修型 FDの組織化による

教育改善｣プロジェクトは､京都大学の自主的かつ多様な相互研修型 FD活動を全学レベルで

組織化しようとするものであり､当初計画期間の4年を成功裏に終えようとしている｡この ｢特

色 GP｣は､大学を始めとする高等教育セクタ-における教育方法や教育課程の特色ある工夫 ◎

改善など､大学教育の質の向上をめざす活動の中ですでに実績のある ｢優れた取組 (Good

恥aCtice)｣を対象に､さらに発展させようと企画されたプロジェクトを選りすぐって支援する

プログラムである｡

平成 且6年度に京都大学は国立大学法人に移行したが､そのスター トに当たって6年間の中

期目標と中期計画を定めて広く内外に公表した｡その中に ｢大学の教育研究等の質の向上に関

する目標と計画 (措置)｣なる大項目があり､さらに ｢教育の成果に関する目標｣のうち ｢教育

の成果 ◎効果の検証に関する基本方針｣として ｢教育の成果や効果について､多面的かつ長期

的に検証する｣ことを謡っているOまた､同基本方針に示した目標を達成するための措置とし

て ｢高等教育研究開発推進センターにおける大学教授法､大学評価､プアカルテイ ◎ディベロ

ップメント (欝EB)等の開発研究に基づき､教員由身による教育改善への取組 (FD)を支援す

るとともに､ワークショップの実施等を通じて教育の成果 ◎効果の検証に努める｣と記されて

いる｡これらの京都大学の中期目標 ◎中期計画に照らして､4年間の ｢相互研修型 FDの組織

化による教育改善｣プロジェクトを通じた高等教育研究開発推進センターの活動実績は高く評

価されよう｡

ところで工学部では､学科レベルでの活動に止まっていたものの､比較的苗くから教育方法

や教育課程の改善 ⑳工夫に取り組んできた実績がある｡また､平成 且且年度には新工学教育プ

ログラム実施検討委員会が設置された｡これを契機として工学部全体が組織的かつ継続的に多

様な課題に取り組むこととなったが､特筆すべき取組として ｢ディベー ト型工学部 FDシンポ

ジウム｣の開催が挙げられる｡新工学教育プログラム実施検討委員会は､このディベー ト型 野D

活動を通じた工学部の教育改革により､平成 15年 9月に日本工学教育協会賞の文部科学大臣

賞を受賞している｡

これらの実績を背景にして-工学部は ｢相互研修型 野EBの組織化を土よる教育改善｣プロジェ

クトに当初から参画し､高等教育研究開発推進センターと連携しつつ､授業アンケー トプロジ

ェクト､卒業研究調査プロジェクト､遠隔授業プロジェクトなどを自主的に推進してきた｡こ

れらの個別課題に係わった関係各位の熱意と行動力により､4年間の取組を通じて京都大学の

特色ある ｢相互研修型 欝D｣ 活動は確実に進化し､京都大学全体として目指すべき方向が定ま
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りつつあるとの手応えが得られたように思われる｡

今後は､｢全学レベルでの組織化｣という本来の大目標達成に向けて､本プロジェクトで蓄積

された特色GPの情報が広く学内で共有され､京都大学の教育改善-の取組に一層大きなうね

りが起こることを期待したい｡
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